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一、はじめに
かつて本誌二七号において「岐神信仰論序説―徳島県下の特異性について―」 （以下、これを便宜的に「一稿」
と略称する） 、 『徳島地域文化研究』一一号で「一九五〇～六〇年代の徳島県下における岐神信仰に関する言説」 （以下、これを便宜的に「二稿」と略称する） 、また『九州工業大学大学院情報工学研究院紀要』二六号で「徳島県下における岐神信仰に関する言説―一九七〇年代から二〇〇〇年にかけて―」 （以下、これを便宜的に「三稿」と略称する）を記し、岐神研究史ならびに実際の徳島県下における岐神の分布状況を詳述した。これら岐神 関する一連の論文は、兄妹婚を内在させたイザナキ・イザナミの創世神話と 来
く
名な
戸との
祖さへのかみ
神
」生成の関連性、そして『肥前国風
土記』 『万葉集』所載の松浦さよ姫伝説との関連性を考察する上 、両者が互いに岐神と密接に関連し合っている事が判明したため敢えて執筆した次第である。
全国的視点に立てば、一つの県内に一千祠を超える岐神が祀られている事自体瞠目すべき現象であり、
道どう
祖そ
神じん
・
道さ
祖いの
神かみ
ではなく岐
ふなとがみ
神限定という点に極めて重要な意味がある。管見では、道祖神と称されるものは徳島県内には殆
岐ふなとがみ
神信仰の三原理と一仮説
―徳島県名西郡神山町の事例研究から―
近
　
藤
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也
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写真１－１	 式内社　天
あめの
 椅
はし
立
たて
神社
	 	 	昭和29年の台風では、石の階段の上部まで洪水が来たと
いう。現在の賽
さいのかみ
神祠は、鳥居に向って右側の柱の右側に
移されている。昭和32年頃に移したとの事である。
写真１－２	 賽
さいのかみ
神の御神体と木祠
	 	 	祠の床下には、大小10個近くの御神体が祀られているが、
ほぼ球形に近い石であり、神山町とその周辺に散見され
る岐神の御神体と通じるものがある。因みに、御利益も
子授け、子供の無事成長であり、この点においても岐神
と通じる。
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ど無く、例外的に阿波町東林に「根勢さん」と称されるものが存在するが、これは明治一九年（一八八六）に旅役者の性病治癒のために他国の風を真似て建立されたもの
①
であり、阿波国在地の伝統に即し
たものではない。また 三好町昼間の天
あめのはしたて
椅立神社境
内に「
賽さいのかみ
神（ 『三好町史』七三八頁には「
社さ
幣へ
能の
神
（塞
さえ
の神） 」と表記されていたが、現地の伝承者の意
見に従ってこのように表記する。 ） 」が祀られているが、神社東隣 お住いの安
あたけ
宅
清きよし
氏（昭和一二年生）
によれば、 「元は神社南方約五〇ｍの畑の中で約一ｍ余りの高さの石積みの上に木祠が安置されていたが、昭和二九年の台風で下流 流された。地元の人々が元の場所に戻して祀ったが、三年後の昭和三二年台風で再び流されたため これではいかんという事で、その後今のように神社境内の小祠（写真１
－１・
２参照）で祀られる 至った。賽神サン 、地区人々が維持管理するのではなく、また昼間地区 有志がボリ（お守
も
り）するのでもなく、祈願者らが自
然発生的に各地に居り、彼らが神社のボリ（維持管理）をしている。子供の神サンであ 、ここにお参りすれば子宝 授かる。子供が病気になって治らん
写真１－３	 賽神が祀られていた元の場所。
	 	 	天
あめのはしたて
椅立神社の南方約50ｍの地点で、元は畑の中で約１ｍ
の石積みの上に木祠が祀られていた。神社東隣にお住い
の安
あ た け
宅 清
きよし
氏から懇切丁寧な御説明を戴いた。記して謝意
を表したい。氏の背後に杜
もり
が見えるが、これが天
あめのはしたて
椅立神
社である。
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時にも拝みに来ていた。結構御利益がある」
②
 という。大小一〇個前後の丸石が御神体として祀られているが、御利
益・御神体そのものは岐神のそれと殆ど同一であった。これを「賽
さいのかみ
神」と呼ぶ事例は、管見では県下でここだけで
あり、岐神一千余例と較べればいかに例外的存在 るかがよく理解できよう。
さて、徳島県下の岐神の研究史と分布状況を詳述し終えた今、愈
いよ
い々よ
その本丸である名西郡神山町内の七六七祠の
岐神に言及する が来た。既にこれは三稿で言及したが、一九七九年一一月刊の『神山のおふなとさん』に掲載されていた。該書は、 山町内を昭和三〇年合併前の旧七村に細分し、こ に成人大学の成員延べ一六三人、一九七八年六月から翌年七月にかけて延べ五五日間を要して調査した結果の報告書である。見るべき成果は多数あったが、岐神信仰の実態を浮き彫り する程 詳細な記述が殆ど無く、祠の形式・御神体の数・供物の種類・祀る日などが数値的に羅列され 感が否めなかった。このため、最も知りたい岐神 特性やその祭祀方法、さらに住民の中における精神 位置付けなどその本質 深くかかわる部分が不鮮明である場合が多々あった。既に遅きに失したかもしれないが、近藤の目と耳を初めと 五感並びに第六感を駆使して、三二年後の二〇一一 に七日間かけて四八地区をまわり 多くの古老から聞き取 調査を重ね たった一人で、僅か七日間であるから、先 延べ一六三人・延べ五五日の調査とは比較にな ない程の微々たる活動ではあるが、旧七ヶ村をほぼ万遍なく回るように務めた。実際の聞き取り調査やオカマゴ 見学・写真撮映 る中で、該報告書だけ は見えなかったものが次々と姿を現わしてきたのは思わぬ発見であった。古老の話し方、息使い、そ 時の表情や仕種な からも言外の意味がビンビンと伝わってくる。まさに、生
なま
の岐神信仰像が立体化する瞬間に幾度も立ち合う事ができた。これぞ、辛苦を重
ねながら現地に立つ事でしか味わえない民俗調査の醍醐味であ 。聞き書き資料を生のまま列挙 いのであ が、これでは厖大な紙数を要するため、五～六種の項目別 分類 たものを順次一覧表に纏めて提出しておきたい。
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二、岐神子沢山関連伝承（子授祈願等を含む）
二
－一、子神の数
神山町四八地区の聞き取り調査を進める中で、最初に強い印象を受けるのは子神の多さとそれに関連する伝承の
豊かさである。これを纏めたものが表１と地図１であるが、中でも子神の数が判明する事例を比率の多い順に列挙すれば左記の通りである。ａ
 、一二人。１・３・４・５・６・７・９・
11・
12・
13・
14・
22・
23・
25・
26・
27・
29・
31・
32・
33・
34・
35・
36・
38・
39・
42・
43・
46・
47・
48（三〇例六八％）
ｂ
 、一三人。
14・
17・
23・
26・
33・
34・
35（七例一六％）
ｃ
 、多い。２・
10・
20・
37・
44（五例一一％）
ｄ
 、十何人。
15（一例二％）
ｅ
 、七人。
19（一例二％）
実数三八地区において 延べ四四例を確認し得た。この中で、重複回答が
14・
23・
26・
33・
34・
35の六地区にお
いて見られた。このうち
14・
23・
26・
33・
35の五地区は「一二人か一三人」という回答で二者択一形式で判然とし
なかったが、
34の
長なが
代たい
地区では「オフナトサンには子供が一二人、ウルウ年には一三人おる」との明言があった。
後に詳述するが、この伝承者は岐神の事に精通し、町内の誰も知らない事柄まで先々代の
大
おおしゅうとめ
姑
からの伝承として持
ち伝えていたため 閏年一三人説 かなり信憑性が高いものとして評価し得る。だとすれば、先の五地区の「一二人か一三人」と う二者択一形式は、平年と閏年の差であったも が、元の閏年 意味が忘 去られたためにこのような漠然とした表現になったと考えられる。従って、岐神 子神一二人・一三人はその年の月の数を示すものと見做してほぼ間違いなかろう。これにより、ｂは 延長線上のものとなり、両者を合算すれは三七例で全体の八四％を占め他のｃ・ｄ・ｅを大きく引き離し支配的と る。神山町内では、元来岐神 子神は平年 は一二人、閏
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表１
　
岐神子沢山関連伝承（含、子授け祈願等）
地区名
伝承内容（伝承文中の
•
は、同一地区内の別の伝承者の話である事を示す。 ）
１
名みょうがだいら
ヶ平
オフナトサンの子供は
12人おるという。お参りする時には静かにお参りせな、子供
12人が目を覚したら、供物全部が子供に食べら
れて、オフナトサンにあたらないので、願いが聞き届けられないという。お供えする時、黙って供えな、
12人の子供にみんな食べ
ら るという。
２
中なか
　
峯むね
オフナトサンは子供の多い神サンという。お供えする時、音を立てたらいかんというのは知らん。
３
西にし
久く
地じ
オフナトサンは子供が多い。
12人おる。このため、お参りする時には、黙って静かにお参りしなければならない。もし子供が目を
覚ましたら、供物全部を子供が食べてしま 、オフナタハンにあたらなくなる。足音も立てずに、そーっとお参りしなければならない。私もこのようにしてオフナトサンにお参りに行ったもので る。私が子供の頃、親に言われてよく供えに行ったものである。昔は、大勢子供がおるような家は、オフナトサンにお参りして、子供の無事成長を祈願していた。子供の多い家には、オフナトサンがお辞儀に来ると言いよった。 「あそこは、オフナトサンがおじぎに来るびゃあでき んじゃ」という噂話が昔はよく語られていた。
４
立たて
　
岩いわ
子供が
12人おるという話はあるが、詳しくは知らん。静かにお参りせないかんというのは知らん。聞き始めじゃ。
•
子供が沢山お
る（人数は不明） 。子供が９人も
10人も生まれた家には、オフナトサンがおじぎに来るとよう言いよった。オフナトサンには子供
がようけおるけん。お供えす 時には音を立てずに黙って持って行かないかんと言っていた。もし音を立 たりすると 子供が目を覚まして、供物を全部食べてしまい、親 当たらんと言われている。
５
一いち
宇う
夫ぶ
子供が
12人おるという。
６
名みょう
オフナトサンは子沢山というのは知らん。ようけ子供を生んだら「オフナトサンが じぎして来るぞ」とよく言われた のであった。私は実際に
12人余り産んだ。産み流れがあったり、早死したりして、途中で死んだ子も含めて
12人は産んだ。だから私も、本
来はオフナトサン おじぎに来る口であった。 も 沢山で
12人の子供があると言われている。オフナトサンにお参り
するのに、足音をさせたらいかんというのは聞い ことがない。 が目を覚ま 供物を全部食べ というのは知らん
•
オフ
ナトサンは 子供がいっぱいおる神さんと言う お参りする時 、音を立てず、そーっとお参りせないかんという。オフナトサンは子供が沢山おるというのは聞 たこ がある がおじぎに来るというのは知らん。私はもうすぐ
70歳になるが、
その話は聞き初めである。
７
江え
　
畠ばたけ
オフナトサンには
12人の子供がいると昔から語られている。オフナトサンにお参りする時は静かに行き、音を立てたらいかんとい
う。私が子供の頃にはそのように言 て た。今はそんな伝承は無いが 昔は言いよった。 が目を覚ましたら、供物を全部子供に食べられて、オフナトサンに当たらん。だから音を立てて いかんと言い った。オフナトサンがおじぎに来ると のは、この家の裏のバアヤ がよう言いよっ 。これは、家に
10人も、それ以上の子供が生まれた家のことをひやかし半分で言う言葉で
ある。
８
入いり
　
手て
オフナトサン 子沢山は知らん。
•
オフナトサンがどんな神さんかは詳しくは知らん。
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９
大おお
中なか
尾お
オフナトサンは子沢山で、そっとお参りせないかんというのは知らん。
•
私がここへ嫁に来た時、
88歳のお婆さんがおった。この
人が嫁に来たての私に「オフナトサンをお祀りせえ」と言うて、アズキ飯を炊いて私に持たせた。この時お婆さんの言う事には、「足音せんようにそろそろ行きないよ。子供がようけあって、親の口に入らんけん」と私に告げていた。つまり、足音がすると、それで
12人の子供が目を覚まし、親に供えた供物を全部子供が食べてしまうというのである。それで足音を立てんように、また知り
合いに逢うても挨拶せず、黙ってお参りしなければならなかった。子供の多い家にはオフナタサンがおじぎに来るといっていた。「参りました」とおじぎ 来るのである。
10
中なか
　
津づ
オフナトサンには子供が多いらしい。何人かは知らん。実際に人間が くさん 子供を産んだら、オフナトサンが「わしが負けた」と言うて来るわと言って、村人達が語り合っていたものである。このように村人達が、面白げに語り合っていた。
11
江え
　
田た
私は今年で
86歳であり、この辺では最長老である。オフナトサンというのは、子供の頃聞いた話であるが、子がようけある神サン
らしい。オフナトサンは子育 の神サンであ 、戦前の生めよ増やせよの時代には、とくによく祀られた神サンである オフナトサンには子供が
12人あり、それが全部丈夫に育っている。このため、オフナトサンを信仰していれば、子育てをしっかり守ってく
れると言われている。昔は、一軒に子供が
13人も
14人もできる家があった。そうすると、その家にオフナトサンがおじぎに行くと
いう。在所の若い衆が、村の中 祀 あるオフナトサンの御神体（丸石）を、そ 家の出入口 所に置いてい ずらをし 話をよく聞く。これ 「 がおじぎをする」を具現化したもの。オフナトサンがおじぎするぞと称して、ワカイシがオフナトサンの御神体の石を持って行って置いたのであ 。供物をヘギに入れて供えるが、普通なら「お祀りしますよ」などと語りかけるものだが、オフナトサンに関して この語りかけは一切してはならない。拍
かしわ
手で
も一切してはならない。なぜなら、オフナトサ
ンには子がよ けあり、ものを言うたりすれば子供がそれを聞きつけて集まり、供物を全部食べてしま 、オフナトサン 当たんという。 「オフナトサンに祀るのにはもの言われん」と う。 「黙って祀 よ、もの言われんぞ」 「どうしてぞ」と聞くと 「ナトサンには子供 ようけあるけん『あが つか 』や言うたら、子供がそ を聞きつけて集まってきて 全部食べ しまう」と言われている。無言で祀らないか とい 。子供
12人もいる神サンなので、子育ての神サン、子孫繁栄の神サンと言われてい
る。
12
樫かし
　
谷だに
オフナトサンは子沢山で、子供が
12人おる。子供の多い家には、オフナトサンよりよけいに生んだとか、オフナトサンがおじぎに
来ると言っていた。おじぎとは、参りま た、降参しましたと 意味。お参りする時には 音 立てずに静かに 参りせないかんという。何でか知らん。子供が目を覚 して 物を全部食べてしまうとい 話 聞い い。私の家は、昔子供が無かったで、家の前の石垣の所にオカマゴを作って るが、そこに丸い自然石を据えて祀んりょった。お げで御利益があ 、子種が授かり、できたのが私である（
70歳過ぎ男性） 。
•
オフナタサンは子授けの神である。子供ができない人が拝む神サンである。家ごと
に祀っているわけではな 。あれは のできん家が祀るもの 、私の家で 代々子供ができて るので、オフナトサンを祀る必要はなかった。オフナトサンに子供
12人あるというのは知らん。何せ、この辺でのオフナトサンというのは、子供ができない家限
定で祀る神サンであった。オフナトサンにお参りするのに 音をたてたらいかんという は知らん。私の家は子供が うけ生またの 、オフナトサンを祀 必要がなかったので詳し は知らん こ 前の家、石垣の正面の家 、ここ オフナトサンを祀っいる。子供がいなかったが、オフナトサンを祀ったら その御利益があ 子種が授か たのである
13
宇う
　
井い
オフナトサンに 子供が
12人あるという。子供の多い家には、オフナトサンがおじぎに来るという。オフナトサンは子供の護り神
である。
•
子沢山の神というのは知らん。
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14
長なが
　
野の
お参りした後は、うしろを振り向かないようにして帰って来なければ、効き目（御利益）はない。また、お参りに行く途中は、話かけてきても相手にせんようにと言われた。つまり、お参りに行く途中や参拝中は、声を出しても音を ててもいかんのだ。この下のお婆さんが、私 この 教えてくれた。伝承によれば、子供が
12人とか、
13人おるという。また、子供の多い家、
12人以
上または
13人以上生まれた家にはオフナトサンがおじぎに来る、参りましたとおじぎに来るという。子供が目を覚まして供物を全
部食べるというのは知らんが、お参りして帰って来る時 も ものを言うたらいかんと、この下のお婆さんが私に教えてくれた。オフナトサンの所を掃除する時には「掃除したげるでよ」と声をかけて掃除したものである。オフナトサンにお参りする時は、振り向いたり、も を言うたりしたらいかんという。私はその事を らずに 下のおばあさんが、私の家のオフナトサンにお参りしている時に挨拶したのだが、何の反応もなく、無視された。ど したんかいなと思っていたら、下のお婆さんが後でその理由を教え くれたのであっ 。
•
オフナトサンには
12人の子供がおるという。オフナトサンは、畑の作物を守ってくれる神サンである。
15
中なか
喜ぎ
来らい
オフナトサンには子供が多いとい 。十何人おるという。人によ ば、オフナトサンに勝ったじゃの負けたじゃの言う人がおる。勝った場合は、オフナトサンが じぎに来るとい 。黙ってお参りせないかんというのは知らん。
16
下しも
喜ぎ
来らい
オフナトサンは子供が多いかどう は知らん。子供
12人おるのは知らん。オフナトサンは何の神サンやら私は知らん。
17
東ひがし
　
寺でら
オフナトサンは五穀豊饒の神サンである オフナトサン は十何人の子供があり、オカアサンが御飯食べれんけ 、黙って音 立てずに、静かにお参りしなければならな った。私は知らなかったが、隣のオバチャンが教えてくれた。草履を黙って持 行かないかんのじゃ、音を立てたらいかんと言 て教えてくれた。話をし らいかん 話し声が聞え いかんので、黙って静かに持って行く必要があった。オフナトサンには、丸 自然石が６～７個祀ってある。オフナトサンには子供が
13人おるという。音を
立ててはいかん。 「お参りの行きかけにみな（近所や親族の者）と逢 ても もの ん」と昔から言わ てい 。これは 私が子供の折に、隣 バアチャ から聞 た。 「も 言われ でよ」 私が小学生 頃 教えてくれた。オフナトサン 子育 の神という は知ら 。旅の神、婦人病の神というのも知らん。
18
栗く
生りゅう
野の
オフナトサンは子宝を授けてくれる神サンと言わ ている。お参りする時に、音 立てず お参りするというの 知らん。供物を食べてしまうと うのは知らん。オフナトサン
粟あ
飯い
原はら
家の守り神になっている。子沢山の家にはオフナトサンがおじぎに
来るという話は聞いた事がある
19
左そ
右う
地ち
子供が７人おるというよう 話 聞いた事がある お供え物をオフナトサンに持って行ったら、全部供えないか 。 く分かを持ち帰ってはならない。 （子沢山だか か？）
  •
オフナトサンには子供が多い。何人かは知らん。静かにお参りせないかん。そ
うしないと、子供が欲し る オフナトサンには、 供えに行く時には静かに音 立てず お参りせ かん。音を立 たら子供が目を覚まし 供物を全部子供が食べ オフナトサンに当たらん。
20
地じ
　
中ちゅう
オフナトサンは、子 ができん人がお参りに 子供 欲しい人がオフナトサンに れば 子種 授かる。何せ、オフナトサンは子沢山 ので この御利益によっ 子供が授かる。実際に子供が
12人も
13人も生まれたら、オフナトサンがおじぎに来る
という。オフナトサンがおじぎした（降参しましたと頭を下げた）という。私の親戚に 子供がよ けでき 家があり オフナトサンがおじぎしに来たと言っていた。オフナトサンは子供 神 なのである
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21
馬うま
　
地じ
オフナトサンはどんな神サンやらよう知らん。御神体がヒルとか、子供が
12人おるとか、静かにお参りせないかんというのも知らん。
22
鍋なべ
　
岩いわ
オフナタハンは、子供がようけおる神サンであり、子供の頭痛や健康など、子供の守り神と言われている。子授けではなく、子供の無事成長を護ってくれる神サンである。オフナトサンには子供が
12人おるという。実際に子供を
10数人生んだ人がおり、 「オフ
ナトサンが来ておじぎしとった」と
実まこと
しやかに語る人がおった。おじぎとは、 「数の多さに私の方が参りました、敗けました」と
頭を下げる意味である。静かにお参りせないかんというのは知らん。玄関にオフナトサンが来て、おじぎしとったという話を聞いた事がある。私が子供の時に聞いた。この辺ではオフナタハンというのは子供の成長を守る神サンと言われている。婦人病を治すというのは知らん。
•
オフナタハンに足の痛い人がお参りしたら、足痛を治してくれるという。桜井のクニオハンが、足が痛いと
いうてずっとオフナタハンにお参りしていた。オフナタハ は、子供を
12人生んだ。子供が
12人もおったら、親の食べるものがな
い。オフナタハンは、ずっとひもじい思 をしていた。このため 親がぬすっとみたいにして食べよったと言っていた。オフナタハンが、自分に供えられた物をぬす とみたいにして、
12人の子供に気付かれないようにして、そっと食べよったという。このた
め、
12人以上も子供が生まれた家には、 「オフナタハンがおじぎしてくるわ」とよう言いよった。オフナタハンにお参りする時に
は、音を立てずに、そっとお参りせないかんと言う。お参りす 時には、ド コドサコして音を立て お参りするのはいかん。
12
人も子供がおるけん うろっとお参りに行かな、 え 物が親（オフナタハン）に当たらんと う。豆ゴハ を供えるのは知らん。しかし 桜井のジイヤン 生米と生のアズキをまぜ 物をオフナタハンに供えていた。
12人の子供が豆好きで、豆を食べてい
る間にオフナタハンが白 米を食べ れるという伝承は知ら が、このよう して供える人が昔は確か あった。オヘギに生米と生アズキをまぜた物を入れ 供えていた 草履 祀って た。一足の草履を供えて た。しかもオセ 履くような大きなものでなく、ほ の小さな草履を一足編んで供えていた。５～
10ｃｍ程の小さい草履である。 「オッサン草履はどうして祀るん」て聞い
たら、 「足が痛いのを治し もら んじゃ」 教え くれた。冬は孫 負うて お参りに来よった。
12人も子を産んだぐらいじゃ
けん、オフナタサン 女の神だと思う。オトー おらな
12人も子はでけんけんど、オトーサンの事は知らん。昔から何の言い
伝えもない。
23
西にし
野の
間ま
オフナタサンには子供が
12人とか
13人おるという。何でこんなに人数が多いのか知らん。しかし、この伝承は今でも言う。オフナ
タサンにお参りする時には、途中でもの 言 たり、参拝時に手を叩 たら ん 音がすれば子供が目をさまし、供えた物 子供が全部食べてしま 、オフナトサンに当たらなくなり、腹をすかし しまう。これでは願 が聞き届けられない。従 て、お参りする時には人に逢うてもものを言わず、拍手もせず、黙ってお参り なければ らな 道で逢うても物言わん 挨拶せん人がいたら、すぐ「ああ、この人はオフナトサンに行っきょんじゃな」と勘づく。こ 程 でに、この辺ではオフナトサン参りの方法は徹底している。帰りにはものを言い 挨拶しなか たわけを言 て、無礼 こらえ もら オフナトサンは女神であ これらの伝承は現在ほとんど次世代に伝わっていない。オフナトサンは豆御飯が 好き ん ゃと言う 子供達は豆が好きな で豆を選って食べてい きにオフナトサンが飯 食べられるという。だからオフナトサン は豆御飯を供える だともいう。オフナトサンは子育ての神 また旅行の神であ このため、アシナカや草履 供えるこ たま ある オフナトサン おじぎに来る村の若い者 イタズラ者が、子沢山の家 オフナトサン 御 体を家の入口に置いて、 がおじぎに来 事を示す者がおった。
24
西にし
上うえ
角つの
オフナトサンは、何の神サンやら仏サンやら知らん。子供 頃は お供え物を持 て、親 言われてお供えによく行っ ものである。
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25
北きた
上うえ
角つの
オフナトサンには子供がようけある。
12人あるという。お正月にオフナトサンにお供え物をする時には、音を立てないように、こっ
そりと供物を供えないかん。黙って行って祀らないかん。子供が起きるという。子供が目を覚ますのである。黙って祀らないかん。拍手してもいかん。音を立ててはいけない。なぜなら、子供が目を覚まして供物を全部食べてしまい、オフナトサンに当た んので、願いが聞き届けてもらえなくなる。豆御飯では く 白御飯を供える。オフナトサンは何の神サンやら知らん 家の入口の庭の門の所に祀っている。オフナトサンには
12人の子供があるが、実際に
12人以上生んだ人の家に、オフナトサンがおじぎに来る
（参りましたという意味）と言われている。
26
青あお
井い
夫ぶ
オフナトサンは子供がようけある神サン。お参りに く時には黙って行かないかんという。音を立ててお参りに来たのがわかると、子神が目を覚まし、 えた 全部食べてしまい、オフナトサンに当たらん。親には当たらんという。神主さんは、オフナトサンを「道路の神サン」と言う 説明してくれた オフナトサンには子供が
12人と言っていた。このため、実際に子供を
13人も生めば、
オフナトサンがおじぎに来る 言っていた。オフナトサン は子供が
12人か
13人おると言われている。このため、お参りする時は
音を立てないように静か 黙ってお参り いた。山盛りのお供えを置く。音がすれば子供が目を覚まして供物を全部食べてしまい、神サン（親）に当たらん。当たらなんだらどうなるかまでは、親や先代 は聞いていない。オフナトサンは女 か男 かはらん。但し、正月神サンは女の神という。だか 男の人が神祀りをせないかんという。
•
オフナトサンには子供が
12人おる。おま
つりに行く時には、人に逢うてももの言われんと われていた。オフナトサン 何の御利益のある神サンか知らん 種 授けるというのも知らん。
•
お参りする時には音を立ててはいけない。音を立てれば子供が気付き（目を覚まし） 、供物を全部食べてし
まい、親に当た という。オフナトサンは子沢山の神サンで、子供がようけおるという。オフナトサン おじぎするというのは知らん。どうも女の神サンらしい。近所 物知りの老人が私に「これはアンジョ管理しないよ。家の守り神になるけ 」 教えくれた。 「家がようなる（オフナトサンが家を守 くれて家が繁栄する） 」と言 くれた 運がよう 。家の守り神となるのである。お参りする 音を立てず 静かに、し も誰 も逢わんとお参りしなければならない こっそりとお参りして、食べ物の供物を 供えしなければ なかっ 。このよ に なければ、オフナトサンは子供がよ けおるけに、 物が親に当たらんのである。
•
オフナトサンは子沢山の神サンという。子供が
12人もできたら、オフナトサンに勝ったじゃの負けたじゃの言う
ていた。 「オフナトサン おじぎするぐ い子供をこっしゃ んじゃ」というよう 言い方をよくして 音をせず お参りに行かないかんというのは聞いた事がある。詳しくは知 子供が目 覚まし 物を全部食べてしまうと うのは知らん。オフナトサンにど な御利益があるのかは知らん。
27
宇う
度と
木ぎ
オフナトサンには
12人の子供がある。お供えする時には、 「オフナトサンどうぞ」などと声に出してはいけない。この時は必ず黙っ
て供えなければならない。なぜなら
12人の子供がその時一斉に目を覚まし、供物の白飯を全部食べてしまうのでオフナトサンに供
物が当たらなくなるから 「オヤゴさんへ」 心の中で唱え オフナトサンに祀り、その後「
12人の子供さんへ」と声に出
して祀ってあげたら、オフナトサンにも供物が届 ように っている。黙って行かな かん。オフナトサンは目が見えんからびっくりするという。オフナトサンを驚かして いかんという おぶかしたらいかんので「こ にち 」も言われんとい いる 足が痛い人は、 お参りすれば足痛を治 てく 。
•
オフナトサンには子供が多いという。お参りする時には、もの
を言わず、音もたてず、黙って し ければならない。オフナトサンが何 神サンや 詳しくは知らん 宇原一族（近隣三軒）の守り神である。
28
府ふ
　
中じゅう
12人の子供がおる事や御神体がヒルというのもしらん。
•
オフナトサンに
12人の子供がおるというのは知らん。オフナタサンは蚕
の神サンである。だから綿を割箸 巻きつけて供えるのだ。子授けの という は知らん
一一
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29
宮みや
　
分ぶん
オフナトサンは何の神サンかは詳しくは知らん。オフナトサンにはようけ子供があり、全部で
12人の子供がおる。よその人と話し
よったり、音を立てたりしたら、お参りがあった事がわかり、
12人の子供が一斉に目を覚ます。これによって供物が全部子神に食
べられ、オフナトサンには当らなくなる。このため、絶対に話をしたり、音を立てたりせず、黙って静かにお参りしなければならなかった。 が子宝を授けてくれる神というのはこの辺では言わん。子供の多い家には、オフナトサンがおじぎに来るという。 「オフナトサンがおじぎするぐらい子供があるんでよ」という言い方をしてい 。
30
代よ
　
次つぎ
オフナトサンは 子供を守っ くれる神サン、子供の健康、無事成長を守ってくれる神サンである。お参りに行く時には音を立てず、静かにお参りしなければならない。なぜなら、子供を起こしてしまうから。行きしなに人と逢うてももの言うなと婆やんがよう言いよった。
31
二にの
　
宮みや
オフナトサンには子供が
12人おる。おまつりに行く時には、黙って行かないかん。そうせんと親の口に供物が入らんという。子供
が目を覚ましたら、供物を全部食べてしまって、親が食べ なくなるという。若い時に った事がある。年寄りから「黙って行くんぞ」と注意を受けたものである。オフナトサンは何の神サンか とに く 子供が
12人あるという。オフナッツァン
という。オフナトサンという言い方はしない。子供の時におまつりに行かされた 、親から「黙って行くんぞ」と言われていた。「オフナトサンがおじぎしてくるわ」とよく言う。これは、子供が沢山生まれた家に対して言う言葉。子種を授ける神というのは聞いた事がある。
32
川かわ
　
平ひら
オフナトサンは、子供が
12人おる。お参りに行く時に、クチャクチャ言うて行きよったら、子供が目を覚まし、供物を全部子供が
食べてしまい、オフナトサンに当たらんと う。このため、黙って静 に せないか という。そ するとオカアサンが供物をいただき、そのあと
12人の子供に分配してあげられるという。子供が
12人もおるので、黙ってお参りに行かないかん。また、オ
フナトサンへの行きしなには、人と逢うても絶対にもの 言うては かん。お参 時 相手にワタギやカミコを見せたら理解してくれて、話かける事を控えてくれた。オフナトサンは足痛を治してくれ 。草履を供えるのは知 ん。
33
船ふな
　
底ぞこ
オフナトサンは、子供が
12人たら
13人たらおって、子沢山の神サンである。音を立てずにお参りせないかん。当然、途中で人に逢
うても話をして いかん。子供 大勢おるけん、子 が目をさまし 、おま りした物を欲し るけん 静 に音を立てず、お参りすべきものであった 欲しがって供物を全部食べてしまい、オフナト とし の親 食べ よう なって困 。また、 に供え 供物を下げて食べたら 子 が うけでき うけん、食べられんと言われて た オキジ つて残ったやつを食べたら、子供が沢山でき しまう。子供がようけできたら がおじぎ 来 。
34
長なが
　
代たい
オフナトサンには子供が
12人、ウルウ年には
13人おるという。子供が目を覚ましたら、オカアサンに供えた御飯が当たらずに、全
部子供が食べてしまう。そうすると願 を聞き届けてもらえないし、オカアサン（オフナトサン） ひもじい思いをすることる。このため、オフナトサンにお参りする時に ガヤガヤ言わず、 な いに黙って 参 せ いかんと言われて 私が嫁いできた時に 婚家の
80歳過ぎのお婆さんからこの事を教えられた オフナタサンがおじぎに来るという。屋
や
那な
瀬ぜ
の人で、子供
が実際に
13人生まれた家がある。近所の人々は、専らオフナタサンがおじぎに来たとかおじぎしたと噂であった。私の主人の同級
生のお母さんが
13人生んだが、オフナタサンが負けて参りましたと言うておじぎに来ると、みんなオモッショゲに話しよった。こ
の辺では、オフナタサンは何 神という特別な物言いは無い ただモンビが来 ら祀るだ の神 であった 途中で出合っても挨拶しない。ものを言わないのが礼儀である。カタビラ 作る時には、敢 て片方の袖 つけな 。なぜ片袖だけ と言えば、オフナトサン ようけ あるけん、忙しいて着物の両袖に手を通す暇 無かっ 。それで 敢えてカタビラを片袖に いる忙しいて、着物の両袖が忙しいて着れなんだと昔の人は言って た 私の記憶の範囲で 、 タビラは必ず片袖であっ 。私が嫁入り た時分に、姑ではなく、大姑（
80歳過ぎのお婆さん）が私に教えてくれた。ほんでカタビラ（片方しか片袖しか着ないので
カタビラ）と言うんじゃと説明 てくれた。
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35
本ほん
　
名みょう
オフナトサンには子供が
12人か
13人おって、子沢山の神サンである。音を立てずにお参りせないかん。途中で近所の人に行き逢っ
ても挨拶はしない。音がすれば、一斉に子供が目を覚まして、お祀りした物を全部食べてしまうので、静かに音を立てずにお参りしなければなら 子供が供物を全部食べてしまいオフナトサンに当たらん。オフナトサンに供えた供物を下げて食べたら、子供が多くできすぎるので食べられんと言われていた。オヘギについた残りものでも、これを食べたら子供がたくさんできすぎる。つまり、オヘギに供えたものの残り物でも、供えた物を下げて食べたら子供が沢山できてしまう。子沢山 家にはオフナトサンがおじぎに来るという。
36
折おり
　
木き
オフナトサンは子沢山の神で子供の数 多いので、前を通る時は、音を立 ず、そーっと通らないかんという。音を立ててお参りすると、
12人の子供が目を覚まして、供物を全部食べてしまい、オフナタサンに当たらんという。
37
北きた
倉くら
目め
オフナトサンという話を聞くには聞い 事がある。子供が多い神サン
38
南みなみくら
倉目
め
子供が多い。
12人の子供がおる。昔のお婆さんなどは、ようけ子供のおる家の話を聞いたら、 「オフナタハンがおじぎするわ」と
よく語って たものである。お参りする時は、音を立てずに静かにお参りせな かん。ま 人と逢うても話をしたら かん。黙って行かないかんという。私の親 言いよった。私 同級生に、
12人生んだ人がおり、みんなん「オフナトサンがおじぎする」
と言われて た。
39
長なが
　
谷たに
旅行の神というのは知らん。オフナトハンは子沢山の神で、子供
12人おるという。音を立てずにお参りするというのは知らん。
40
歯は
の辻
つじ
オフナトサンに子供が
12人おるとか、お参りに行く時に音を立てたらいかんという話はしらん。オフナトサンという名前は聞いた
ことがある。しかし、その実態はどんなも か 全 知らん
41
南みなみぎょうじゃの
行者野
オフナトサンはどういう神サン 詳しくは知らん。子供が
12人おるというのは知らん。私の家のオフナトサンは霊験アラタカであ
り、近所の方々の家からお参りがあった その証拠に祠の中から一文銭が何十枚も出てきた。近郷近在からお参りがあった証拠である。オフナタハンという。足音を立 ずにお参りす というのも知らん。子供 守 神 いうのは知らん。足痛の神とか旅行の神というのは知らん。草履や草鞋を供えるの 知らん。私の家のオフナトサンは、昔か ここにあった。
42
五ご
反たん
地じ
オフナトサンはある。子供が
12人おる。おまつりする時には、足音を立てんように最大限の注意を払っておまつりした。お参りす
る時には、足音がせんように静かに行かなんだら、オフナタハン あたらんという が目を覚まして供物を全部食べてしまい親に当たらん 。オフナトサン は何の神サンかは知らん。子
12人以上生まれたら、オフナトサンがおじぎに来るという。
参りまし と言いに来る。子供の健康を守る神とは知 。草履を供える事はしらん
43
北きた
用よう
瀬せ
お参りに行く は、途中で人に逢うても絶対 もの 言う はいか オフナッツァン 子供
12人おる。ものを言うと、その
声で子供が全員目を覚ます。目を覚ました子供が、オフナッツァン 供えした供物を全部食べてしまい、オフナッツァン 当らなくなる。他の神サンの場合は人に逢うてモノ うてもよいが、 ッツァンだけにはこ も 言 禁じられていた。オフナッツァンは何 御利益 神サンか知らん。ただ、 おきるけん、静かに音を立てずにお参りする神サンとしか理解していない。
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年は一三人居たとする所説が普遍化していた。
17の東
ひがしでら
寺では珍しく子神一三人単独説が採用されていたが、これは
平年で なく閏年の部分だけが印象に残っ このように伝承されたものであろう。
このように考えれば、ｃ五例の「多い」も限りなく平年一二人、閏年一三人に近接する。具体的に見れば、
20の
地じ
中ちゅう
では「子沢山」を表現して具体的人数を明らかにしないが、 「実際に子供が一二人も一三人も生まれたら、オフ
44
坂さか
瀬せ
川がわ
オフナトサンは子供を守る神サンというか、子供がようけおる神サンという事になっている。ほなけん、お祀りしに行く時には、黙って行かなんだら、物を言うて行っきょったら、子神が全員目を覚まして、供物を全部食べてしまう。オフナトサンに当たらない。このため、オフナトサンがしっかり食べられるように、静かに音を立てずお参りにいかないかんと言われていた。オフナトサンに何人子供がおるというような正確な数字は聞いていない。とにかく子供の多い神サンらしい。子供の多い家に、オフナトサンがおじぎに来るというの 知らん。あたりが暗うな て、夕方お参りに行く時には、 「黙って行けよ」と家の年寄 よく言われたものである 静かに行かなんだ 、供物が全部子供に食べ れてしまうという。オフナトサンが足痛を治すとか、草履を るのはしらん。女の神か男の神 はしらん。子授けの神というのは知らん。
45
中なか
津つ
川がわ
オフナトサンと うのは子供の神サンである。子種を授ける か、子供の健康を守るのか詳し 事は知 んが、とに く昔から子供の神サンと言われていた。お参りに行く時にものを言うたらい んというのは知らん。オフナトハン 行く時には、黙って行くようにと言われていた。何で 知らんが、そう言うていた。オフナトハンがおじぎに来 というのは知らん。この上の家に、子供が
13人生まれた家があったが、おじぎに来たという話は聞いていない。
46
中なか
　
内うち
オフナトサンには子供が
12人おる。お婆さんの言う事には、 「黙って行けよ、子供が起きるけん」とよく言っていた。 「クチャク
チャ言いよったら、 起きてきて、 物を全部子供が食べて、 んじん オフナトサンが食べれんけん黙って行きなよ」とよく言って た。そ 近所のお婆さんは今年亡うなった。このため、私はオフナトサンにお参りに行く時には、今でも 、足音もさせずにお参りに行っている。オフナトサンは何 やらしらん。
47
阿あ
保ぼ
坂さか
オフナトサンは、子供が
12人ある神サン。 参りする時は音を立てずにお参りし、供物を供えて祀る。お参りが終わって帰る時に
なって、初めてエヘンと声を出して よかった れ 、オフナトサンに「来ました。お参りに来ま た」 合図 意味の咳払いである。子供が
12人あるけん、供えた物がみな親にあたらんけん、親が食べられるように音を立てずにお参りする。親が食べ
終わった頃を見計って、エヘンと声を出すのだ。そ すれば、子供が目を覚まし も、オフナトサンが食べられな 事はないのだ。御飯が親に当たるようにする。オフナトサンが何の神かは知らん。足痛を治すのは知らん 草履を供え ことはない。
48
元もと
　
山やま
オフナトサンは子供の神 で この神サンを祀 ば、子供が
12人以上できるという。子供が
12人以上生まれたら、オフナトサン
が玄関先に参りまし と言っ 立 る いう。子宝を授けてくれる神である。オフナトサンは子供の神サン、子宝を授ける神サンとこの辺では理解されている。子供の欲し 人がそこへ 参りすると 種が授かる。足痛 治し もら ために草履を供えるというのは初耳である。オフナトサン 子供が
12人おる。
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ナトサンがおじぎに来る」という伝承がある。 「おじぎ」とは、子沢山を誇る岐神 自らの記録に人間が並び、またこれを凌駕しようとする勢いを示すものであるため、 「参りました」と降参する事を意味する。裏を返せば、岐神も子神を一二人または一三人抱えていた事を暗示するものであり、元はａ・ｂに所属すべきものであった わかる。また、
10の中
なか
津つ
でも「おじぎ」伝承が
あり、ここも一二人の子持ちと見做してほぼ間違いない。
一方、
44の坂
さか
瀬せ
川がわ
では「オフナトサンは
何人の子供がお というような正確な数字は聞いていない。とにかく子供の多い神サンらしい」と言う。ここ は「おじぎ」伝承は消えて るが、全体の文脈や他の事例から推せが平年は一二人、閏年は一三人であった可能性はかなり高 。またｄ一例の「十何人」は
15の中
なか
喜ぎ
来らい
の伝承であるが、原
文は「オフナトサ に 子供が多いという十何人おるという。オフナトサンに勝った
名東郡佐那河内村
地図上の番号は
表１の番号と対
応する。
旧麻植郡木屋平村
旧上分村
郡賀郡木沢村
麻植郡美郷村
１
２ ３
４ ５
６
７８
９
10
11
12
13
14
15
16 17
18
19
20
21
22
23
24 25
26
27
28
29
30
31
32 34
33
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
旧左右内村
卍
焼山寺
旧下分村
旧阿川村
旧神領村
勝浦郡上勝町
麻植郡鴨島町 旧広野村
名西郡石井町
船盡比咩神社
鮎喰川
旧入田村
船盡比賣神社
旧一ノ宮村
船盡比咩神社
徳島市
旧鬼籠野村徳島県名西郡
神山町全図
12人・黙・
目覚・不当
多・黙
12人・黙・目覚・
不当・おじぎ
12人・黙・目覚・
不当・おじぎ
12人
12人・黙・
おじぎ
12人・黙・目覚・不当・
おじぎ（ひやかし半分）
12人・黙・目覚・
不当・おじぎ
多・おじぎ
（面白げに語る）
12人・黙・目覚・不当・おじぎ（御神体を置く）
12人・黙・おじぎ
12人　おじぎ
12人、13人・
黙・おじぎ・
後ろを振り
向かない。
十何人・おじぎ
13人・黙
おじぎ
７人・黙・目覚・不当・全部供える。
供物を持ち帰ってはならない。
子沢山・おじぎ
12人・
黙・不当・
おじぎ
12人、13人・黙・
目覚・不当・おじぎ
（御神体を置く）
12人・黙・目覚・不当・おじぎ
12人、13人・黙・目覚・不当・おじぎ
12人・黙・目覚・不当・
盲目でびっくりするから。
12人・黙・目覚・
不当・おじぎ
黙
12人・黙・目覚・不当・おじぎ
12人・黙・目覚・不当
12人、13人・黙・目覚・不当・おじぎ・供物
を下げて食べれば子供がようけ出来てしまう。
12人、13人（ウルウ年）・黙・目覚・不当（ひもじい）・
おじぎ（オモッショゲに話しよった）
12人、13人・黙・目覚・不当・おじぎ
（供物を下げて食べれば子沢山になってしまう。）
12人・黙・
目覚・不当
子供が多い。
12人・黙・おじぎ
12人
12人・黙・目覚・不当・おじぎ
12人・黙・目覚・不当
子供がようけおる（何人かは知らん）。黙・目覚・不当
オフナトサン、11月16日が祭日
一斗鍋で小豆粥、御神体は丸い自然石。
子どもが神サンのまわりに寄り集まれば
喜ぶ。11人・黙・おじぎ
黙
12人・黙・目覚・不当
12人・黙・不当・帰りにエヘン
12人・おじぎ・この神サンを祀れば子供が12人以上できる。
地図１　岐
ふなとがみ
神子沢山関連伝承分布図
（地図上の１～48の番号は、表１の番号と対応する。）
人数…オフナトサンの子神の数。
黙…黙って、音を立てずにお参りする。
目覚…12人の子神が一斉に目を覚ます。
不当…供物を全部子神に食べられてしまい、オフナトサンに当たらない。
おじぎ…子供の多さに負けて、降参しましたとオフナトサンが家の入口
に来ておじぎする。
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じゃの負けたじゃの言う人がおる。勝った場合は、オフナトサンがおじぎに来るという」とある。 「おじぎ」伝承を伴っている点を勘案すれば、 「十何人」とは平年一二人、閏年一三人である事を暗に示している。これらａ～ｄの四種型を合算すれば延べ四四例中の四三例になり、全体の九八％に達する。これらの伝承の分析により、岐神の子神の数がほぼ確定したと言えよう。
独りｅのみ「七人」を表明するが、これは
19の左
そ
右う
内ち
の事例であった。延べ四四例中の一例であり僅か二％しか
占めない。加えて類例は他に一切無く、これだけ孤立している。この伝承者は六〇歳代後半 男性であったが、先代から詳しくは聞い いなかったようである。質問に対する応答もど か頼り無げであった。例外的存在として見做しておきたい。
以上、実数三八地区、延べ四四例の伝承を分析した。全四八地区中残りの一〇地区の中で全く子沢山関連の伝承
が無かったのは８・
16・
21・
24・
28・
40・
41の七地区であった。一方、残り三地区の
18・
30・
45では直接の人数と
か子沢山の伝承は無いもの 、これを暗示する語りはあった
18の栗
く
生りゅう
野の
では「子沢山の家にはオフナトサンがお
じぎに来るという話 聞 事がある」という。先述した如く「おじぎ」とは岐神の降参 意味であり、子沢山を誇る自分が人間に負けた意を表す。恐らくこの裏には一二人の子持ちが暗示されてい はずである。話者自身の内部からの言葉ではなく「聞いた事がある」程度のもので間接的で現実から若干遠ざかっているが、一世代前ま は事実として語られていた であっ 。
また、
30の代
よ
次つぎ
では「お参りに行く時には音を立てず、静かにお参りしなければならない。なぜなら、子供を起
こしてしまう 」とある。後 詳述するが、子神が参拝 音に気付いて一斉に目を覚ませば、供物を総て子神が食べて まい、親である岐神に当 らないというのである。親は食べられない め ひも い思いをする。これでは、せっかくお参りした に、その願いが岐神に聞き届けられないと う悲し 結末を迎える事 なる。このため参拝者は是が非でも絶対に音を立てて らない であった 神前で 拍
かしわ
手で
は疎
おろ
か、参拝途中に知人と出逢っても
挨拶や会話 厳禁であった。親神への供物を一瞬の内に食 尽 てしまう程の子神達の勢い、ま 一斉に目を覚ま
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すという状況を考慮すれば、子神達の数の多さが理解できよう。確かに、ここには一二人～一三人の子神が想定されていたはずである。
45の中
なか
津つ
川がわ
では「お参りに行く時にものを言うたらいかんというのは知らん。オフナトハンに行く時には、黙っ
て行くように 言われていた。何でか知らんが、そう言うていた。オフナトハンがおじぎに来るというのは知らん」とあり、否定と肯定の伝承が錯綜している。現在の無言参拝や「おじぎ」伝承を否定するものの、この伝承者 子供の頃には両親または祖父母からは「黙って行くようにと われていた」のであった。個人の中でかつて が消失する状況を言葉に れば、このような言回しになるのであろう。かつては、ここにも子沢山伝承の影が潜んでいたと考えて間違いあるま 。
以上を総括すれば、神山町内全四八地区中子沢山伝承が全く見られなかった８・
16・
21・
24・
28・
40・
41の七地
区（全体の一五％）を除けば、他の総ての地区（全体の八五％）で子沢山伝承が存在していたと断言し得る。そして、殆どの地区では平年は一二人 閏年は一三人 子神が母神によって養われていたのであった。そして、今でそ子沢山伝承が存在していなかったこの七地区も、 つては盛んに語られ いた可能性が極めて高い これら七地区の分布状況が一地域に集中したものではない点、また全体の八五％の地区 見られる点などから推してもこの予測は成立する。
因みに、県下全域の岐神祠の分布図を地図２に、同じく子沢山伝承の分布図を地図３に纏めておく。地図２を見
れば、神山町内全域の七六七祠がいかに断トツに多い数字あるかがよく理解できよう。東隣の木屋平村 二位の一〇七祠、南の上那賀町が三位の 〇〇祠であ が、 ～三位を大きく引き離し七倍以上の七六七祠は、空間的に県の中央部にあって異彩を放ち続けていると言っても過言ではない。
また、地図３の子沢山伝承分布状況を見れば、神山町を中心としてその同心円上に分布している点が如実に理解
できよう。しかも そ 人数は殆どが一二人であり、こ 一二人の子沢山文化は神山町を中心に周辺の市町村に播したとも考えられる。これは岐神祠の数の多さ（七六七祠）とも連動したものであり、まさに神山町が県内は疎
おろ
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北
山城町
池田町
西祖谷山村
三好町
井川町
東祖谷山村
三野町
三加茂町
美馬町
半田町
貞光町
一宇村
脇町
穴吹町
木屋平村
木頭村
阿波町
山川町
市場町
川島町
美郷村
木沢村
土成町
吉野町
鴨島町
神山町
上勝町
上那賀町
海南町
宍喰町
海部町
上板町
北島町
石井町
佐那河内村
勝浦町
相生町
日和佐町
牟岐町
板野町
藍住町
鳴戸市
松茂町
徳島市
小松島市
羽ノ浦町
那賀川町
阿南市
鷲敷町
由岐町
徳島県全図
大変多い
２社 ６祠
１祠
18祠
方々の地区
107祠
４祠
十数ヶ所
各所
町内各地
４祠
２祠
１祠
有り
３祠
１社
767祠
３祠
100祠はある
（忘れられかけた神）
５祠
１社
３祠
３祠
（家ごとにある）
２祠
殆ど毎戸
（吉野地区）
５祠
３祠
１社
７祠
３社
４祠
２祠
11祠
１祠
北
山城町
池田町
西祖谷山村
三好町
井川町
東祖谷山村
三野町
三加茂町
美馬町
半田町
貞光町
一宇村
脇町
穴吹町
木屋平村
木頭村
阿波町
山川町
市場町
川島町
美郷村
木沢村
土成町
吉野町
鴨島町
神山町
上勝町
上那賀町
海南町
宍喰町
海部町
上板町
北島町
石井町
佐那河内村
勝浦町
相生町
日和佐町
牟岐町
板野町
藍住町
鳴戸市
松茂町
徳島市
小松島市
羽ノ浦町
那賀川町
阿南市
鷲敷町
由岐町
徳島県全図
12人の子供が食べ
つくすので、後を
振り向かない。
（中庄野神）　
12人の子供が祭日
（10月16日）に集
まってくるので、
供えものをしたら
後ろを振り向かず
に家に帰る
（中庄中塚）
12人の子供を生んで
無事に育てたので子
宝の神、子供の無病
息災を司る神。
12人
黙
（深夜）
不当
（盲目）
目覚
12人
黙　覚
12人
黙
不当（夜遅くか朝早く）
子供を守る神
おじぎ
12人
12人
13人
おじぎ
子沢山
おじぎ
12人
13人
おじぎ
12人
13人 12人
男根
おじぎ 12人
黙
（上分）
（神領）
黙目覚
黙 不当 覚
不当（福原）
子沢山…子沢山の神で
食べられないから後を
振り向かない。（福原）　
12人
黙
黙
13人
おじぎ
子沢山 12人
黙 不当
子供が多い
黙（早朝）
不当
９人
黙 不当
16人
12人
黙 不当
子供の
神
12人
12人
黙
家の子供と一緒に
供え物をしてはい
けない。
（古毛車田）
不当
地図２　徳島県下の岐神祠と岐神社の数と分布図
地図３　徳島県下の子沢山伝承分布図
　　人数
黙…黙って参拝、足音を立てない。
目覚…多くの子供が一斉に目を覚まして供物を
全部食べてしまう。
不当…オフナトサンに当たらない。
おじぎ…子沢山の家にオフナトサンが参りまし
たとおじぎに来る。
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か国内においても岐神信仰の一大中心地であった点は、地図２・３によって見事に証明されるのであった。
二
－二、沈黙裏の参拝
岐神信仰の中で特徴的なものは、子神の多さの他にその参拝方法の特異性が挙げられる。即ち、参拝途中に知人
や近隣の人に出逢っても一切無言で通し会話をしてはならない。また、神前でも柏
かしわ
手で
を打ってはならず、足音も消
す程の徹底ぶりである。県下他地区の伝承で、初詣で特に人と逢うても会話せず黙って行くという話を聞いた経験はあるが、それでも神前では鈴を鳴らし、
柏かしわ
手で
を打つのであるから、他の類例とは次元を異にしているのである。
この点を詳細に検討すれば、岐神の本質に迫り得る 助になりそうな気がしてならない。沈黙裏参拝の事例は、全四八地区中三二地区（六七％） 確認し得たが 事例数の検討だけ は岐神信仰が持つ生
せい
気き
を壊してしまう恐れが
あるため、いくつか 事例をここで紹介しておこう。９
 大おお
中なか
尾お
•
私がここへ嫁に来た時、八八歳のお婆さんがおった。この人が嫁に来たての私に「オフナトサンをお祀
りせえ」と言うて、アズキ飯を炊いて私に持たせた。こ 時お婆さんの言う事 は、 「足音せんようにそろそろ行きないよ。子供がようけあって、親の口に入らんけん」と私に告げていた。つまり、足音がすると、それで一二人の子供が目を覚まし、親に供えた供物を全部子供が食べてしまうというのである。それで足音を立て 、また知り合いに逢うても挨拶せず、黙ってお参りしなければならなかった。11 江え
田た
•
私は今年で八六歳であり、この辺では最長老である。 （略）供物をヘギに入れて供えるが、普通なら「お
祀りしますよ」などと語りかけるものだが、オフナトサンに関しては、この語りかけは一切してはならない。柏
かしわ
手で
も一切してはならない。なぜなら、オフナトサンには子がようけあり、ものを言うたりすれば子供がそれを聞
きつけて集まり、供物を全部食べてしまい、オフナトサンに当たらんという。 「オフナトサンに祀 のに もの言われん」という。 「黙って祀れよ、もの われんぞ」と言われたので、 「ど してぞ」 聞くと、 「オフナトサンには子供がようけあるけん、 『あがってつ はれ』や言うたら 子供がそれを聞きつけ 集まってきて 全部食べてしまう」と言われ い 。無言で祀らないかん い 。
一九
岐神信仰の三原理と一仮説176
14 長なが
野の
•
お参りに行く途中は、話しかけてきても相手にせんようにと言われた。 （略）声を出しても音を立てても
いかんのだ。この下のお婆さんが、私にこのように教えてくれた。 （略）子供が目を覚まして供物を全部食べるというのは知らんが、 （略）ものを言うたらいかんという。私はその事をしらずに、下のおばあさんが私の家のオフナトサンにお参りしている時に挨拶したのだが、何の反応もなく無視された。どうしたんかいなと思っていたら、下のお婆さんが後でその理由を教えてくれ であった。17 東ひがしでら
寺
•
オフナトサンには十何人の子供があり、オカアサンが御飯食べれんけん、黙って音を立てずに、静かにお
参りしなければならなかった。私は知らなかったが、隣のオバチャンが 草履を黙って持って行かないかんのじゃ、音を立てた いかんと言って教えてくれ 。 （略）話し声が聞えたらいかんので、黙って静かに持って行く必要があった。 （略） 「お参りの行きかけにみな（近所や親族の者）と逢うても、もの言われ 」と昔から言われていた。 （略） 「もの言われんでよ」と私が小学生の頃 教えてくれた。22 鍋なべ
岩いわ
•
オフナタハンは、子供を一二人生んだ。子供が一二人もおったら、親の食べるものがない。オフナタハン
は、ずっとひもじ 思いを てい この め、親が盗
ぬす
人っと
みたいにして食べよったと言っていた。オフナタハン
が、自分に供えられたものを盗
ぬす
人っと
みたいにして、一二人の子供に気付かれないようにして、そっと食べよったと
いう。 （略）オフナタハンにお参りする時には、音を立てずにそ とお参りせないかんという。お参りする時には、ドサコドサコして音を立 て のは 。一二人も子供がおるけん そうろっとお参りに行かな、供えた物が親（オフナタハン）に当たらんという。23 西にし
野の
間ま
•
オフナタサンにお参りする時には、途中でものを言うたり、参拝時に手を叩いたりしたらいかん。音が
すれば子供が目をさまし 供えた物 子供が全部食べてしま オフナトサンに当たらなくなり、腹をすかしてしまう。これで 願い 聞き届けられない。従って、お参りする時には人に逢うてもものを言わず、拍手もせず、黙ってお参り なければならない。道で逢うても物言わ 、挨拶せん人がい ら、すぐ「ああ、この人はオフナトサンに行っきょんじゃな」と勘づく これ程までに、こ 辺ではオフナトサン参りの方法は徹底し いる。帰
二〇
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りにはものを言い、挨拶しなかったわけを言うて、無礼をこらえてもらう。32 川かわ
平ひら
•
オフナトサンは、子供が一二人おる。お参りに行く時にクチャクチャ言うて行っきょったら、子供が目を
覚まし、供物を全部子供が食べてしまい、オフナトサンに当たらんという。このため、黙って静かにお参りせないかんという。そうするとオカアサンが供物をいただき、そのあと一二人の子供に分配してあげられるという。子供が一二人もおるので、黙ってお参りに行かな かん。 （略）お参りに行く時、相手にワタギやカミコを見せたら理解してくれて 話かける事を控えてくれた。34 長なが
代たい
•
オフナトサンには子供一二人、ウルウ年には一三人おるという。子供が目を覚ましたら、オカアサンに供
えた御飯が当たらずに、全部子供が食べてしまう。そうすると願い 聞き届けてもらえないし オカアサン（オフナトサン） ひもじい思いをす ことになる。このため、オフナトサンにお参りする時 はガヤガヤ言わず、おとなしいに黙ってお参りせな かんと言われて る。私が嫁いできた時に、婚家 八〇歳過ぎ お婆さんからこの事を教 られた。44 坂さか
瀬せ
川がわ
•
オフナトサンは子供を守る神サンというか、子供がようけおる神サンという事になっている。ほなけん、
お祀りしに行く時には黙って行かなんだら、物を言 て行っきょったら、子神が全員目を覚まして、供物を全部食べてしまう。オフナトサンに当たら い。このため、オフナトサンがしっかり食べられるよ に 静かに音立てずお参りに行かないかんと言われていた。 （略）あたりが暗うなっ 、夕方お参りに行く時には 「黙ってけよ」と家の年寄 よく言われたものである。47 阿あ
保ぼ
坂さか
•
オフナトサンは、子供が一二人おる神サン。お参りする時は音を立てずにお参りし、供物を備えて祀る。
お参りが終わって帰る時 なって、初めてエヘンと声を出し よ った。これは、オフナトサン 「来ました。お参りに来ました」という合図の意味の咳払いである。子供が一二人 ん 供えた物がみな親にあ ら けん、親が食べられるように音を立てずにお参りする。親が食べ終わった頃 見計って、エヘンと声を出 のだ。そうすれば、子供 目を覚ましても、オフナトサンが食べられ い事はないのだ。御飯が親に当 るよう する
二一
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９の伝承者の実家は東隣の麻
お
植え
郡ぐん
木こ
屋やだいら
平村
そん
であった。実家では岐神祭祀の経験は無く、婚家で初めてその祀りを
担当する事になる。当時としてはかなり長命の八八歳の
大おおしゅうとめ
姑
から岐神祭祀の手ほどきを受けており、塩の入らな
いアズキ飯とワタギ・カタビラを持って、一一月一六日と一月一六日の年二回の岐神祭祀を担当するのである。嫁ぎたての若嫁が大姑から手ほどきを受けるパターンは、
34の長
なが
代たい
でも見られた。 「婚家の八〇歳過ぎのお婆さん」か
ら聞かされている。後 詳述するが、岐神の本質は子授けにあり、嫁ぎたての若嫁はまさに将来の家の後継者を生み育てる極めて重要な任務を負っていたのである。姑ではなく大姑から若嫁にという一世代とばした隔世継承は姑よりも重みを持つと見做されたために採用されたのであろう。また、偶
たまたま
家に長命の人が居たという幸いも重なって
の事である。もしこの条件が適
かな
わなければ、姑から若嫁へと伝承されていたはずである。
９では「足音せんようにそろそろ行きないよ」とか、 「子供がようけあって、親の口に入らんけん」と無音参拝の
理由まで教えて、一二人の子供の目覚めを防止し、子供達の横取りを免れて親神が供物を十分に食べられるよう細心の注意を払うのであった。参拝途中、知人 逢 も挨拶せず無言で通すという徹底ぶりには注目しておきたい。
参拝途中の無言、特に知人に遭遇した場合でも挨拶せず無視して通過する事に関しては相当抵抗があったらしい。14の長
なが
野の
では、伝承者の子供の頃の話であるが、家の敷地内にある岐神に近所のお婆さんが参拝している所に出く
わし、無言ルールを知らなかった子供時代 伝承者は近所のお婆さんが自分 敷地内に居る め、当然の如く挨拶の声かけをするのだが、先方から全く無視され、剰
あまつさ
え迷惑がられる。参拝者からすれば、ここで音声を発せられれ
ば祈願が総て無駄になるため、困惑の極に達する。子供な らいつもと全く様子が異な ため、 「ど したんかいな」とかなり不安になる は自然 ある。子供時代 伝承者の不安と当惑を解消すべく、参拝後「下 おばあさん」は岐神祭祀時の無言ルールを語って聞かせ のであり、 によって初めて正し 岐神祭祀方法を認識し得たのであった。子供時代 ホロ苦い思い出である。
23の西
にし
野の
間ま
では、こちら側から声かけの挨拶をする一方で、先方が「道で逢うても物言わん、挨拶せん人がいた
ら、 『 あ、この人はオフナトサンに行 きょんじゃな』と勘づく」 であり、これは大人同志の対応の方法であっ
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た。また、この場で無言を通した人も、参拝後の帰途「ものを言い、挨拶しなかったわけを言うて、無礼をこらえ（許し）てもらう」のであった。このように、一瞬は無礼に感じても、互いに相手の気持ちを忖
そん
度たく
し合うのが村人達
相互交流の基本姿勢であった。これ程までに、岐神への無言参拝は村人間
かん
に深く浸透していたのである。知らない
のは、岐神祭祀の無い他村から嫁
とつ
いだ若嫁と人生経験の浅い子供だけであり、その子供も一〇歳前後から岐神祭祀
の一端を担う事によって自ら学ぶことになる。
32の川
かわ
平ひら
では、 「オフナトサンへの行きしなには、人と逢うても絶対にものを言うてはいかん。お参りに行く時、
相手にワタギやカミコを見せ ら理解してくれて、話かける事を控えてくれた」という。一～三稿で詳述したが、一一月一六日にはワタギと称し割箸に綿を巻きつけた物を供え、一月一六日には割箸に紙製の着物を挟んで供えるのが岐神祭祀の定番であった。この二種類の供物と日取りは、岐神祭祀以外あり得ないので、村人はその携行品を見ればすぐに岐神参拝を理解し、語りかけは疎
おろ
か挨拶すらも免除してくれるのであった。
以上の如く、無礼の誤解を招きやすい岐神への無言参拝であるが、
14・
23・
32で見られたような様々な危機回避
の方法があった。これら 事例 三地区だけに留まらず、沈黙参拝（この後略して「黙参」と称す）の伝承を持つ三二地区には、総て何らかの危機回避の方策が採用されていたはずである。 た、地図１の黙参の分布状況を見れば、どの 域もほぼ万遍なく分布しており かつては総 の地区で誤解回避の方策と黙参がセットで催行されていたと考えて間違いない。
黙参は、子供の頃学習するケースが殆どであるが、先に引用した
11の江田での八六歳の最長老の伝承がこの辺の
状況を典型的に示している。岐神に参拝中 発話や拍手は一切厳禁であり、これを不思議に思った子供時代 伝承者が「どうしてぞ」と尋ねれば、家人から「オフナトサンに 子供がようけあるけん『あがってつかはれ』や言うたら、子供がそれを聞きつけて集まってきて、全部食べてしまう（略）オフナトサンに当たらん」 らと教えられてい のであった。子供の頃に学習した伝承は
14・
17・
22・
31・
44でも見られた。
14では「下のお婆さん」からで
あり、
17では小学生の頃「隣のオバチャン・オバアチャン」からであり、
31の二宮では「子供の時におまつりに行
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かされたが、親から『黙って行くんぞ』と言われていた」とある。また、
44の坂瀬川では「あたりが暗うなって、
夕方お参りに行く時には、 『黙って行けよ』と家の年寄によく言われたもの」という。 「家の年寄」から推せば、ここは当然親ではなく祖父母が該当する。夕方限定 する
44の類例は他に見られなかったが、黙参にこだわれば、ま
たそれに伴う誤解回避にこだわれば、時間帯は人目につかない夕方から夜にかけてが最適であろう。丹念に探せば、この類例はもっと増えるかもしれない。
また、
31・
44の事例を考慮すれば、岐神祭祀担当者が子供である点も見逃せない。既に誕生しているため、子種
授けには不適当であるが、子供の無事成長の守護神が岐神であってみ ば、子供の参拝は当事者であるため最適と考えられる。子種授け、子育てを一連のものと見做せば、その当事者である若嫁・若夫婦が適任であるが、信仰が衰退すれば子供に任す事もあり得よう。９では嫁ぎたての若嫁が八八歳の大姑から、
34では八〇歳過ぎの大姑から
若嫁に岐神への黙参が促さ てお 授け・子育て 連続性の観点に立てば、やはりこの型が伝承の引き継ぎ、祭祀担当者交替を考える上で最も基本的なパターンであったと言えよう。
さて、以上主に９・
11・
14・
17・
22・
23・
32・
34・
44・
47の一〇地区における黙参の代表的な事例を本文で紹介
してきたが、表１に注目すれば黙参を表明する事例 この他１・２・３・４・６・７・
12・
19・
25・
26・
27・
29・
30・
31・
33・
35・
36・
38・
42・
43・
45・
46の二二地区においても類例は存在していた。即ち、黙参表明は合計三二
地区に達し、全四八地区中の六七％、約七割の地区で黙 伝承を現在も聞き得た事は極めて重要 。過疎化と民俗文化の退化が猛烈な勢いで進行 る中で、こ 伝承は最後まで残っていたのであり、換言すれ こ 岐神信仰の核心に近い部分であったと言えよう。これ 消え ば、岐神信仰も滅ぶと言っても過言で ない。恐らく、一九七八年段階の調査ではどこでも聞けた話であろう。
因みに地図３で県下全域の黙参分布状況を確認すれば 北限は徳島市と穴吹町を結ぶ線上にあり、神山町は東端
（徳島市）と西端（穴吹町）の中間に位置し、北限の線上に位置している事が判る。一方、南限は日和佐町と海南町を結ぶ線上にあり、北限線の東西幅がほぼそのままの幅で南限線上に南下している状況がよく理解できる。事例数
二四
近　藤　直　也 171
においては、神山町の三二地区（全四八地区中六七％）と較べものにならない程の少数ではあるが、黙参文化は神山町を中心として東西に広がり、その線が日和佐町と海南町まで南下しつつ広まっている状況が見て取れる。黙参文化は、南方に広く深く拡散していた事をここで確認しておきたい。また、脇町・穴吹町を除く美馬郡と三好郡には、子沢山伝承を伴った岐神信仰は全く分布していなかった点にも大きく注目しておきたい。
二
－三、沈黙裏参拝の二つの理由
黙参の理由伝承は表１に詳述しているが、これを抽出すればａ・ｂの二段階に分かれる。
ａ
 、子神が一斉に目を覚まし、親神への供物を全部食べてしまう。１・３・４・７・９・
11・
19・
23・
25・
26・
27・
29・
31・
32・
33・
34・
35・
36・
42・
43・
44・
46（二二地区、全
48地区中の四六％）
ｂ
 、オフナトサンに当たらない。 ・３・４・７・９・
11・
19・
22・
23・
25・
26・
27・
29・
31・
32・
33・
34・
35・
36・
42・
43・
44・
46・
47（二四地区、全四八地区中の五〇％）
一二人もの子神が、参拝者の足音や話し声 聞きつけて一斉に目を覚ま 、親神への供物を総て食 て まう。これを第一段階とすれば 第二段階は親神であるオフナトサンまで供物が行き届かず、ひもじい思いをするという事になる。こうなれば、参拝者の折角の願いが聞き届けられないため、是が非でも黙参をしなければならなくなる。最初 黙参があって、その理由付けとしてａ・ｂが派生したようにも考えられるが、これでは岐神信仰の本質を大きく見誤り兼ねない。抑
そも
そ々も
、杖化
か
生せい
の岐神には創世神話と連動して本質的に子沢山としての一二人の子神が存在し
ていたのであ 、これらが黙参の理由付けとして後に派生したとはと も考えられないからである。
ａ・ｂの各地区を比較対照すれば、ｂはａの二二地区を総てカバーしている事実が判明する。ａを欠いてｂの伝
承しか持たないのは、
22・
47の二地区のみであるが、子神が総ての供物を食べ尽くした結果として親神に「当たら
ない」のであって、敢えて言及する必要もないためａを省いたと解釈 得る。
事実、
22の鍋岩では「オフナタハンは、ずっとひもじい思いをしていた。このため、親が盗
ぬす
人っと
みたいにして食べ
よったと言っていた。オフナタハンが、自分に供えられたものを盗
ぬす
人っと
みたいにして、一二人の子供に気付かれない
二五
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ようにして、そっと食べよった」というのである。 「ずっとひもじい思いをしていた」とは、子神によって供物を食い尽された事の別の表現であり、これを防止すべく親神は自らへの供物でありながら「盗
ぬす
人っと
みたいにして」食べな
ければ飢えを凌
しの
げなかった。親神の切羽詰まった窮状がリアルに表現されている。
また、
47の阿
あ
保ぼ
坂さか
でもａの子神の一斉の目覚めは言及されていないが、この問題を解消すべく一つの術
わざ
が編み出
されていた。これが親神が食べ終わった頃を見計らった後のエヘンという
咳せき
払いであった。 「お参りが終わって帰る
時になっ 、初めてエヘンと声を出してもよか 。これは、オフナトサンに『来ました。お参りに来ました』という合図の咳払いである。子供が一二人あるけん、供えた物がみな親にあたらんけん、親が食べられるように音を立てずにお参りする。親が食べ終わった頃を見計らって、エヘンと声を出すのだ。そうすれば、子供が目を覚ましてもオフナトサンが食べられない事はないのだ。御飯が親に当 るようにする」とある。
47では
22の如く親神が「盗
ぬすっ
人と
みたいにして」食べいていたとの言及はないが、親神に食べさせるべく物音一つ立てる事なく黙参するのである
から、当事者の親神は子神達が気付かないうちに焦って食べていたにちがいない。また、参拝者は親神 終わった頃を見計らって咳払いするため 参拝者と親神の間に一つのシンクロが必要と る 早 ぎては親が十分に食べられないのである。いつ咳払いがあるかをヒヤヒヤ ら親神は急いで食べていたと考えられる。
22の表現を借
りれば、 「盗
ぬす
人っと
みたいにして食べよった」のである。
47では親神と子神と参拝者の三者間にこのような関係があるた
め、ａの如き子神の一斉の目覚めと供物の 尽くしは敢えて述べる必要が無 事 理解し得る。
以上の如く、ａ・ｂ二つの黙参理由伝承は子沢山伝承を抜きには語れない。裏を返せば、岐神信仰にとっ 子沢
山伝承がいかに核心的なものであったかの証左とな
32の川
かわ
平ひら
では、 「クチャクチャ言うて行きよったら、子供が目を覚まし、供物全部（一二人の）子供が食べてしま
い、オフナトサンに当たらんという。こ ため、黙って静かにお参りせないかんという。そうするとオカアサンが供物をいただき、そのあと一二人の子供に分配してあげられる」という。黙参 殆ど 場所で言 が 母神 先に食べ終わり、その後一二人の子神に分配するという事例はこの他
27にも一例あった。
27の宇
う
度と
木ぎ
では、供物を供え
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る時最初に「 『オヤゴさんへ』と心の中で唱えてオフナトサンに祀り、その後『一二人の子供さんへ』と声に出して祀ってあげた」ら親の岐神にも供物が届くようになると説明する。 「その後」がどれだけの時間なのか不明であるが、文脈から推せば親神の食事が終了するまでの間
あいだ
であろう。物理的には僅か数秒から一～二分間であったかもし
れないが、この時間差と音声 無有に最大の意図が込められ いた。最初の「オヤゴさんへ」の黙唱は、黙参の一環であり、親神が供物をしっかり食べられるようにとの配慮があった。腹一杯食べ終わった頃を見計らって 次には「一二人の子供さんへ」と敢えて子神一二人に聞こえるように、寝ていた子神一二人が一斉に目 覚ますよう大声で唱えるのであった。この時間差は、
47の
阿あ
保ぼ
坂さか
の「親が食べ終わった頃を見計らって、エヘンと声を出す」
形式とほぼ同一の文脈であった。ｂの オフナトサンに当たらない」か とする黙参伝承は、否定部分ばかりが強調されがちであるが、基本的には黙参の時間帯は親 の腹を満 すための食事時間でもあり、総て 黙参事例において子神はその後供物の配分に与
あずか
っていた点を見落としてはなるまい。確かに、一二人の子神が先に供物に気付け
ば先を争って食い尽くし親神に当たらないが、黙参という配慮によって親神に食事の優先権が与えられ、これによって一二人の子神への平等な分配が確保され、参拝者 願い事も 事聞き届け れ、そして成就されるのであった。岐神祭祀は、普通の神祀りとは違い 特殊な配慮を必要 する神であった点に大いに注目しておき い。
ａの子神の目覚めによる供物の食い尽くしとｂの親神に当たらないとする伝承の県下全域の分布状況を地図３で
一覧すれば、矢張り黙参 分布圏内にスッポリ納まる 即ち ａ、ｂは黙参 あって初めて成立 得る伝承であり、さらにこの黙参は 沢山伝承を根底に据えて初めて成り立つものであった。そし 黙参は子沢山地域全体に分布するのではなく、佐那河内村・神山町・木屋平村・穴吹町 結ぶライン以北 は分布 なかった。たしかに岐神信仰の本質 子沢山にあるが、吉野川流域の県北地域とそこから南の地域 は大きく文化が違ってい黙参を初めとする子神の目覚めや供物の食い尽くし、そして親神に当た ないと 伝承は県北部 は全く分布ていなかったという点は一つの大きな特徴であった。
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二
－四、オフナトサンがおじぎする。
これも岐神の本質に直結する子沢山伝承の一種に属すが、オフナトサンの「おじぎ」がある。この分布状況は地
図１に纏めておいたが、これを見れば鮎喰川上流に行くに従って増え、徳島市との境目に近付くに従って減る傾向にある事を明確に把握し得る。やはり、上流部へ行けば 程、古風が残りやすかったのであろう。先に岐神が一二（閏年は一三）人の子持ちである事を明言したが、人間が一二人以上の子を生めば、子沢山を誇る岐神の領域に並び、そしてこれを凌駕したとして、降参の意志表示のために家の入口に立って「おじぎ」するという伝承である。表１より抽出 たもの 左記に掲出 おく。•
 おじぎする。３・４・６・７・９・
10・
11・
12・
13・
14・
15・
18・
20・
22・
23・
25・
26・
29・
31・
33・
34・
35・
38・
42・
48（二五地区、全四八地区中五二％）
おじぎ伝承は、上流・中流部を中心として二五地区に分布し 全体の五二％を占める。これは、黙参六七％に次いで多い数値であり 「おじぎ」 また岐神を考察す 上で極めて重要な因子である事を示す。黙参は人から神へ 心づかいであるのに対し、 は逆の神から人への意思表示であり、岐神と人との交流は決して一方的なも ではなかった。また、単に人の願いを聞き届けこれを成就するだけでなく 子供 数が一二人を越えれば岐神が積極的に人側に働きかけて「おじぎ」する現象は、徳島県下を除いて他府県に類例を見ない極めて特異なものである。これらの諸点の重要さに鑑み、二五地区の各々の「おじぎ」伝承について個別に注目しておきたい。３
 西にし
久く
地じ
•
子供の多い家には、オフナトサンがお辞儀に来ると言いよった。 「あそこは、オフナトサンがおじぎに
来るびゃあできとんじゃ」という噂話が昔はよく語られていた。
４
 立たて
岩いわ
•
子供が九人も一〇人も生まれた家には、オフナトサンがおじぎに来るとよう言いよった。
６
 名みょう
•
ようけ子供を生んだら「オフナトサンがおじぎして来るぞ」とよく言われたものであった。私は実際に一二
人余り産んだ。産み流れがあったり、早死したりして途中で死んだ子も含めて一二人は産んだ。だから私も、本来はオフナトサンがおじぎに来る口であった。オフナトサンも子沢山で一二人の子供があると言われている。
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７
 江え
畠ばたけ
•
オフナトサンがおじぎに来るというのは、この家の裏のバアヤンがよう言いよった。これは、家に一〇人
も、それ以上の子供が生まれた家のことをひやかし半分で言う言葉である。
９
 大おお
中なか
尾お
•
子供の多い家にはオフナトサンがおじぎに来るといっていた。 「参りました」とおじぎに来るのである。
10 中なか
津づ
•
実際に人間がたくさんの子供を産んだら、オフナトサンが「わしが負けた」と言 て来るわと言って、村
人達が語り合っていたも である。このように村人達が面白げに語り合っていた。11 江え
田た
•
昔は、一軒 子供 一三人も一四人もできる家があった。そうすると、その家にオフナトサンがおじぎに
行くという。在所の若い衆が、村の中に祀ってあるオフナトサンの御神体（丸石）を、その家の出入口の所に置いて悪
いた
戯ずら
をした話をよく聞く。これは「オフナトサンがおじぎする」を具現化したもの。オフナトサンがおじぎ
するぞと称して、ワカイシがオフナトサンの御神体の石を持って行って置いたのである。12 樫かし
谷だに
•
子供の多い家には、オフナトサンよりよけいに生んだとか、オフナトサンがおじぎに来ると言っていた。
おじぎとは、参りました、降参しましたという意味。13 宇う
井い
•
子供の多い家には、オフナトサンがおじぎに来るという。
14 長なが
野の
•
子供の多い家、一二人以上または 三人以上生まれた家 は、オフナトサンがおじぎに来る、参りました
とおじぎに来るという。15 中なか
喜ぎ
来らい
•
オフナトサンに子供が多いという。十何人おるという。人 よれば、オフナトサンに勝ったじゃの負け
たじゃの言う人がおる。勝った場合は、オフナトサン おじぎに来るという。18 栗く
生りゅう
野の
•
子沢山の家にはオフナトサンがおじぎに来るという話は聞いた事がある。
20 地じ
中ちゅう
•
実際に子供が一二人も一三人も生まれた 、オフナトサンがおじぎに来るという。オフナトサンがおじぎ
した（降参しましたと頭を下げた）という。私の親戚にも子供がようけできた家が り、オフナトサンがおじぎしに来 と言っていた。22 鍋なべ
岩いわ
•
オフナトサンには おるという。実際に子供を十数人生んだ がお 、 「オフナトサンが来て
二九
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おじぎしとった」と誠しやかに語る人がおった。おじぎとは、 「数の多さに私の方が参りました、負けました」と頭を下げる意味である。 （略）一二人以上も子供が生まれた家には「オフナタハンがおじぎしてくるわ」とよう言いよった。23 西にし
野の
間ま
•
オフナトサンがおじぎに来る。村の若い者の悪
いた
戯ずら
者が、子沢山の家にオフナトサンの御神体を家の入口
に置いて、オフナトサンがおじぎに来た事を示す者がおった。25 北きた
上うえ
角つの
•
オフナトサンには一二人の子供があるが、実際に一二人以上産んだ人の家に、オフナトサンがおじぎに
来る（参りま たという意味） 言われている。26 青あお
井い
夫ぶ
•
オフナトサンには子供が一二人と言っていた こ ため、実際に子供を一三人も生めば、オフナトサン
がおじぎに来ると言っ いた。 （略 オフナトサンは子沢山の神サンという 子供が一二人もできたら、オフナトサンに勝ったじゃの負けたじゃの言うていた。 「オフナトサンがおじぎするぐらい をこっしゃえたんじゃ」というような言い方をよくしてい 。29 宮みや
分ぶん
•
子供の多い家には、オフナトサンがおじぎに来るという。 「オフナトサンがおじぎするぐらい子供がある
んでよ」という言い方をしていた。31 二にの
宮みや
•
 「オフナトサンがおじぎしてくるわ」とよく言う。これは、子供が沢山生まれた家に対して言う言葉。
34 長なが
代たい
•
オフナトサンがおじぎに来るという。屋
や
那な
瀬ぜ
の人で、子供が実際に一三人生まれた家がある。近所の人々
は、専らオフナタサンがおじぎに たとかおじぎしたと噂し 私の主人の同級生の 母さんが一三人産んだが、 「オフナタサンが負けて参りま たと言うておじぎに来る」と、みんなオモッショゲに話しよ35 本ほんみょう
名
•
子沢山の家にはオフナトサンがおじぎに来るという。
38 南みなみくら
倉目
め
•
昔のお婆さんなどは、ようけ子供のおる家の話を聞いたら、 「オフナタハンがおじぎするわ」とよく語っ
ていたものである。42 五ご
反たん
地じ
•
子供が一二人以上生まれたら、オフナトサンがおじぎに来るという。
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48 元もと
山やま
•
子供が一二人以上生まれたら、オフナトサンが玄関先に「参りました」と言って立てるという。
一～三稿で言及したが、岐神おじぎ伝承は全県下的に眺めれば吉野川中流域の石井町・吉野町・市場町・川島町・
阿波町の五町内にしか見出し得ず、これらの分布状況は一つのブロックを形成していたと同時に、その数の上では一九五五年以降の地域誌に七例 か記されておらず、極めて微々たるものでしかなかった。従って、全県下的にはかなり稀有な伝承の部類に属していた。それが一歩神山町内に足を踏み入れれば、二〇一一年の段階で鮎喰川の中・上流域を中心に二五地区（全四八地区中五二％）で濃厚に分布し おり、その数の多さに圧倒されるばかりである。他町では既に絶滅した伝承が、ここではまだ の地区で現役と 活躍している点 考慮すれば、極め 貴重な文化遺産といっても過言ではない。全県的にも、また全国的にも大いに注目され べき現象である。
さて、岐神が「おじぎ」に来る家については全二五例中様々な表現があったが、これらは主に四型七種類に分類
し得る。ａ・九人も一〇人も生まれた家。４（一例、四％）ｂ・一〇人もそれ以上の子供が生まれた家。７ 一例、四％）ｃ
1・一二人以上生まれた家。６・
22・
25・
34・
42・
48（六例、二四％）
ｃ
2・子供の多い家。３・９・
10・
12・
13・
15・
18・
23・
29・
31・
33・
35・
38（一三例、五二％）
ｃ
3・一二人も一三人も生まれた家。
20（一例、四％）
ｃ
4・一二人以上または一三人以上生まれた家。
14・
26（二例、八％）
ｄ・一三人も一四人もできる家。
11（一例、四％）
先に二
－一で「子神の数」について詳述したが、平年は一二人、閏年は一三人である事が判明し、この一二人（閏
年は一三人）という数が、人数が判明する類例の九八％ 占める事を明らか た。従って岐神 子神は一二人と考えてほぼ間違いな 。このような状況下にあって、ａの「九人 一〇人も生まれた家」とか ｂの「一〇人 それ以上の子供が生まれた家」に岐神がおじぎに来るというの 齟
そ
齬ご
をきたす。ａは４の立
たて
岩いわ
、ｂは７の江畠の事例
三一
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であるが、両方とも子神の数は一二人と明言している。従って、九人や一〇人の子供が生まれた民家があっても、数の上では岐神は負けていないため「おじぎ」に行く必要などなかったはずである。にも拘わらず、なぜこのようなレベルの低化を招いたのであろうか。表１の
11の江
え
田た
では、 「戦前の生めよ増やせよの時代には、特によく祀られ
た神サンである。オフナトサンは子供が一二人あり、それが全部丈夫に育っている。このため、オフナトサンを信仰していれば、子育てをしっかり守ってくれると言われている」とある。戦前は国策として多産を奨励し、一九三九年には「多子家庭表彰要綱」が発表され、一〇人以上 多産者には国からの表彰制度があった。恐らくこの「〇人」が４・７の伝承者 脳裏に焼きついていたのであろう。国からの表彰制度と、地元の在来の岐神おじぎ伝承とが錯
さく
綜そう
した結果、ａ、ｂの如き言説が派生したと考えられる。事実、この二例を合算してもａ・ｂ二型は全体の
八％を占めるに過ぎず、例外的少数派なのであった。
一方、最も多いのはｃ群二二例八八％であった。ｃ
1は「一二人以上生まれた家」六例で二四％を占めるが、これ
は基本通り岐神の子神の数以上であり、人間 子供の数で神の領域に並び、これを凌ぐ勢いであるため、 「参りました」とおじぎするのであった。ｃ
2の「子供の多い家」一三例五二％はｃ群中最多であるが、人間の子供の数を漠然
と「多い」で表現し具体的な人数 不明である。しかし、この中の３・９・
12・
13・
23・
29・
31・
33・
35・
38の一
〇地区では二
－一で詳述した如く子神の数を一二人と明言している地区であり、
10は「多い」 、
15は「十何人」と表
明しており、限りなく一二人に近い。従っ 「子供の多い家」という漠然とした表現ではあっても、岐神 「おじぎ」を受ける家は一二人以上の子供が 家と断定し得 のである。
ｃ
3一例の「一二人も一三人も生まれた家」と、
ｃ
4二例の「
12人以上または一三人以上生まれた家」は、 「以上」の
有無違いだけであり、殆ど表現は同一である。敢えて違 を見出すとすれば、ｃ
4の方が「以上」を含むためまだ数
が増える可能性 残している。一三が閏年の場合の子神の数であってみれば、両者は元来同一 意味であった。
独りｄ一例のみ「一三人も一四人もできる家」とある。これは
11の江
え
田た
の事例であるが、ここでは子神の数を一
二人と明言していた。従っ 、一三人・一四人は子 数を完全に凌
りょう
駕が
しており、岐神が降参するのは当然である
三二
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が、一三人の規準は閏年の子神の数の反映であろう。一二人と一三人の違いは、見た目ほど大きく変わるものではなかった。これにより、岐神が降参 意味で「おじぎ」に来るのは、自ら 子神の数以上の子供を持った家限定という結論を導き得る。
さて、現地での生の言葉を考慮すれば、今まで見えなかったものが朧
おぼろ
げではあるが見えてくる。３の西
にし
区く
地じ
では、
「 『あそこは、オフナトサンがおじぎに来るびゃあできとんじゃ』という噂話が昔はよく語られていた」というが、近藤が調査した時点では、若者は殆ど居らず、子供の影は稀有であった。戦前は、一家に子供が一二人以上いるような家が珍しくはある それでも一家に五～六人や七～八人はかつてはざらにあった。こ 噂話 子供の余りの多さに半ば呆
あき
れて笑いながら人々は語るのであった。かつては、一家に子供が一二人以上いる家は二～三地区内
に一軒はあったはずであり、村人達は子供の多さに感嘆していた。
これは
26の
青あお
井い
夫ぶ
でも見られる。 「子供が一二人もできたら、オフナトサンが勝ったじゃの負けたじゃの言うてい
た。 『オフナトサン おじぎするぐらい子供をこっしゃえたんじゃ』というような言い方をよくしていた」という。また
29の宮
みや
分ぶん
でも、 「 『オフナトサンがおじぎするぐらい子供があるんでよ』という言い方をしていた」という。こ
れら三者の伝承者は、この話をする時、必ず笑 ながら語るのであった。 領域に並び、これを越えようとする途方も無さに只
ただ
た々だ
驚き、もう笑うしかないという心境であろうか。笑いの真意が今一つ理解できないのである。
26では「オフナトサンに勝ったじゃの負けたじゃの言うて」という一節があったが、これは
15の中
なか
喜ぎ
来らい
でも見ら
れ「人によ ば、オフナトサンに勝ったじゃの負け じゃの言う人がおる。勝 場合は、オフナトサンがおじぎに来る」というのである 岐神と勝負して勝つとは余程の事柄であり、それ自体驚嘆に値する。しかし、村人達から素直に称賛されるかと言えば、必ずしもそうはならな 。７の江
え
畠ばたけ
では、 「オフナトサンがおじぎに来るというの
は、この家のバアヤンがよう いよった。これは、家に一〇人も それ以上の子供が生まれ 家のこ をひや し
4444
半分
44
で（傍点近藤）
言う言葉である」という。
「ひやかし」とは、 『広辞苑』には第一義「冷やす」 、第二義「張見世の遊女を見歩くだけで登楼しないこと」 、第
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三義「買う気がないのに売物をみたりその価を尋ねたりすること」 、第四義に「からかうこと。なぶり辱めること」とある。７の江
え
畠ばたけ
の文脈で最適なのは第四義であり、それ以外は総て適合しない。ここで初めて従来の謎が氷解す
るので った。一〇人または一二人以上の子沢山は岐神の「おじぎ」の対象になるのだが、これは村人達にとれば単な 称讃だけでなく、 「からかい」や「なぶり辱め」が半分混 っていたのであ 。 から そ、伝承者達は笑いでその毒素を中和させ がら近藤に語っていたのであった。
類例は
10の中
なか
津づ
にもあり、 「実際に人間がたくさんの子供を産んだら、オフナトサンが『わしが負けた』と言うて
来るわと言って語りあっていたものである。このように村人達が面白げに
4444
語（傍線近藤）
り合っていた」という。 「面白げ」とは
笑いであり、 こには「からか 」や「なぶり辱め」が半分隠されている。ま は、これを中和する意味で敢えて「面白げ」に語っていたのであろう。加えて、
34の長
なが
代たい
でも、 「私の主人の同級生のお母さんが一三人生んだが、オ
フナタサンが負けて参りましたと言うておじぎに来 と、みんなオモッショゲ
444444
に（傍点近藤）
話しよった」という。やはりここ
でも７・
10と同様の心理が働いていたと考えられる。
これら三例と類似する伝承が
11・
23に見られる。
11の江
え
田た
では「昔は、一軒に子供が一三人も一四人もできる家
があった。そうすると、その家にオフナトサンがおじぎに行くという。在所の若い衆 、村の中に祀ってあるオフナトサンの御神体（丸石）を、その家 出入口の所に置いて悪
いた
戯ずら
をした話をよく聞く」という。御神体を直接手で
触れるだけでも畏れ多い事なのに これを手 して子沢山の家の出入口 置くと う大胆な行動をど ように解釈すればよいのであろうか。畏れを知らない村の若者 ちは、伝承上だけに飽き足らず、これを実際の行動 移行させてしまうのである。岐 は子授けの神とし 祠 中で祟め れる存在であり、これを手にする事自体不敬 謗
そし
り
を免れ得まい。しかし、それをも簡単に乗り越えさせる程の誘因が岐神にはあったのである。伝承者も「悪
いた
戯ずら
」と
認識している如く、これは決して褒
ほ
めた事ではない。岐神が「おじぎ」するという言説自体、半分からかいが介在
していた点を考慮すれば、からかいついでに御神体を出入口に置く事にあまり抵抗が無かったのであろうか。分別のある大人ではなく、 「在所 若い衆」が行なっていたとあるため、恐らく悪ふざけ 軽い乗りで行なっていたと考
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えられる。それにしても、出入口に置かれた御神体の丸石は誰によって元の祠中に納められたのであろうか。悪
いた
戯ずら
の当事者が返納したとは思えない。恐らく子沢山の家人によって戻されたのであろう。
23の西野間でも「村の若い者の悪
いた
戯ずら
者が、子沢山の家にオフナトサンの御神体を家の入口に置いて、オフナトサ
ンがおじぎに来た事を示す者がおった」という。今風に言えば人権問題であるが、当時は岐神への祝祭と子沢山の家への
揶や
揄ゆ
が
綯な
い
交ま
ぜになった思いがこの中に込められたようである。ここでも「若い者の
悪いた
戯ずら
者」が当事者になっ
ており、悪ふざけが直接の引き金になっていた。岐神は、このような不心得者に対しても大きな祟
たた
りで処罰する事
なく、暖かく見守る程の懐の深い神であった。だからこそ多くの人々に愛され、神山町内で七六七 も祀られる必然性が窺われる。不心得者 揶
や
揄ゆ
利用にも負けず、子授けや子供の無事成長にひたすら邁進していたのである。
６の名
みょう
では、八〇歳過ぎの女性から「私は実際に一二人余り産んだ。産み流れがあったり、早死したりして途中
で死んだ子も含めて一二人は産んだ。だから私も、本来はオフナトサンがおじぎ 来る口である」と言う話をお聞きした。淡々と話される口調に 、大変な内容でありな ら岐神に支え れて過酷な運命を生き抜いてき 母性逞しさすら感じられた。やはり、オフナトサンはこの地 根ざして、人々の心の中にしっかり生き続けているのであった。 「おじぎ」伝承は、第三者ではなく当事者 そ語る ふさわし も であった事をここで新に発見し得 。
29の宮
みや
分ぶん
の「オフナトサンがおじぎするぐらい子供があるんでよ」という物言いは、第一人称で語れば謙譲語とも
とれる。おじぎ伝承は、ひやかしやからかいを伴った第三人称 よりも、第一人称 語る方が最も本来的でふさわしいものなのであった。
二
－五、その他、子沢山関連伝承
以上、岐神に関する子神の数・沈黙裏の参拝・その二つの理由・おじぎの四項目に焦点を当てて詳述してきたが、
表１を詳細に検討すれば、これらに属さない独自の伝承が各地区に散見された。そして、これらも各々子沢山伝承と奥深い部分で切り結んでいる 一連の子沢山伝承を締め括
くく
るに当たり、これらに注目しながら岐神子
沢山伝承の多様さと奥深さを再確認 ておきたい。
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14 長なが
野の
•
お参りした後は、うしろを振り向かないようにして帰って来なければ、効き目（御利益）はない。
19 左そ
右う
地ち
•
お供え物をオフナトサンに持って行ったら、 全部供えないかんという。いく分かを持ち帰ってはならない。
27 宇う
度と
木ぎ
•
オフナトサンには一二人の子供がある。お供えする時には、 「オフナトサンどうぞ」などと声に出して
はいけない。この時は必ず黙って供えなければならない。なぜなら一二人の子供がその時一斉に目を覚まし、供物の白飯を全部食べてしまうのでオフナトサンに供物が当たらなくなるからである。 「オヤゴさんへ」と心の中で唱えてオフナトサンに祀り、その後「一二人の子供さんへ」と声に出して祀ってあげたら、オフナトサンにも供物が届くようになっている。黙って行かないかん。オフナトサンは目が見えんからびっくりするという。オフナトサンを驚かしてはいかんという。おぶかしたらいかんので「こんにちは」も言われんといってい 。33 船ふな
底ぞこ
•
オフナトサンに供えた供物を下げて食べたら、子供がようけできてしまうけん、食べられんと言われてい
た。オキジについて残ったやつを食べたら子供が沢山できてしまう。子供がようけできたら、オフナトサンがおじぎに来るという。34 長なが
代たい
•
カタビラを作る時には、敢えて片方の袖をつけない。なぜ片袖だけかと言えば、オフナトサンはようけ子
供があるけん、忙しいて着物の両袖 手を通す暇が無かった。それで、敢えてカタビラを片袖に いる。忙しいて、着物の両袖が忙し て着れなんだと昔の人は言ってい 私の記憶 範囲でも、カタビラは必ず片袖であた。私が嫁入りした時分に、姑ではなく、大姑（八〇歳過ぎの 婆さん）が私に教えてくれた。ほんでカタビラ（片方しか、片袖しか着ないのでカタビラ）と言うんじゃと説明してくれた。35 本ほんみょう
名
•
オフナトサンに供えた供物を下げて食べたら、子供が多くできすぎるので食べられんと言われていた。オ
ヘギについ 残りものでも、これを食べたら子供がたくさんできすぎる （略）子沢山 家にはオフナトサンがおじぎに来ると う48 元もと
山やま
•
オフナトサンは子供の神サンで、この神サンを祀れば、子供が一二人以上でき という。子供が一二人以
上生まれたら、オフナトサン 玄関先に参りましたと言って立てる う。
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14の長野では、参拝後の後ろ向きが禁忌となり、もし後ろを振り返れば御利益が無いとまで言い切っている。神
山町内では
14でしかこの伝承は聞けなかったが、第一～三稿で詳述した如く、一九二三年刊の『勝浦郡志』には「昔
福原村（現上勝町福原）七ケ村では（略）供え物もすれば、後を見ずに帰って来るのである。それは神様に沢山の子があって、大きな声をすると、神様がおあがりになることができない故 、後に向かず、しずかに我家に帰ってくるといふ」
③
 とある。また、一九九二年三月刊の『羽ノ浦町誌』には、 「中庄野神
　
岩佐善文
　（略）正月三が日に
はご飯を供えるが、おひなたさんには一二人の子どもがあり、子どもにみんな食べられ しまうので、供えた後は絶対に振り向かずに帰ってくるようにいわれていた 三 日の間はお母さんであるおふなたさんに食べてもらうようにということで） 。 （略）中庄中塚
　
湯浅正一
　
畑の中にあり、野武士を葬ってあるとの伝承がある。祭日は一〇
月一六日。おふなたさんには一二人の子どもがあり、祭日に集まってくるので、供えものをしたら後を振り返らず家に帰るよう伝承されている」
④
 とある。
全県的に見れば、地図３に示した如く神山町内だけに留まらず、南に隣接する上勝町や県中東部に位置する羽ノ
浦町にも二例あり、ある程度の広がり あった。しか 、一九 〇年代の「福原村七ケ村」で ろ振り向きの禁忌があってみれば、点ではなく面としての広 りがかつてはあったと言える。
さて上勝町福原の場合、後を振り返って見る事の禁忌と「大きな声をすると神様がおあがりになることができな
い」事とは直接の関連性が窺えな 。視覚 聴覚 全く別物であり 振 向いて見たからといって「大きな声」出す事と直結するわけではないのだが、なぜかここで 繫 って まう。ここには一つ 飛躍があ ような気がしてならない。この飛躍を埋める意味 、第三項で言及したが
22の鍋
なべ
岩いわ
の伝承は極めて貴重である。即ち、岐神は自
らに供え れた供物でありながら、 二人の子神が一斉に目を覚まして供物 食べ尽くさないように「盗
ぬす
人っと
みたい
にして食べ」て ので 。岐神とも ろう者が子神 出し抜い 秘密裏に盗人の様にし 供物を食べる姿は、決して美しいものではない。醜悪の部類 属し、岐神の尊厳 損なうものといっ も過言ではな 。だからこそ見てはならないのであり、後ろを振り返る禁忌はこのために存在して た。後
うしろ
見み
の禁忌と「大きな声をする」事の禁
三七
岐神信仰の三原理と一仮説158
忌とは元来別次元の話であり、この辺の状況を『勝浦郡志』は峻別できていなかったようである。『羽ノ浦町誌』二例の場合、 『勝浦郡志』にある「大きな声をする」事すら省略されており、後ろを振り向けば一二人の子どもが参拝に気付いて供物を全部食べてしまうので親神に供物が当たらない。だから振り向いてはならないと説明するが、後ろ振り向きと一二人の子神の気付きの因果関係が今一つ見えてこない。 『勝浦郡志』の場合と同様、ここでも基本的に 子神達 気付きは元来全く無 であった。この矛盾を解消すべく『勝浦郡志』では「大きな声をする」事を用意し いたが、認識の退化のためか、ここではこの用意も消えていた。一二人の子神達は足音や話し ・拍
かしわ
手で
などで目覚めるのであり、無音の振り向きで子神達が目覚め、供物に気付いて総て
食べ尽くすことは有り得ないのである。
そこで
22の鍋岩の伝承を考慮すれば、後ろ振り向きで「盗人みたいにして食べ」ている親神の姿を見る事は、岐
神の秘密を曝露し、かつ神の尊厳を傷つけてしまうからであり、これを見 と「効き目（御利益）は 」とまで言う
14の長野の伝承は後ろ見の禁忌を見事に説明して余りある。 『勝浦郡志』や『羽ノ浦町誌』の三事例は、
元来
22の鍋岩の伝承がセットとして気付いていたものが、途中で忘れ去られ、現状の如き飛躍のある理解不能なも
のになってしまったのであった。この意味で、
22の鍋岩の「盗人みたいにして食べ」る親神の姿は、岐神の本質、
特に後ろ振り向き 禁忌 考察 る上で極めて重要な伝承として位置付け得る であり、大いに注目しておきたい羽ノ浦町野神では、一一月一六日ではなく正月三ケ日に祀 が、 かな 理由として「三が日 間はお母さんであるおふなたさんに食べてもらう」ためと説明する。ここには、せめて正月三ケ日くらいは母神にゆっくりと心置きなく食事を楽しんで欲 いという、祭る側の思いが含まれている。裏を返せば、普段は
22の如く「盗人みたい
にして食べ」ていたのであ 母神の気持ちを落ち着かせるべく、敢えて浅ましい姿を見ないようにしていた であった。母神の方も、こ ような姿を人に身られ ら恥かしく思い焦る 違いないと、祭祀者側は考え いたのであろう。
次に、
19の左
そ
右う
地ち
では岐神に供えた供物はそのままにし、 「いく分かを持ち帰ってはならない」と言う。何のため
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にこのような伝承が発生したのか不明であるが、最初に思いつくのは物音がすれば子神一二人が一斉に目を覚まして供物を食べ尽くし、親神に当 らずひもじい思いをするという伝承との連動である。少しでも親神が食べられるようにと、配慮の気持ちがこのような伝承を生んだのであろうか。
但し、
33・
35・
48の事例を考慮すればこの理由だけではなかった事が明らかになる。
33の船
ふな
底ぞこ
と
35の本
ほんみょう
名はほぼ
同一の伝承であるが岐神への供物を下げて食べたら岐神同様の子沢山になって困る で食べてはならないのである。この禁忌は徹底していてオキジ（椀・皿など木製容器の事。
35のオヘギは木製の四角い小さな容器。 ）の底にこびり
付いた供物の一部でも食べ はならなかった。現実レベルでは、供物は鳥獣が食べ尽 すままに放置され、その頃を見計らって容器のみ下げていたのであろう。
神山町内では、元来岐神は子種授け・子育ての神と目されていた。ところが、効果が有り過ぎて逆に困惑する結
果を招くというのである。子供のいない夫婦には待望の子宝に るが、 き過ぎて岐神 おじぎに来 ようでも困るというのである。これを警戒し 、供物は一切食べなかったのであ 。裏を返せば はこれ程 顕著な御利益があった事の証左となる。やはり、理想的な子供 数は、各家庭によって一人以上から一二人未満のどこかに設定されていたのであった。
19の左
そ
右う
内ち
の供物の「いく分かを持ち帰ってはならない」という伝承は、
33・
35の事
例を考慮す ば、単に親神のひもじさを防ぐためだけで 、それよりもっと深い子沢山への警戒という意味がこの中に込められて が判明する。
加えて、
48の元山では岐神を祀れば子供が一二人以上でき、これによって岐神がその家に「おじぎ」に来ると言
うのであった。ここでは９・
33・
35の如き下げた供物食忌避の言及が無い。
48の伝承を額面通り解釈すれば、岐神
を祀った家は総て子供が一二人以上生まれて 事になるが 現実に そ は ってい い。恐らく これは９・
33・
35の事例の如く、元は供物食忌避の禁忌伝承を伴っていたものが、何らかの理由で欠落して現状のようになっ
たものであろう。このように考えなければ、伝承と現実 溝は埋まらな の ある。以上の考察の結果、
19・
33・
35・
48の四例は一見別個の伝承のようでありながら、その根底には岐神供物食による多産回避を目的としていた事
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が明らかとなった。子種は欲しいが、また子供の無事成長を願うが、一二人以上の子沢山は避けたいというのが殆どの人々の本音の部分なのであった。第三者が岐神が「おじぎ」に来ると表明する場合、常に揶
や
揄ゆ
的性質を含み持
つのは、この辺の本音の部分と直結 ていたからに他ならない。 『神山のおふなとさん』の中で神領班の高橋いせ氏は「もろもろの祈願をかなえて下さるありがたい神様であるが、おかしいことに、子神さんが寝たまに食事をなさるので『御
み
饌け
を祭る時に口をきくな』と強要される。そしてタブーを侵せば子沢山になるとの、ユーモラスなおき
てがある」
⑤
 と述べておられる。
19は旧左右内村、
33・
35は旧阿川村、
48は旧神領村であってみれば、岐神祭祀の禁
忌侵犯によ 子沢山現象は旧神領村だけではなかった。かつては、神山町内全七村中四村 分布していた事が証明された。恐らく、元は町内全域にこ 現象が分布してい と考えられる。
さて、
34の長
なが
代たい
の伝承は他地区では一切聞かれなかった。また、県下全域を通覧しても類例は見出し得なかった。
これ程までに特異ではあるが、岐神 本質 見事に言い当てており、大いに注目しておきたい。現在八〇歳近い伝承者が若嫁の頃、大姑（八〇歳過ぎ）から教わった内容 あるが、一月一六日 紙で着物の形を切り、割箸に挟んで岐神に供えるがこれをオカタビラと呼ぶ。一一月一六日には割箸の先に綿を巻き付けて供えるが、これをオワタギと呼んでいる。
34でのオカタビラが他地区と決定的に違う点は、片袖しかない着物にある。その根拠として、 「オ
フナトサンはようけ子供があるけん、忙しいて着物 両袖に手を通す暇が無かった。それで 敢え カタビラを片袖にしている。 （略）ほん カタビラ（片方しか、片袖し 着 い でカタヒラ） 言うんじゃ」との説明 大姑から受けたと言うのである。
カタビラとは普遍「帷
かたびら
」と表記し、裏をつけない単
ひとえぎぬ
衣で夏用の着物である。神山町内でも一般的にこのように理
解されている。要は、普通の着物のように裏 つけていな ため、表だけ 枚の布 できた着物であるため、片方（表だけ）が強調されてカ
（片方）
タビラと命名されたのである。子育てで多忙を極めたため、片袖しか着られなかったとす
る解釈は牽
けんきょう
強であり、これをカタビラ名称の由来と説くのは余りにも出来すぎである。他に類例が見られないので
何とも言えないが、少なく も
34の
長なが
代たい
での伝承者は、六〇年間この片袖のみの紙の着物を供え続けていたのであっ
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た。これも一二人の子沢山の神であるからこそ創出された説話であり、黙参・子神一斉の目覚めによる供物の食い尽くし・親神のひもじさ・おじぎ伝承など子沢山は岐神の様々な局面に多大な影響を及ぼし、全国的 見て特異な徳島県下独特の岐神信仰文化圏を形成していたのであった。
先に第三稿で詳述したが、荒岡一夫氏は「ふなと神考（下） 」の中で「美郷村別
べっ
枝し
、各人の家の近くにおかまごで
まつる。一一月一六日、各戸ではお神酒、おせちと綿着を供える。紙に綿を入れた着物を人形に着せて祀った。一六日に祀 のはオフナトサンには子供が一三人もいるので、綿着も一日おくれてするそうだ。また今年生まれた子のある家へはワタギを一一月一五日に親類がこしらえて贈っ 」
⑥
 と報告している。ここでも、岐神が一三人の子沢
山な で、人間の初孫の場合と同様に本来 一一月一五日に綿着祝いを行うべきであったが、 忙のため間に合わず一六日にズレ込んだと現地では説明していたのであった。子沢山・多忙繫がりで
34の神山町長
なが
代たい
と美郷村別
べっ
枝し
は
共通するが、前者は片袖の帷
かたびら
を供える根拠を、後者は人間とは一日遅れの一一月一六日に子神への綿着祝いを行な
う根拠を提供する。以上の如く、岐神子沢山伝承は岐神に纏
まつ
わる様々な物語を生み出す源泉として、昔も今も脈々
と生き続けているのである。
27の宇度木では、最初は心の中で「オヤゴさんへ」と唱え、その後「一二人の子供さんへ」と敢えて朗唱するが、
これは子神に気付かれないためだけで なく、岐神は盲目であり、驚かしてはなら いためとも説明する。この岐神盲目説 神山町内で一例しか見出し得なかったが、県下全域 目を転ずれば 例のみであるが子神 二人とする穴吹町内でも見られた。 「供え物をす ときは一切ものを言っては けないという俗説がある。その親は目が見えかったので、親が気付くとお先に を食べてしまうからだという。そのため、静かに供 三歩下がって拝むことになったという」
⑦
 とある。親神が盲目であるため、子神が先に供物を見つけ出して食べ尽くしてしまう。このた
め、盲目の親でも最初に食べられるように、絶対に音を立てて ならないというの ある。この場合の盲目説は神一二人の食い尽くしと連動し、盲目のため 親神の動きが遅 子 が供物を総て食べ尽く 親 当たらない。これを阻止する め、黙参を標榜するものであっ 一方、
27では黙参のもう一つの理由として「驚かし」を
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挙げている。心の中で「オヤゴさんへ」と唱えているのであるから、岐神に真意は十分届いているはずなのだが、その上に「驚かしてはならない」と称してさらに黙参を強調するのであった。穴吹町の事例と較べれば、より完成度が増したものと言えよう。
穴吹町は、直線距離で神山町の北西約二〇㎞の距離に位置するが、両者は岐神盲目文化圏を形成していた。現在
はこの二例しか残っ ないが、かつては両者を結ぶ地域を中心として、より広範な地域に分布していたと考えられる。
二
－六、岐神御
ご
利り
益やく
明言伝承
表１に明記しておいたが 岐神の御利益を明言する事例は全四八地区中二二地区（四六％）で、見られた。他の
二六地区（五四％）では、既に御利益も忘れ去られ、昔から祀っている岐神なので、どんな神様か知らないがとり合えず祀っているという程の意識であった。ここで岐神の本質を明らかにすべく、この二二地区延べ三一例（
10・
14・
17・
22・
23・
26・
27・
34・
45の九地区では各々二種の複数回答があった）を分母として、これらの具体的事例
を表１から抽出し、現在の岐神信仰に対する人々の意識を浮き彫りにしておきたい（伝承文中の つ目
•
は、同
一地区内の別の話者の内容である事を示す） 。３
 西にし
久く
地じ
•
昔は、大勢子供がおるような家は、オフナトサンにお参りして、子供の無事成長を祈願していた。
５
 一いち
宇う
夫ぶ
•
昔は、どこの家も家の門の所に必ず祀ってあり、家の護り神と 信仰していた。
６
 名みょう
•
一二月一五日に、近所の足の悪い人がお参りに来ている。オフナトサンにお参りすれば、足痛が治ると言わ
れている。隣の家の古いお婆さんが、私の家所有の畑の中の大きな岩の所に祀ってあるオフナトサン 「お参りさせてくれよ」と（子供の私に）言いながらお参りして のを覚えている。お婆さんによれば、このオフナトサンは足を丈夫にしてくれる神サンという事であった。そのお婆さんは、足 痛い人であった。また、オフナトサンに供物を供えて、 「足が痛いけん治して下さい」と語りかけな ら祈っ た これは私が子供の頃の話である。10 中なか
津づ
•
オフナタサンは子供の多い神サンなので、精出してオフナタサンにお参りすれば、子供の生まれない人に
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は子種が授かるといわれている。子種の欲しい人がオフナトサンにお参りしていたら、エエ子が生まれるんじゃという話は、よく家の婆さんが語っていた。また、草履をお供えしていたら、足が達者になると言われていた。11 江え
田た
•
オフナトサンは子育ての神であり、戦前の産めよ増やせよの時代によく祀られていた神サンである。オフ
ナトサンに 供 一二人あり、それが全部丈夫に育っている。このため、オフナトサンを信仰していれば、子育てをしっかり守ってくれると言われている。子供が一二人も 神サンなので、子育ての神サン、子孫繁栄の神サンと言われて る。12 樫かし
谷たに
•
私の家は、昔子供が無かったので、家の前の石垣の所にオカマゴを作ってあるが、そこに丸い自然石を据
えて祀んりょった。お げで御利益があり、子種が授かり、できたのが私である。
•
オフナトサンは子授けの神
である。子供ができない人が拝む神サンで る。家毎に祀っているわけではない。あれは子供のできん家が祀るもの 、私の家では代々子供ができているの 、オフナトサンを祀る必要はなかった 何せ、この辺 のオフナトサンというのは、子どもができな 家限定で祀 神サンであった この前 家、石垣の正面 家が ここフナ を祀っ いる。子供 な ったが、オフナト を祀 ら その御利益があって、子種 授かったのである。13 宇う
井い
•
オフナトサンは、子供の護り神である。
14 長なが
野の
•
足が痛かったら、このオフナトサンにお参りすると治してくれる。お参りした後は、うしろを振り向かん
ようにして帰って来なければ効き目（御利益）はない。決まった祭日はなく 足が痛い時とか、その他お参りしたい時、随時お参りするものであった。昔の年寄りがこのように教えてくれた。
•
畑の作物を守ってくれる神サ
ンである。畑の隅にオカマゴがあり、そ 中に丸い御神体があ …（実際にその場所を探し みて、陰も形もなかった。完全に祭祀が忘れ去ら 、オカマゴや御神体 単 る石とし 処分されてしまって た） 。17 東ひがしでら
寺
•
オフナトサンは五穀豊饒の神サンである。草履を黙って持って行かない んのじゃ。
18 栗く
生りゅう
野の
•
オフナトサンは、粟
あ
飯い
原はら
家の守り神になっている。
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20 地じ
中ちゅう
•
オフナトサンには子供ができん人がお参りに行く。子供を欲しい人がオフナトサンにお参りすれば、子種
を授かる。何せオフナトサンは子沢山なので、この御利益によって子供が授かる。オフナトサンは子供の神サンなのである。22 鍋なべ
岩いわ
•
オフナタハンは子供がようけおる神サンであり、また子供の頭痛や健康など子供の守り神ともいわれてい
る。子授けではない 子供の無事成長を護ってくれる神サンである。この辺では、オフナタハンというのは子供の成長を守る神サンと われている。
•
桜井のクニオハンが、足が痛いというてオフナタハンにお参りしていた。
ほんの小さな草履 一足編んで えていた。五～一〇㎝程 ごく小さい草履である。 「 ッサン、草履はどうして祀るん」て聞いたら、 「足が痛いのを治してもらうんじゃ」と教えてくれた。冬は孫を負うてようお参りに来よった。23 西にし
野の
間ま
•
オフナトサンは子育ての神、 また旅行の神である。このため、 アシナカや草履を供えることがたまにある。
26 青あお
井い
夫ぶ
•
上一宮大粟神社の宮司さんが、オフナトサンの移動（道路拡幅工事のため）に際し、お祓いに来てくれ
たが、この時神主サンはオフナトサンを「道路の神サン」と言うて説明してくれた。
•
近所の物知りの老人が私
に「これはアンジョ管理しないよ。家の守り神になるけん」と教えてくれた。 「家がようなる（オフナトサンが家を守ってく 、家が繁栄する意） 」と言ってくれた。家 運がようなる、家の守り となるのである。27 宇う
度と
木ぎ
•
足が痛い人は、オフナトサンにお参りすれば足痛を治してくれるという。祀っている箸が落ちとっても、
これを踏んだらいかんという。これを踏めば足が痛く
•
私の家のオフナトサンは、この近所三軒が宇
う
原はら
姓
であり、三軒の宇原姓が共同でここで祀って る 宇原一族の守り神である。30 代よ
次つぎ
•
オフナトサンは、子供を守ってくれる神サン。子供の健康・無事成長を守ってくれる神サンである。
31 二にの
宮みや
•
子種を授けるというのは聞いた事がある。
34 長なが
代たい
•
オフナトサンは子授けの神であり、子供の健康を守ってくれる神サ である。足痛の神というのは知らん
草履を供えるのは知らん。婦人病の神というのは知らん。この辺では、オフナタサンは何の神という特別な物言いは無い。ただ、モンビが来たら祀るだけの神サンであった
四四
近　藤　直　也 151
39 長なが
谷たに
•
オワタギという事からもわかる通り、オフナタハンは人々のカゼ引きを守る神サン。人々をカゼ引きから
守る神サンということを私は姑から教えられている。オワタギからもわかるように、身体を温
ぬく
めてくれる神、カ
ゼを引かんようにしてくれる神サンである。44 坂さか
瀬せ
川がわ
•
オフナトサンは子供を守る神サンというか、子供がようけおる神サンという事になっている。ほなけん、
お祀りに行く時には黙って行かなんだら、物を言うて行っきょったら、子神が全員目を覚まして、供物を全部食べてしまう。オフナト 当たら い。このため、オフナトサンがしっかり食べられるように、静かに音 立てずお参りに行かない と言われ いた。45 中なか
津つ
川がわ
•
オフナトサンというのは子供の（守り）神サンである。子種を授けるのか、子供の健康を守るのか、詳
しい事は知らんが、と か 昔から子供の神サンと言われていた48 元もと
山やま
•
オフナトサンは子供の神サンで、この神サンを祀れば子供が一二人以上できるという。子供が一二人以上
生まれたら、オフナトサンが（玄関先 参りましたと言って）立てるという。子宝を授けてくれる神である。オフナトサンは子供の神サン、子宝を授け この辺では理解されている。子供の欲しい人がそこへお参りすると、子種が授かる。以上、全二二地区での延べ三一例（以下の分析では延べ三一例を分母とする）の御利益が判明したが、こ らは
大きくａ～ｆの六種に分類し得る。ａ
1 、子育て。３・
11・
13・
22・
23・
30・
34・
44・
45（九例二九％）
ａ
 2 、子授け。
10・
12・
20・
31・
34・
45・
48（七例二三％）
ｂ
 、足痛を治す ６・
10・
14・
17・
22・
27（六例一九％）
ｃ
 、家の護り神。５・
18・
26・
27（四例一三％）
ｄ
 、旅行・道路の
23・
26（二例六％）
ｅ
 、作物・五穀豊饒 神。
14・
17（二例六％）
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ｆ
 、カゼ引きから守る神。
39（一例三％）
ａ
1九例の「子育て」とａ
2七例の「子授け」は子供関連で共通するものの、微妙にその内容を異
こと
にするため二つに
分け、ａ群として纏めた。ａ群は合計一六例で全体の五二％を占め、神山町内では過半数を越す一般的な御利益であった。岐神と言えば、子育て・子授け神の代名詞ともなっていた点に大いに注目しておきたい。
ａ群に次いで多いのはｂ六例の「足痛を治す」であり全体の一九％を占めるもののａ群の三分の一程しか無く、
二番手とは言えその差は極めて大きい。ｃ四例は「家の護り神」であるが全体の一三％で、ａ群の四分の一しか占めていない。ｄ二例の「旅行・道路の神」は僅か六％で、ａ群の八分の一であり、殆ど存在感が無い。一般的に、岐神と言えば正式名称は
来く
名な
戸との
祖さへの
神かみ
と称される如く、
道さいの
祖
神かみ
的性格即ち旅や道の神としての性格が強いと考えられ
がちであるが、神山町内で 僅か二例で六％を占めるに過ぎない ある。なぜこのような結果になったのかは最後に二
－七で詳述する予定であるが、ａ群と比較対照する上でまさに岐神の本質が浮き彫りにされるであろう。
ｅの「作物・五穀豊饒の神」二例も全体 六％し 占めず本流から大きく外
はず
れているが、基本的にこれはかなり
後付けで作られた新しい伝承 言える。偶
たまたま
畑の一隅で祀られていたため、その場所重視でこのように説明されたに
すぎない。加えて、ｆの「カゼ引きから守る 」一 三％は後に詳述するが、割箸の先に綿を巻きつけた旧暦一一月一六日の岐神への供物とし のオワタギから 単純な発想で、初孫に綿入れ着物を嫁 実家から旧暦一一月一五日に贈る習俗もオワタギと称す 同名異種の二つ オワタギから派生したものであり、決して本来的なものではない。例外的に僅か一例しか存在せず、類例が皆無 あった点は、そ 大きな証左となる。
さて、第三稿で詳述したが一九七九年刊の『神山のおふなとさん』中で判明した御利益は延べ七〇例あったが、
この中でａ群 相当する「子育て」 「子授け」関連の伝承 二一例で全体の三〇％しかなく（近藤の調査では五二％で過半数越え） 、 「子授け」のみでは僅か一例で一・四％に過ぎなく（近藤 調査で 二三％）例外的存在 あ た。二〇一一年の近藤の調査とは三二年間の差があるが、たった三二年間で 山町内の民俗が大きく変質とは考えられない。該書で「備考欄」 記されて た点か 推せば 延べ一 六人の調査者達の質問項目の中に「御利益」が入っ
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ていなかったようである。調査者全員の意志統一としては、岐神祠の形・御神体の数・供物の種類・祭祀日のみが一覧表として纏められ、この各欄の中に該当を示す○印や数字のみを書き込む書式になっており、肝心の生の伝承は狭い備考欄に押し込められてしまっていた。これを最大限引き延ばして考察を加えたのが近藤の第三稿である。従って、もし一九七八年の段階で御利益に関する質問項目が入っ いたならば、より正確に当時の岐神信仰の本質が浮き彫りにされたはずであるが 無い物ねだりをしても仕方無いので、近藤の今回の調査で我慢するしかない。恐らく、もし御利益に関する質問項目が加えられ ならば、近藤が弾き出した百分比指数と殆ど変わらず、 「子育て」 「子授け」が全体の過半数を軽く越えていたと考えられる。
御利益明言伝承を通覧してａ群一六例五二％から最初に感じるのは、岐神がかつては小児科・産婦人科の役割を
果たしていたという点である。医学が発達していなかった近世以前の神山町では、ただひたすら岐神に祈りを捧げるしかなかった。ａ
1の「子育て」に関しては、
11の江田の「オフナトサンは子育ての神サンであり、戦前の産めよ
増やせよの時代には、特によく祀られ た神サンである。オフナトサンには子供が 二人あり それが全部丈夫に育っている。このため オフナトサンを信仰 いれば、子育 をしっかり守ってくれると言われている」という伝承は岐神の本質を最も詳細に説明する のとして大きな意味を持つ。即ち、近世以前ま 遡らなくても、一九三九年 「優良多子家庭表彰要綱」が発表された段階でも岐神は「特によく祀られていた」のであ た。岐神は子育て上手であり、一二人の子供全員を丈夫に育 上げた実績があり、こ
肖あやか
るべく人々は岐神を信仰するのであった。
11の伝承が略されれば、３の西
にし
久く
地じ
の「昔は、大勢子供がおるような家
44444444444
は（傍点近藤）
、オフナトサンにお参りして、子供の
無事成長を祈願していた」となり、更 略されれば
13の
宇う
井い
の如く「子供の護り神」とだけ言われるようになる。
多産多死の時代は、裏を返せば子供が死にやすかったため、 「大勢子供がお ような家」はそれだけ子供の死に直面する可能性も高かった。岐神への参拝で「子供の無事成長を祈願」する は、この裏には岐神が一人も途中で死なせる事無く一二人の子供を総 丈夫に育て上げた実績があったからに他なら い。３
11の如き詳細な言及は無
いものの、この前提を考慮しておかないと３の伝承は説得力を持 ないのである。
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22の鍋岩の伝承も３とよく似るが、こちらは人側の多産に視点を置くのではなく、岐神側の子沢山に力点を置く。
「オフナタハンは子供がようけおる神サン
44444444444
で（傍点近藤）
あり、また子供の頭痛や健康など、子供の守り神（略）子供の無事成長
を護ってくれる神サン」という。この場合、岐神は一二人の子持ちであり、彼らを全員丈夫に育てたとする言説は言わずもがなとして省略されて る
23の「オフナトサンは子育ての神」 、
30の「オフナトサンは子供を守ってくれ
る神サン。子供の健康・無事成長を守ってくれる神サン」 、
44の「オフナトサンは子供を守る神サンというか、子供
がようけおる神サン」 、
44の「子種を授けるのか、子供の健康を守るのか、詳しい事は知らんが、とにかく昔から子
供の神サンと言われていた」とする伝承群は総て
11の江田の伝承の変化型態であったと言っても過言ではない。岐
神の一二人全員の子育て達成があったからこそ、人々はこれを神と仰ぎ、参詣する事によって岐神から子育てのパワーを貰い、これにあやか 自らも一人の死者 出す事なく数多くの子供全員 無事成長を達成した ったのである。岐神を一二人の子供 育 上げた子育て名人 す ａ
1九例（二九％）の伝承の本質はこの点にあった。
一方、ａ
2七例（二三％）の「子授け」伝承の基本型は
12の樫谷で見られる。 「私の家は、昔子供が無かったので、
家の前の石垣の所にオカマゴを作ってあるが、そこに丸い自然石を祀んりょった。おかげで御利益があり、子種が授かり、できたのが私である」という 特産 酢
す
橘だち
収穫作業をされていた八〇歳過ぎの古老に聞いた内容であるが、
「昔」とは八〇余年前である事が判明した瞬間である。この古老は、自らの誕生の経緯を近藤に話されたのであり、まさに文字通り岐神の御利益を眼前に見る思いがした。岐神の御利益恐るべしな である。
その後、事の真偽を確かめるべく隣家の七〇歳過ぎの古老に聞くと「オフナトサンは子授けの神である。子供が
できない人が拝む神サン 家毎に祀っている けでは い。あれは子供のできん家が祀るもので、私の家では代々子供ができている で、オフナトサンを祀 必要はなかった。何せ、この辺でオフナトサンというのは
444444444444444
、子
4
供ができない家限定で祀る神サンであった
4444444444444444444
。（傍点近藤）
この前の家、石垣の正面の家がここのオフナトサンを祀っている。子
供がいなかったが、オフナトサンを祀っ ら、その御利益があって子種が授かったのである」という先の
酢す
橘だち
収穫の古老の話は事実であり、この辺では特に有名な岐神への申し子伝説であった事が裏付けられた。 「あ
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れは子供のできん家が祀るもの」という若干つき離したような物言い、また「私の家では代々子供ができているので、オフナトサンを祀る必要はなかった」という岐神無用論を聞く中で、益々岐神子授け説が増幅されるのであった。やっとの思いで授かった子供であるから、この子供を死なす事な 無事成長を願うのは当然の流れであ 。ａ
1
の「子育て」九例（二九％）とａ
2の「子授け」七例（二三％）は、まさに表裏一体の関係にあり、ａ群一六例（五
二％）は単体で考えるべきものなのであった。このよ な中で岐神子供一二人説は 申し子をする立場にとれば頼りがいのある心強い存在となる。
48の元
もと
山やま
では「オフナトサンは子供の神サンで、この神サンを祀れば、子供が一二人以上できるという。子供が
一二人以上生まれたら、オフナトサンが（玄関先に参りまし と言って）立てるという。 （略）子宝 授ける神サンとこの辺では理解さ ている。子供の欲しい人がそこへお参りする 、子種が授か 」という。岐神を祀れば必ず一二人の子供が生まれるというものではな が、絶対に 種が授かるという期待値の高さを示している。
10の
中なか
津づ
でも「オフナタサンは子供の多い神サンなので、精出してオフナタサンにお参りすれば、子供の生まれない人
には子種が授かるといわれている。子種の欲しい人がオフナトサンにお参りしていたら、エエ が生まれるんじゃという話は、よく家 お婆さんが語っ た」 いう。ここでは一二人とは明言せず「 供の多い神 するが、具体的には一二人であろう。この子神 多さに肖
あやか
って子授けを願うのであるが、 「精出して」岐神を一心不乱に祀れ
ば、 「子種の欲しい人」には「エエ 」が授かる であった。伝承者は、子供の頃に家の祖母からこの話を く聞かされていたのであり、生きた民俗 して今に伝承している。
先の
12の樫谷と同一の伝承が
20の地中でもあった。 「オフナトサンには、
子供ができん人がお参りに行く
44444444444444
。（傍点近藤）
子供を
欲しい人がオフナトサンにお参りすれば、子種を授か 何せ は子沢山なので、この御利益によって子供が授かる」のであった。 「子供を欲しい 」とは換言すれば「 がで ん 」でも り 願 ても叶え れないため岐神への申し子という形になる。ここでも
10同様一二人との明言はなく「子沢山」であったが、 「何せオフナ
トサンは子沢山な で、この御利益 よって子供が授かる」と う点に注目しておきた 。岐神に申し子を 最
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大の根拠は「子沢山」にあったのであり、何としてでもこの子沢山さに肖
あやか
ろうとする切ない程の思いがこちら側に
伝わってくる。この他、
31の二
にの
宮みや
では「子種を授けるというのは聞いた事がある」 、
34の長
なが
代たい
では「子授けの神であ
り、子供 健康を守ってくれる神」 、
45の「子種を授けるのか、子供の健康を守るのか、詳しい事は知らんがとにか
く昔から 神サンと言われていた という。中でも
34・
45の二地区ではａ
1の「子育て」とａ
2の「子授け」が同
居しており、ａ群一六例（五二％）の中で最も基本的な表裏一体型 あった事がよく理解できる。この
34・
45の事
例に、古くは各々
11の「オフナトサンには子供が一二人あり、それが全部丈夫に育っている。このため、オフナト
サンを信仰していれば、子育て し かり守ってくれる」と、
12の「おかげで御利益があり、子種が授かり、でき
たのが私である」の如き伝承が付随していたも と考えてほぼ間違いあるまい。以上 分析結果から、神山町内における岐神の基本型は延べ三一例中一六例（五二％）を占め ａ群のａ
1「子育て」 ・ａ
2「子授け」にあったと断言し
得るのであった。
ｂの「足痛を治す」は六例で全体の一九％を占めていたが、この典型例を二例程示しておこう。６の名
みょう
では「一
二月一五日に、近所の足の悪い人がお参りに来 いる。オフナトサンにお参りすれば、足痛が治ると言われている。隣の家の古いお婆さんが、私 家所有の畑の中 大きな岩の所に祀 あるオフナトサンに『お参りさせてく よ』と（子供の私に）言いながらお参り いたのを覚えている。お婆さん よれば、このオフナトサンは足を丈夫にしてくれる神サンという事であった。そのお婆さんは、足の痛いひとであった。ま オフナトサンに供物を供えて、 『足が痛いけん治して下さい』と語りかけながら祈 いた」という。岐 の祭日は一一月一六日と一月一六日であるが、ここではなぜか一二月一五日になっており、月と日 微妙に違 いる。 「子育て」 「子授け」 「 痛治し」との違い 何らか 関連性があ かもしれないが 現時点では未詳である。伝承者は当時子供であり隣家のお婆さんが他人の敷地内に祀ってある岐神祠に自由にお参 する光景が普通に見られた であり これは現在も変わっていない。相手は子供な で参拝の許可を得る必要も無 だが 「お参りさせてくれよ の声掛けは、子供でも大人と て扱おうとする隣家 子供に対す お婆さんの優 さであろう。この鮮明な記憶と共に、伝承者は
五〇
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「足が痛いけん治して下さい」と岐神に祈りながら語りかける言葉も明確に覚えていた。
22の鍋岩では「桜井のクニオハンが、足が痛いというてずっとオフナタハンにお参りしていた。ほんの小さな草
履を一足編んで供えていた。五～一〇㎝程のごく小さい草履である。 『オッサン、草履はどうして祀るん』て聞いたら、 『足が痛いのを治してもらうんじゃ』と教えてくれた。冬は、孫を負うてようお参りに来よった」と言う。八〇歳代の女性の子供の頃の記憶であるため、八〇年近く前の話である。足痛を治してもら ため、岐神に小型の藁草履を編んで供えていた点に大いに注目しておきたい。恐ら 、６の
名みょう
でも言及は無かったが藁草履を供えながら「足
が痛いけん治して下さ 」と唱えていたのであろう。
類例は
10の
中なか
津づ
にもあり、 「草履をお供えしていたら、足が達者になる」と言い、
14の
長なが
野の
では「足が痛かった
ら、このオフナトサンにお参りすると治し くれる。 （略）決まった日はなく、足が い時とか、その他お参りしたい時、随時お参りするものであった。昔 年寄りがこのように教えてくれた」と言う。また、
17の東
ひがしでら
寺では岐神参
拝に際し「草履を黙って持って行かないかん じゃ」と隣 オバチャンから教えられていた 、何のための草履なのかは明言されていなか た。
10・
22の供物としての草履を考慮すれば、足
あし
痛いた
治ち
癒ゆ
または足が達者になるためと推
定し得る。加えて
27の
宇う
度と
木ぎ
では「足が痛い人は、オフナトサンにお参りすれば足痛を治してくれる」という。
以上、ｂ六例（一九％）の「足痛を治す」事例を考察したが、六例中三例までに草履が供物とし 登場して る点から推せば、他の三例においても言及は無かったが本来は草履 必須のものと見做し得る。
ｃの「家の護り神」四例は全体の一三％しか占めないが、この典型例は
26の青
あお
井い
夫ぶ
に見られる。 「近所の物知りの
老人が私に『これはアンジョ管理しないよ。家の守り神に るけ 』と教えてくれた。 『家がようなる（オフナトサンが家を守ってくれ 家が繁栄する意 』と ってくれた。家の運がようなる 言 のである。岐神を祀る事によって何
な
故ぜ
家の守り神になるのか、またなぜ家の運が良くなるのか具体的な因果関係は不明である。
他の類例を見れば、５の一
いち
宇う
夫ぶ
では「昔は、 （どこの家も）家の門の所に必ず祀ってあり、家の護り神として信仰
していた」 、
18の栗
く
生りゅう
野の
では「オフナトサンは、粟
あ
飯い
原はら
家の守り神になっている」 、
27の宇
う
度と
木ぎ
では「私の家のオフ
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ナトサンは、この近所三軒が宇原姓であり、三軒の宇原姓が共同でここで祀っている。宇原一族の守り神である」と言う。これら四例は、既成事実として「家の護り神」が語られているものの、その根拠が明らかにされていない。記紀神話における
絶ことどわたし
妻之誓建・来
く
名な
戸との
祖さへの
神かみ
の出現を伴うキ・ミ神の一日五百人ずつ人口が増える創世神話を考慮す
れば、イザ キを始めこの世の人々が皆殺しになってしまう危機の中で、一日千人の死者で済ませ、更にその数を五百人上回る千五百人の出産を可能にしたのが、あの世とこの世の境界に立つ杖から化成した
来く
名な
戸との
祖さへの
神かみ
即ち岐神
であった。従って、岐神を「家の護り神」とするのは根拠のある事柄なのであるが、伝承上ではこれへの言及は皆無であった。恐らく、かつてはキ・ミ神による一日五百人ずつ人口が増える創世神話 伴っていたものが、途中で脱落し単なる「家の護り神」に変化したも であろう。
ｄ二例（六％）は旅行または道路の神であるが、
23の西
にし
野の
間ま
では「オフナトサンは子育ての神、また旅行の神で
ある。このため、アシナカや草履を供えることがたま ある」 いう。旅行の神が子育ての神と併記されているが、アシナカや草履は明らかに旅行を意図した供物であっ 。但し、これら履物に注目すればｂ六例の「足痛を治す」にも共通する可能性も出てくる
26の青
あお
井い
夫ぶ
では「上一宮大粟神社の宮司さんが、オフナトサンの移動（道路拡幅
工事のため）に際し、お祓いに来てくれたが この時神主サンはオフナトサンを『道路 神サン』と説明し くれた」と言う。ここでは、神職によ 教科書的解釈が施さ ているが 「道路の神」を指す であれば岐神よりも道
どう
祖そ
神じん
方がよりふさわしい。岐
ふなとがみ
神は、境界守護の神であり、 「道路」ではなく「遮断」または「魔除け」の意の方が適切
である。
23・
26は共に旧神領村に属し、地域限定的な分布状況であった。
ｅ二例（六％）は作神としての岐神であるが、
14の長野では「畑の作物を守ってくれる神サンである。畑の隅に
オカマゴがあり、その中に丸い石の御神体があった」という。その直後、伝承者と共 石祠があったという場所を隈くま
無く探したが、石祠も御神体も一切無かった。耕作に紛れ、いつの間にか消滅したのである。人々の岐神に対す
る信仰心が薄れる過程で、石祠 御神体も単なる一個の石と見做され 邪魔 として自然と取り片付けられてしまっていた。 「自分一人が生きるのに精一杯なため とても神サンを祀る余裕など無い。私 先代までは祀っていたが今
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は無い。 （略）今はオフナトサンをおまつりしよる人は、この辺では誰もおらん。自分達の氏神サンもよう祀らんようになったのに、屋敷神のオフナトサンなど祀るどころではない」と伝承者はしみじみと近藤に語った。過疎化に少子高齢化が重なり 伝承者 生活環境はか り荒れ衰退しているように見えた。確かに先代までは存在していたが、このようにして岐神信仰は消滅していくのである。
17の東
ひがしでら
寺では「オフナトサンは五穀豊饒の神サン」と言う。確かに畑の脇に祀ってあったが、岐神に関する積極
的な五穀豊穣説明伝承は全く聞かれなかった。
17も
14と同じく旧下分村に属しているため、一つの作神文化圏を形
成していたようである。
ｆの「カゼ引きから守る神」一例（三％）は
39の長
なが
谷たに
の事例であるが、他に類例は無く全県下の事例と照合して
も見当たらなかった。オワタギの項で後 詳述するが、ここでのオワタギは他地区と異 り、一一月一六日に御飯に箸を添えて食べる めの箸とし、これに綿を加えるだけで他地区で見られる本来の箸先に綿を巻きつける事はなかった。さらに簡略化が進み 最後は御飯と箸が消えて綿 み岐神に供えるようになっていたと う。このオワタギの「綿着」の部分だけが強調されて、旧一一月一六日に岐 子神に綿入れを着せ （旧一一月一五日 初孫に嫁の実家から綿入れ着物を贈 風習と重複）点が強調されて、 「カゼ引きから守る神」と解釈されるに致ったのであろう。但し、旧一月一六日には御
オ
帷カタビラ
と称し夏用の着物を象徴した着物形の紙を割箸に挟んで供えている点を考慮す
れば、岐神を「カゼ引きから守る神」とのみ解釈する 一面的であり適切ではない。夏用の御
オ
帷カタビラ
の部分が抜け落
ちているのである。これらの諸点を考え合わせれば、ｆの「カゼ引き ら守 神」 相当新しい解釈であった 断言し得る。加えて、岐神の御利益の分布状況を地図４に掲げた 、ｆのみ
39に位置して他類型と大きく隔絶してい
る。徳島市との境目で 神山町内では最も都市 の んだ地区であ てみれば、最新 解釈が創出されても何ら不思議ではないのである。
さて、神山町内における岐神御利益明言伝承ａ～ｆを一通り通覧してきたが、 「子育て・子授け」のａ群一六例が
全体の五二％を占め、他 ｂ～ｆ 大きく 離して断トツであり れが神山町 一つの大きな特徴であった点
五三
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をここで再確認しておきたい。その上で、全県下の岐神の御利益につい 通覧しておこう（地図５参照） 。全県的に見れば、足痛を治す神で治れば草履を供えるという事例が、小松島市・上勝町・脇町に分布しており、 の三地点を結ぶ線内に神山町が位置するのは偶然ではない。草履の供物の言及は無いが、足痛を治す神とするのは羽ノ浦町・鷲敷町・相生町・日和佐町・海南町など県中東部から南部に分布してい 。更に上那賀 で 岐神自身が足腰が不自由な神となり、こ から発展して木頭村では片足の神で一〇月には出雲に集合できずに独り居残って子供を守る神とする解釈が派生している。同様の語り 海南町でもあ 足の悪い神で一〇月に出雲へ行けないので残って子守りの神となり、また人々の足痛を治す神とも目されていた。神山町で支配的であ た 育ての の片鱗が木頭村・海南 に見られる点に注目し おきたい。子供 守り に注目すれば、この他に小松島市・脇町にも分布しており、岐神分布地域総て点在する事 判明する。
一方、子授けに限定すれば神山町・佐那河内村
名東郡佐那河内村
地図上の番号は
表１の番号と対
応する。
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名西郡石井町
船盡比咩神社
鮎喰川
旧入田村
船盡比賣神社
旧一ノ宮村
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徳島市
旧鬼籠野村徳島県名西郡
神山町全図
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子・12人
子・12人
足・作
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家
12人
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道・家
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12人
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授
12人・
ウルウ年13人・
子・授
授 子沢山
足・授・多
授・12人
授 ・12人
子・授・
言及なし
地図４　岐神の御利益
ａ、子…子供の守り神　授…子授け 16例　52％
ｂ、足…足痛を治す ６例　19％
ｃ、家…家の守り神 ４例　13％
ｄ、旅…旅行の神　道…道路の神 ２例　６％
ｅ、作…作の神 ２例　６％
ｆ、カゼ…カゼから守る神 １例　３％
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を南限とし、鴨島町・川島町・吉野町・山川町・穴吹町・脇町を北限として分布する。子授けが北型とすれば 子育ては岐神分布圏全域型と言い得る。神山町内にａ
1の「子育て」
ａ
2の「子
授け」が密集するのは、全県的に見て「子授け」の南限域であり、 「子育て」文化圏の中心部であり、両者が重複していたためである事が分布圏上の考察で明らかになる。ま 、岐神祠数で神山町が七六七基も存在していた点は先に詳述したが、数の上でも神山町を中心として周辺各市町村に岐神信仰が分布した 考え ほぼ間違いない。この点から、神山町を中心とす 徳島県下の岐神の御利益の中心は「子授け」 「子育て」の二点に凝縮されており、他 これ の付属または派生であった見做し得る である。　　
二
－七、
		 岐神女神考
	
	
―親神について考える―
さて、第一項～第六項まで一連の岐神子沢山
関連伝承を考察する中でチラチラと見え隠れするものがあり、徐々に深まり行く論考 中で益々その存在感を高めるものがあった。それが岐神
北
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貞光町
一宇村
脇町
穴吹町
木屋平村
木頭村
阿波町
山川町
市場町
川島町
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阿南市
鷲敷町
由岐町
徳島県全図
失せ物（西河内字松野）・
足の病（奥河内字井の上）
生きた川エビ（西河内字木谷野）・
眼疾（山河内本村）・
生魚（田井）・薪一荷
足神（治ると藁草履）
子供の護り神
子宝の神
盲目
旅行の神
疫病・悪霊・
風水害を
防ぐ神
増産の神
（12人）
個人の家の
守護神
せち木（坂州広瀬）
「チンバ」の神（南宇）
片足の神（出原）
一本足の神（西宇）
農業神
子供を守る神
10月10日
薪一束（出原）薪七荷半（西宇）
裁縫技術向上
子授け
安産
増産・悪疫除け・
船・子授け
多子繁盛
薪一束
手足の痛み
子供の安全
子授け
家の守り神
失せ物・薪二本
足痛（治ると藁草履）
眼疾・藁馬
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子供の守り神
牛馬の神
足
足腰が不自由
節木一荷
生魚
手足の神
足腰・失せ物・川エビ・
ドボンコ・生魚人々の足痛を治す←足の悪い神
…10月に出雲へ行けないので
残って子守りの神となる・腰病
　　の神・薪一荷
　　（大里・樫木屋・上小谷・平井）
地図５　岐神の御利益（徳島県下全域）
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女神説である。子神一二人説は先に二
－一で詳述し
たが、子神一二人も居れば当然その両親に注目しなければならない。ところが、父親に関する伝承は全四八地区中一例も見出し得なかった。親の正体が知りたくて、敢えて親の性別やその特性に関する質問を投げ掛け み のであるが、殆ど 回答は表１に示した如く要領を得ないものばかりであった。それでも隈なく探した結果、辛うじて親に言及する事例が
17・
22・
23・
26・
32・
34の六地区で見出された
（地図６参照） 。各地区の事例を一つずつ考察しながら、女神でなければならなかった必然性を明ら にしておきたい。
17 東ひがしでら
寺
•
オフナトサンは十何人の子供があり、オカ
アサン 御飯食べれんけん、黙って音を立てずに静かにお参りしなければならなかった。私は知らなかったが、隣のオバチャンが教えてくれた。22 鍋なべ
岩いわ
•
一二人も子を産んだぐらいじゃけん、オフ
ナタサンは女の神だと思う。お父さ がおらな一二人も子はでけんけんど、お父さんの事は知 ん。昔から何の言い伝えもない。23 西にし
野の
間ま
•
オフナトサンは女神である。この話は現
名東郡佐那河内村
地図上の番号は
表１の番号と対
応する。
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鮎喰川
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神山町全図
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女の神
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女の神
地図６　岐神を女神とする六地区
五六
近　藤　直　也 139
在ほとんど次世代に伝わっていない。26 青あお
井い
夫ぶ
•
お参りする時には音を立ててはいけない。音を立てれば子供が気付き（目を覚まし） 、供物を全部食べ
てしまい親に当たらんという。オフナトサンは子沢山の神サンで、子供がようけおるという。オフナトサンがおじぎすると うのは知 。ど も女の神サンらしい。32 川かわ
平ひら
•
オフナトサンは、子供が一二人おる。お参りに行く時に、クチャクチャ言うて行きよったら、子供が目を
覚まし、供物を全部食べてしまい、オフナトサンに当たらんという。このため、黙って静かにお参りせないかんという。そうするとオカアサンが供物を ただき、そのあと子供に分配してあげられるとい 。34 長なが
代たい
•
オフナトサンには子供が一二人、閏年には一三人 るという。子供が目を覚ましたら、オカアサンに供え
た御飯 当たらずに、全部子供が食べてしまう。そうすると願いを聞き届けてもらえないし、オカアサン（オフナトサン）がひもじい思いをすること なる。このため、 にお参りする時には ガヤガヤ言わず、おとなしいに黙ってお参りせないかんと言われているこれら六例の分布状況を見れば 町域の中心地からほぼ同心円上に分散している事が判明する。下流域は都市化
によって伝承が廃れ、上流域は過疎化によって村が衰退したため、必然的にまん中の方に残ったのであった。これらの趨勢から推せば、元はこの六例だけでなく町内のほぼ全域に岐神女神伝承が分布していたと考えられる。
さて、
17の東
ひがしでら
寺では「オカアサンが御飯食べれんけん」と称し、岐神を母神と規定している。これは、一連の話
の流れで自然に出 きた表現であり、地元の人々は無意識裏に岐神母神説に立脚しているのであった。同様 現象は
32の
川かわ
平ひら
でも見られ、黙参の結果として「オカアサンが供物をいただき、そのあと子供に分配してあげられる」
と言う。岐神即母神なのであった。先に二
－二で詳述したが、黙参は三二地区（六七％）で見られ、町内ではほぼ
支配的であったが、これは先に母神である岐神が食欲を満たし、後に子神一二人に分配する暗黙の了解が のである。従って、裏を返せば黙参地区は総て母神と規定されていた事になる。少なくとも、父 の事例は一例も見出し得なかったため 親神は総て母神であったと見做してほぼ間違 い。
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加えて
34の
長なが
代たい
でも、子神が目を覚ませば「オカアサンに供えた御飯が当たらずに全部子供が食べてしまう」 、 「オ
カアサン（オフナトサン）がひもじい思いをする」ため参拝しても願いが聞き届けられないのであった。母神の口に供物が入らないと願成就しないという伝承は極めて重要であり、岐神祭祀の目的は母神に供物を食べてもらう所にあった。このためにこそ、黙参 どを初め様々な禁忌が介在していたと言っても過言ではない。ここでも岐神は自然 母神と見られていた。以上
17・
32・
34の三地区では自然の流れの中で母神と規定し、親しみを込めてオカア
サンと称していた。
一方、
23の西野間の伝承者は『神山のおふなとさん』を纏められた大粟玲造氏であり、町内七六七祠を知り尽く
された人の発言 は相当重いものがある。氏は「オフナトサンは女神である」と断言されており、全く迷いは無い。但し、 「こ 話は現在ほ んど次世代 伝わっていない」と述べ、一九七八年の調査時期から三〇余年の隔絶 よって伝承が大きく退化している事を指摘されている。このような中にあって、三二年後 二〇一一年の近藤の調査によっ 六例（一二・五％）もの女神事例を見出し得たの 稀
け
有う
の部類に入るかもしれない。
26の青
あお
井い
夫ぶ
は杉丸家での事例であるが、ここでは「どうも女の神サンらしい」と言うものの、確たる根拠がある
わけではない。子沢山で一二人産んだと言う点か 女神を導き出 たようである。但し、第二稿 詳述したが、一九六九年刊の『神領村誌』には「本村で代表的なのは、青井夫の杉丸宅前にあるもので、一の宮舟戸神社の分霊との伝説もあり、他所と比較して規模も大きい」とある。 し杉丸家 岐祠が中心となって町内各地に広まったとするならば、町内の岐神は総て女神というこ な 。なぜな 、第一稿で詳述した如く、本社の祭神は船
ふな
盡と
比ひ
咩め
神
であったからである。同じ現象は
22の
鍋なべ
岩いわ
でも見られ、 「一二人も子を産んだぐらいじゃけんオフナタサンは女の神
だと思う」と明言している。産む力というか多産ぶりが、 の最終的な根拠になっていたのであった。ただ、そうと仮定してもどうしても残る問題は父神の存在である。八〇歳過ぎ 女性の伝承者は、 「お父さんがおらな一 人の子はでけんけど、お父さんの事 知らん。昔から何 言い伝えもない」としみじみ述懐する点は大 注目しておきたい。
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一二人の子沢山で、黙参しないと音を聞きつけて一斉に目を覚まし、供物を子神が総て食べ尽くし、母神がひも
じい思いをすれば、願い事が聞き届けられないという伝承が極く一般的な岐神の伝承であったため、岐神女神説は動かしようのない真実といっても過言ではない。また、一二人以上子供が生まれた家に岐神が負けましたと言っておじぎする。御利益の大半が子授け・子育てであってみれば、この中に男神が介在する余地は殆ど残されていない。抑そも
そ々も
、岐神ともあろうものが一二人の子神に自らの供物を横取りされ、食い尽くされて一口も親神が食べられない
という事自体有り得る か。岐神家の子供の躾
しつけ
は一体どうなっているのか。親神の子神一二人に対する養育方法が
根底から問い糺
ただ
される程の極めて忌
ゆ
ゆ々
しき重大な問題である。神山町内の七六七祠の岐神伝承を通覧する中で、ま
たこれと同質の伝承が県下全域の岐神祠にあってみれば、神山町内を含む県内総ての多産・黙参伝承を持つ岐神は女神であったと断言し得る。厳しく子神達を仕付け、行儀作法を教え込み、これを守らない者は厳罰に処すという父性が全く感じられな のであ 参拝する人側も、これを見越して黙参に励み 母神の口に少しでも供物が入るようにと後ろを振り向か とか、食べ終わった頃合いを見計らってエヘンと咳払 をするなど様々な努力や工夫を施すのであっ 。殆どの岐神 は 自他共に父性の欠如 認めているのであり、換言すれば女神説を内外に高らかに宣言しているようなものである。完全に子神のペースにはまり、母神は何とかして自らの食欲を満たすため、「盗人みたいにして食べ」て汲々とした毎日を過ごすのであった。全国的に見れば、県下に一千祠以上分布し、黙参を初めとする様々な子沢山伝承を伴った岐神信仰など、質・量とも 他の都府県には全く見出 得ない極め 珍奇な現象である。旧阿波国の特質と言 ても過 ではないが こ 特異な信仰がいつ・どのようにして発生した かは第一稿の二
－二で詳述しておいた。
要点を記せば、 『日本三代実録』所載の貞観一四年（八七二） 一月二九日の記事に平安京に怪異が発生した。こ
れを鎮めるため、朝廷は阿波国所在 「船
ふな
盡と
比ひ
咩め
神」を正六位上から従五位下に昇叙したのであった。近世末以降、
この神社の所在地をめぐって、鮎喰川中・下流域の半径二・五㎞範囲内で三社 「船盡比咩神」社の候補地が挙げられていた。近藤の精査により、地名・伝承から旧名東郡一宮村舟戸地区所在の船盡比咩神社が最適であ 事が判
五九
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明した。即ち、貞観一四年（八七二）段階で既に船盡比咩神社が一宮村舟戸に存在していたのであり、この神社の名声や御利益は当時の朝廷にまで鳴り響き、怪異が都に発生した段階でこれを鎮めるべく朝廷は階位を一階級昇叙していたのであった。恐らく、該社は奈良時代以前から一宮村（当時は別の村名であろう）舟戸地区に鎮座していたと考えられる。当時の朝廷において、いかに阿波国の船盡比咩神社が怪異鎮めに御利益有りと認められていたかがよく理解できよう この点は、阿波国内の岐神の多さ、とりわけ神山町内における七六七祠の岐神集中現象を考える上で常に考慮しておかねばならない。
さて、一宮村舟戸地区の岐神の名声が九世紀中葉の段階で余りにも高かったため、後世本社争いが生じるのは必
定である。この筆頭が旧広野村歯の辻に位置する通称「歯の辻サン」 あり、鳥居の額 「船盡神社」の額を掲げるのであった さらにその後、そこ ら鮎喰川右岸南東約五五〇ｍの地点に、遥拝所と ての 比賣神社」の小祠が建立され 。鮎喰川中・下流域の半径二・五㎞の狭い範囲内 三社も 「船盡比咩神社」 建立される必然性がこの点にあった事を忘れてはなるまい
以上の事柄を念頭に置けば、岐神がなぜ女神であったかがよく理解できよう。即ち、オフナトサンと通称される
神の正式名称は船盡比咩であり、貞観一四年（八七二）以前か 阿波国に鎮座していた である。しかも、後世鮎喰川中・下流域の半径二・五㎞以内に三社の同名神社が集中するに至り 阿波国 の岐神信仰は益々盛んになる。中でも、鮎喰川中・上流域を占め 神山町内はまさに三社の船盡比咩神社集中地域を出口とする袋小路状の地勢をなしており 船盡比咩神社地帯 爆発的に増加した岐神信仰は袋小路の中 吹き溜 り、まさに真空パック 態で永久保存されるのであった。神山町内だけで県下の半数以上を上回る七六七祠が分布する必然性は、こ 点 あった。第一稿で詳述した如く、 「船盡」はフナトと訓み、 「比咩」はヒメと訓み女神を示 。女 伝説は、すで 貞観一四年（八七二）以前から存在していたのである
加えて、子沢山を考察するならば、貞観一四年（八七二）の船盡比咩神を更に遡りイザナキ・イザナミの創世神
話まで至る必要がある。こ も第一稿で詳述した所 が、あ 世とこの境目に杖を突き立て絶
ことどわたし
妻之誓建を行っ
六〇
近　藤　直　也 135
た。この杖が
来く
名な
戸との
祖さへの
神かみ
に化生するのである。イザナミ神は、杖を境としてこの世側に立っているイザナキ神に対
して、約束を破り自分に恥をかかせた復讐として一日千人を絞
くびりころ
殺すと明言する。これに対して、キ神は杖を境とし
て黄泉国側に立っているミ神に向い、一日千五百人の子作りを言挙げする。この時以来、地上には人の死が始まるものの一日五百人ずつ人口が増えると神話では説明する。この条
くだり
は、死の起源と共にこの地上に人類がなぜ増えた
のかを語る創世神話でもあった。岐神 御霊とする初見が『本朝世紀』天慶元年（九三八）の記事にある事を第一稿で詳述したが、御霊とされる必然性はミ神に対 キ神の裏切り行為を伴った創世神話にあった は明白である。絶ことどわたし
妻之誓建
に伴う
岐ふなと
神がみ
杖つえ
化か
生せい
説せつ
と、キ・ミ神の言挙げ競争による一日五百人ずつの地上の人口増の神話が重複され
た段階で、岐神子沢山説と岐神女神説 醸成され のであった。結果論的に言えば、ミ神の怨念により杖化生としての岐神が創成され、また地上に一日五百人ずつ人口が増えるに至ったのである。この一日五百人増 創世神話が後に姿を変え、岐神子沢山説に変身する であった。岐神子沢山説 阿波国 みに濃厚に分布するものの、管見では他国の事例を全く知らない。以上の如く、岐神女神説・ 独自 展開するものであり、記・紀神話の根幹部分に深く関連するものであった点を銘記しておきた 。従って、岐神女神説は最も古くはミ神 ルーツを持ち、奈良～平安期頃にかけて「船盡比咩
44
神（傍点近藤）
」と変化し、現在はオフナトサンと愛称され、母神・女神と目さ
れるに至るのであった。神話時代 ら古代・現代に至 ま 、岐神は常に女 であり続けていた点に注目しておきたい。阿波国岐神信仰 核となる中心地は三つ 船盡比咩神社（中心は旧一宮村舟戸所在の船盡比咩 社）が集中する鮎喰川中下流域の半径二・五㎞の地点にあり、そこから上流域に位置する 山町全域 まさに平安中期以前から現在まで続く岐神信仰 袋小路であり 古代 ら現代ま の信仰がまさに真空パック状態 吹き溜まっているのであった。岐神が女神であり子沢山 神であり続けたのは、以 如き太古の創世神話以来の伝統を平安中期・近世末期経由で現行民俗まで継承し続け いたためであっ 。
さて、全県下に目を転ずれば、地図７に示す如く岐神女神説は羽ノ浦町に二例、上那賀町と美馬町に各一例ずつ
で合計四例分布してい 。この三町を線 結べば巨大な三角形となるが、そ 中心に 山町 位置する点は単なる
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偶然ではない。岐神信仰の中心地が三つの船盡比咩神社を中心とする神山町一帯であってみれば、むしろ必然の感さえする。神山町との比較研究のため、これら四例を逐一検証しておこう。『上那賀町誌』には「おふなたさん
　
岐ふなどのかみ
神
と言
い、船戸神・来名戸神などとよばれている。伊弉諾が黄泉国から逃避の後、稧祓のとき投げ捨てた杖から化生した女の神様
4444
と（傍点近藤）
いう。足腰が不自由で
一二人の子があり、田畑のすみ・石垣・庭さきなど、家から近くで祀るのに便利な場所に、オカマ（石づくりの小屋） 、丸い小石を積むなど型のないのが普通である。 （略） 方法は正月に、オシメ・節木・おせち料理を若葉に載せ、踊り魚（生きた魚）とともに黙って祀る」
⑧
 とある。記紀神話
を詳細に検討してみても、一言も「女の神」 文言は見られなかった。にも拘らず、この筆者はなぜ「女の神様」と明記したのであろうか。杖から化生の岐神は正しく記紀神話を反映させているが、「女の神様」の
条くだり
は記紀神話の反映ではない。唯一
考え得る事は、こ 筆者は地元上那賀町内にある岐神女神説を反映させたので ないか いう可能
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夜泣き直し、
悪疫退散女の神
10月の祭日
お母さん
子供12人
正月三ケ日、供えた
後は絶対に振り向か
ない。（三ケ日の間は
お母さんである
おふなとさんに食べて
もらうということで）
母親
子供12人、足の神様
女神・足腰不自由・
正月・12人の子
地図７　岐神女神説の分布範囲
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性である。直線距離で神山町南方約一〇㎞離れた上那賀町ではあるが、岐神信仰に関してはほぼ同一の文化圏を形成していたのである。子神一二人・オカマの中に御神体として丸石を祀る事や黙って祀る点なども神山町と共通する。祭日や供物 詳細に若干 山町との違いはあるものの、黙参を初め子神の数 親神が女神とする根幹の部分は共通していた。町内には岐神祠は忘れられかけた神ではあるが百祠はあるとされ 神山町内の七六七祠には及ばないものの数は多い これらを総合させれば、やはり同一の文化圏であり、この一環で岐 女神説が存在していたと考えられる。
一方、美馬町内の岐神は第三稿で詳述したが、全体で六祠の報告があり、その中の一ケ所のみで女神とされてい
た。加えて、子沢山関連伝承（子神一二人・黙参・おじぎ・子授けなど）の類は一切持たず、またその分布地域からも外れた場所に位置するため、この地域と同一文化圏にあったとも考えられない。女神とされるに至った主な理由は「子供の夜泣きを治す神」
⑨
 とされた点にある。子供の夜泣きをあやす母親のイメージから女神とされたまで
で、子沢山関連伝承文化圏とは一線を画しているものの、その文化圏の西に隣接している点から推せば何らかの形でここに女神説が伝播したもの 判断し得る。
羽ノ浦町では女神説が二例見られたが、古
こ
毛もう
車田では「子どもが一二人いる足の神様といわれ、供え物をしても
なかなか
母親
44
で（傍点近藤）
あるおふなたさんの口に入らないので、子ども（家の）と一緒に供え物をしてはいけない」
⑩
 とい
う。また、中
なかのしょう
庄野神では「正月三が日にはご飯を供えるが、おひなたさんには一二人の子どもがあり、子どもにみ
んなたべられてしまうので、供えた後は絶対に振り向かずに帰ってくるようにいわれてい （三が日の間はお母さ
444
ん
4
で（傍点近藤）
あるおふなたさんに食べてもらうということで） 」
⑪
 という。先に第三稿で詳述したが、羽ノ浦町は明らかに子
沢山文化圏であり、一二人の子沢山伝承から母神がイメージされ 供物をしっかり食べても うよう と黙参が推奨されていた。この点から推せば、黙参・子沢山伝承 分布 地域は地図８に示してお たが これらの地域元は女神であっ 可能性は なり高くなる。まさに、杖か 化生 た岐神が創世神話に登場する必然性はこの辺にあったのであり、キ・ミ創世神話の影響を最も強く受けた地域がこの徳島県下の子沢山伝承分布地域であったと言っ
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ても過言ではないのである。　　　　　　
三、岐神祭祀伝承
　　
三
－一、子綿着と神綿着・帷
かたびら
の関連性
先に第一～第三稿で詳述したが、一口にオワタ
ギと称しても一一月一五日に新生児のために嫁の実家から贈る綿入れ着物を指す場合と、岐神祭祀のために一一月一六日に割箸の先に綿を巻きつける場合の二通りがあった。前者は孫にとれば最初で最後の儀式である 、後者は毎年行なわれる岐神への年中行事である。また、両者の日取りは一一月一五日と一一月一六日と、微妙に 日のズレが認められる。名称は同 のオワタギでも、両者の形態や対象が大きく異なるため、区別する意味で前者を人間の子供を対象とする意味で仮りに「子綿着」と命名し、後者を子神一二人を対象とする意味で「神綿着」と称す 事とし のは、第一稿で詳述した如くである。徳島県下において、岐神子沢山伝承の分布範囲の中に神綿着・子綿着伝承が分布す のは第一稿所載地図３
－４で示した
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12人の子供が食べ
つくすので、後を
振り向かない。
（中庄野神）
12人の子供を生んで無事に育てたので
子宝の神、子供の無病息災を司る神。
12人
12人
目覚
黙（深夜）
不当（盲目）
12人
黙・覚
黙
不当（夜遅くか、朝早く）
子供を守る神
おじぎ
12人
おじぎ
子沢山
12人
おじぎ
16人
12人
13人
おじぎ
12人
13人・12人
男根
13人
おじぎ
12人
黙・不当
12人
おじぎ
12人
13人
黙（上分）
（神領）黙
目覚
子沢山・12人
黙・不当
目覚・黙・不当・子沢山…子沢山
の神で食べられないから後を振り
向かない。（福原）
不当（福原）
子供の
神
12人
黙
９人
黙・不当
黙
12人
黙
子供が多い
黙（早朝）
不当
12人の子供が祭日
（10月16日）に集
まってくるので、
供えものをしたら
後ろを振り向かず
に家に帰る。
（中庄中塚）
家の子供と一緒に
供え物をしてはい
けない。
（古毛車田）
不当
地図８　子沢山伝承分布図
　　人数
黙…黙って参拝、足音を立てない。
目覚…多くの子供が一斉に目を覚まして供物を全部
食べてしまう。
不当…オフナトサンに当たらない。
おじぎ…子沢山の家にオフナトサンが参りましたと
おじぎに来る。
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通りである。より正確に言うならば、子沢山伝承の分布範囲でもその北半分と限定し得る。即ち、第一稿所載地図３
－２と３
－４に示した如く羽ノ浦町・勝浦町・上勝町・木沢村を結ぶ線以南には子沢山伝承はあっても子綿着・
神綿着は一切分布していないのである。さらに、西限は阿波町・山川町・木屋平村までであり、脇町・穴吹町を結ぶ線以西に 子綿着は分布して なかった 即ち、子綿着分布範囲は阿波 山川町・木屋平村を結ぶ線を西限とし、そこから東端の海岸部松茂町・徳島市・小松島市を結ぶ線まで平行移動した形を取っている。子綿着文化圏はかなり強固な集団を形成し、この範囲内に集中的に分布し 他の市町村には全く散見されないの あった。この理由は、新生児に対して嫁の実家から一一月一五日に贈る子綿着が、婚家と嫁の実家との姻戚付合 をより強固なものにする手段として見做されていたためである。新生児としての孫を媒介として、婚 側と嫁 実家側は子綿着の受授を通じてよ い絆が再確認されるのであった 一一月一五日 オワタギの祝いとして、両家 はじめ親戚が集まって祝宴を開くが、それは子綿着祝いという共通認識または共通の文化圏が無ければ成立し得ない。このような背景があるため、子綿着文化圏 一つ 強力な塊
かたまり
として県下の三分の一を占める地域に密集するのであった。第
一稿で詳述したが、子綿着の初見史料は文化一四年（一八一七）年成立の『阿波国高河原村風俗問状答』であったが、近世後期には既に存在していた事が証明される。こ 起源がど 辺まで遡り得るのか想像もつかないが 神綿着と密接に関連する岐神子沢山伝承群ならびに創世神話における岐神の初見、また『本朝世紀』元慶元年（九三八）九月二日の岐神を御
ご
霊りょう
と称して「奉
二幣帛
一」したとあり、この幣
へい
が帷
かたびら
を指し帛
はく
が神綿着であってみれば、子綿着に
先行して神綿着が存在してい 事となる。加えて、 『日本三代実録』所載の貞観 四年（八七二） 平安京 怪異を鎮めるに際し、阿波国船盡比咩神（旧一宮村舟戸所在）が大きな役割を果た た点を考慮すれ 岐神への神綿着供そなえ
は軽く平安時代前期まで遡り得る可能性があった。従って、子綿着に先行して神綿着（実質的には奉
二幣帛
一）が
あったと推定し得るのである。第一稿所載地図３
－４を詳細に検討すれば、子綿着分布圏の中に神山町を中心とし
てその周辺に神綿着・帷
かたびら
が分布しており、平安時代前期には既に神威が朝廷にまで達する程の旧一宮村舟戸に鎮座
する船盡比咩神社祭祀があってみれば、またその が 一人 子沢山で子供を守護す 神という伝承を現在に残し
六五
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ているのであってみれば、神綿着・子綿着のルーツはこの辺にあったと見
み
做な
さねばならない。オワタギが、一一月
一五日の子綿着と一一月一六日の神綿着の両方を指し、同名でありながら一日の日取りのズレ、新生児と子神一二人という対象のズレなど極めて紛らわしいのは、古代の創世神話と現在の岐神子沢山伝承とが二千年を越える歴史的変遷の中で複雑に絡まり合った結果なのであった。起源を辿れば、共 創世神話まで遡り得る可能性がある事をここで再確認し おきたい。
三
－二、神山町内における子綿着事例研究
さて、愈
いよ
い々よ
ここで神山町内における子綿着の事例について若干考察を加えておきたい。町内四八地区での聞き取
り調査の目的は、あくまで岐神信仰をメインに据えたも り、子綿着は補足的なものに過ぎない。このため、各地でこれに焦点を当てて尋ねたも では く、岐神信仰につ て 聞き書きを進める中で偶
たまたま
子綿着について言及
があったもの八例を拾い上げたにすぎない点を予め断っ おきたい。神山町内四八地区では、総て 地区で子綿着がかつては行われていた ずである。これを纏めたものが表２（比較検討 意味で横軸に 神綿着・帷
かたびら
の項目も併
記しておく）と地図９である。子綿着の具体的伝承が聞けたのは八地区であるが 本命 神綿着・帷
かたびら
の考察並びに
比較研究の上で重要な役割を果たすと思われる め、まず子綿着から言及しておき い。３
 西にし
久く
地じ
・オワタギという。子供が生まれて初めての一一月一五日に、嫁の実家から綿入れの着物を縫うて贈って
くるものであった。綿入れのハンコ（半
はん
纏てん
のこと）とか綿入れの着物である。
20 地じ
中ちゅう
•
また実際では、初孫が生まれた時はオワタギと称し、嫁の実家から初孫のために綿入れの着物を贈って
やった。贈られた方は、実家の両親を招き 小宴を開く。23 西にし
野の
間ま
•
ワタギのいわれは知らん。娘を嫁にやって、その家に孫ができたりすると、嫁の実家から一一月一五日
にワタギ祝いと称して綿入れの着物を孫のために縫うて贈る風習が県下一円に広がっている。この影響でオフナトサンの綿着もあるのだと思う。贈られた方は、タダでは貰えんので実家の両親を招いてお祝いを行なう。宴席をもうける。内祝い程度 、ささやかなものである。一月一六日のカタビラがオフナトサンにはあるが、現実の
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表２
　
子綿着・神綿着・オカタビラ（カミコサン）の詳細字名
子綿着
神綿着
オカタビラ（カミコサン）
１
名みょう
ヶが
平だいら
ワタギと称して、
箸に綿を巻いてお供え
することは私の実家（名ヶ平）ではしていたが、ここ（名ヶ平）ではしていない。私はここに嫁に来て、姑さんからこのようにするように 教えられていない。
12月
31日にお参りする。
３
西にし
久く
地じ
オワタギという。子供が生まれて初めての
11月
15日に、嫁の実家から綿入れの着
物を縫うて贈ってやるものであった。綿入れのハンコとか綿入れの着物である。
箸に綿を巻いて
供えた。
箸に綿を巻いて
供えるのは、 箸の音をさせないためと今まで思っていたが、オワタギと関係するとは、今の今まで知らなんだ。
11月
16日や１月
16日などにお祀りすることは
無くなり、正月に一本化し 。
４
立たて
　
岩いわ
ワタギはしていた。箸に綿を巻きつけて
、
オフナトサンに供えていた。何のためお祀りするのか 知らん。→
但し、正月に祀る
。
５
一いち
宇う
夫ぶ
箸に綿を巻いてワタギと称して
祀ってい
た。これは私が子供の頃 親がしていたのを見ただけであり、私の代になっ からは、このような祀りはしなくなっ正月以外は全く祀らな 。
６
名みょう
箸に綿を巻い もの
を供えているのを見
た事がある。
•
箸に綿をモブッて
これを
オフナトサンにお供えしている。これをワタギと呼んでいた。正月
12月
15日に近所の足の痛い人がお参りに来る。
７
江え
　
畠ばたけ
箸に綿を巻い 物を供える 、私はした覚えはないが、私の母の代まではをしていた。 いう名前 聞い事がない。大晦日に祀る。
六七
岐神信仰の三原理と一仮説128
８
入いり
　
手て
昔、
冬に箸に綿を巻いて、オフナトサン
に供えていた。子供の頃、母親と一緒にお参りに行っ 私がここに嫁いで来てからはオフナトサンにお参り 行った覚えはない。
•
箸に綿を巻いた物
を供える
というのを年寄りから聞いた事がある。年に二遍お参りした。詳しくは覚えていない。もう
50～
60年も前の話である。
９
大おお
中なか
尾お
ワタギと称して、
箸に綿を巻きつけて、
オフナトサン お供えしてい これは⓫月⓰日であり、アズキ飯 炊いてお供えしていた。
11月
16日と１月
16日の二回、
アズキ飯を炊いてお供えしていた。
子供の着物の形を紙で切り抜いて、これを箸に挟んでオフナトサンにお供えしていた。
１月
⓰
日
にお祀りしていた。オフ
ナタサンには、 （紙製）とワタ（綿着）を年に二回必ずおまつりに行っていた。 ［無名№１］
10
中なか
　
津づ
箸の先に綿を巻きつけ 、ワタギと称して、オフナトサンにお供えしていた。何日におまつりしたかは忘れたが 「オフナトサンを祝うて来るわ」と言って みんながお参りに行っていた。
半紙を着物
の形に切りぬいたものは、綿 巻きつけた箸と一緒に持って行っきょった。
半紙
の着物も綿と同様に を割 挟んでいた。オワタギ オカタビラの区別が無くなってい 。
紙製の着物の事を
カタビラ
と呼んでいた。
（但し、神綿着と同一の日であり、日取り不明） ［カタビラ№１］
11
江え
　
田た
箸の先に綿を巻きつけて供えている
のを
見た事がある 正月に祀る。
12
樫かし
　
谷だに
12月
16日にオワタギと称して、
箸に綿を
つけた物
をオフナトサンに供えていた。
•
箸の先に綿を巻きつけたもの
がオワタ
ギとして祀られていた。
12月
16日に祀ら
れていた。
箸に綿を巻きつけて供えてい
るのは、子供の頃見た事がある
紙の着物を割箸に挟んでおまつりしていた（日取り不明） 。 ［無名№２］
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13
宇う
　
井い
（正月に）
  箸
に
綿
を
巻
き
つ
け
て
供
え
る
家
もあった。私の家はせん。
14
長なが
　
野の
箸の先に綿を巻いた物を供えたような記憶はあるが、子供の頃の事なので、詳しくは覚えていない。昔は決まった日に祀っていたが、もう今はお祀りしなくなった。今 決まった日 無く、お参りしたい時に行く。
紙の着物を箸に挟んで供える事もあった。確か、
年二回、春と秋の頃のように思う。
［無名№３］
17
東ひがし
　
寺でら
昔は、
割り箸に綿をモクウて、これをお
祀りしていた。隣のオバアチャン 、
割
箸に綿をモクウて、黙ってものを言わずにお参りしてい 。ワタギという。
11月
16日に行っていた。今は正月一回に変化
した。
カミコ［№１カミコ］カタビラと呼ぶものは、１月
16日にオフナトサンに供えて
いた。
19
左そ
右う
地ち
ワタギは昔はしていた。
箸に綿を巻いて、
ワタギとしてオフナトサンに供えていた•
ワタギの話は聞くが、実際に箸に綿をく
るんで祀ることはしらん。
12月にワタギを
したように思う。今は正月 変化
。
20
地じ
　
中ちゅう
また実際では、初孫が生まれた時は、オワタギと称し、嫁の実家から初孫のために綿入れの着物を贈ってやった。贈られた方は、実家の両親等を招き、
小祝宴を
開く。
11月
16日にオフナトサンに綿着をしてい
た。箸または木の棒に綿を巻いて、これをオフナトサンに供えていた。一本だけである。
22
鍋なべ
　
岩いわ
冬旧
11月
16日は綿着と称し、
割り箸に綿
を巻いたもの
を供えていた。
•
箸に綿を
くるんで、オフナタハンに供える。これは
11月
15日。
夏が来たら障子紙で着物の形を切りぬき、これを割り箸に挟んでオフナトサンにお祀りしていた。
夏の着物は、ヒトエモノ
のいみである。１月
16日のカミコは理屈
に合わない。旧
11月
16日は、これから寒
い冬が始まるので、ワタギは筋が通る。１月
16日は、障子紙を着物の形に切りぬ
いて、箸 挟んで祀る。
白い紙の着物の
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名
前は知らん。カタビラとは言わん。カ
タビラとは、この辺では、死人に着せる着物を指す。うち バアヤンは、障子紙で作った着物の事をカミコサ と呼んでいた。 ［№２カミコ］
23
西にし
野の
間ま
ワタギのいわれは知らん。娘を嫁にやって、その家に孫ができたりすると、嫁の実家から
11月
15日にワタギ祝いと称して
綿入れの着物を孫のために縫うて贈る風習が県下一円に広がっている。この影響で、オフナトサン 綿着もあ のだと思う。贈られた方は、
タダでは貰えんので、
実家の両親を招いてお祝いを行なう。宴席をもうける。内祝い程度 、ささやかなものである。１月
16日のカタビラがオ
フナトサンにはあるが、現実の孫にカタビラを作って嫁 実家から孫に贈ることは全くない。 生活でオワタギはあ ものの、カタビラは全く無い
オフナトサンのおまつり日は
11月
16日で、
ワタギの日である。今でもワタギを祝っている人が多い。人間の綿着が
11月
15日
であれば、それより一日遅い
16日がオフ
ナトサンの綿着であり、
割箸に綿を巻い
たもの
をオフナトサンに供える。
これは
一本だけ る。
箸に綿を巻いた綿着は、
一本の家があり、また二本供えている家もある。しかし、一二本や一三本供え家は無い 必ず一本か、多くて二 までである。ワタギのいわれは知らん。
その二ヶ月後の１月
16日になれば、割箸
に着物の形を切り抜いたものを挟んでオフナトサンに供える。これを
カタビラ
と
いう。 ［カタビラ№２］
24
西にし
上うえ
角つの
昔は、子供が生まれて最初の
11月
15日に
は、嫁 実家から孫のため 綿入れの着物を作って贈るものであ た。私の は呉服屋なので 昔はこの頃が近付 と赤ちゃん用 綿入れの着物の材料がよく売れたものである。
11月
16日にワタギがあった。
26
青あお
井い
夫ぶ
実家から初孫に綿入れ 着物を贈るとう話は聞いた事がある。これをオワタギという。しかし、実際には実家から贈られたことは全くなかった。
•
⓫月
15日の
初孫への綿着 は が 詳しくは知らん。
旧暦
11月
16日が、元来はオフナトサンの
おまつりの日である。オワタギと称し、箸に綿を巻きつけたものを供える。
•
昔
はオワタギと称し、箸に綿 巻きつけて祀っていた。今は ない。
⓬
月頃。
日取
りは忘れた。
•
ワタギと称して
箸の先に
綿を巻きつけたものを供えていたが、
こ
れをいつやるか、そ 日にちは詳しくは知らん。
旧暦１月
16日は、
カミコ
［№３］と称し、
紙を着物の形に切り抜き、これを箸に挟んで供えた。
カミコサン
は１月
16日。障
子紙を着物の形に切り抜き、これを割箸に挟んで供えていた。
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27
宇う
度と
木ぎ
オワタギ、オフナトサンのオワタギと称し、
箸に綿を巻きつけたものを供えてい
る。供物は、白飯のみをオヘギに入れて祀
11月
16日に祀る。
11月
16日のオワタギが済んだら、次は１
月
16日の
オカタビラ［カタビラ№３］が
ある。今度は、
夏用のカタビラ
［夏№２］
を供える。このカタビラというのは、紙を着物の形に切り、これを割箸で挟んだものであり、これをオフナトサンに供えるのであった。 のオカタビラには、
帯
もちゃんとついている。 ［★帯つき№１］
28
府ふ
　
中じゅう
割箸に綿をクルクルっと巻きつけたオワタギ
を供えていた。
日取りは覚えていな
いが、両方とも寒い時期に行なってい 。
オカタビラというのはしていた。箸にカミコ［№４］を挟んで祀っ が 最近はしなくなった。 （日取り不明）
29
宮みや
　
分ぶん
11月
15日は、子供が生まれた家に嫁の実
家から綿入れの着物を贈る風習があった。これをオワタギという。
箸に綿を巻きつけて
お祀りしていた。こ
れをワタギと呼ぶ。これ（子綿着）と同じように、オフナトサンに オワタギを祀るものであった。
11月
16日に行なう。
１月
15日には
カミコ［№５］と称し、箸
に紙製の着物を挟んで供えてい
これ
には帯も切って着物
の型に貼りつけてい
た。冬と
夏の意味［夏№３］であろうと
思う 詳しい事はよう判ら が、そうでないかいな。 ［★帯つき№２］
30
代よ
　
次つぎ
子供の時、うちのオジイサンがワタギ作り、これを子供 私がよくお供えに行ったものであ 。おまつりして来いと言われて行った。
11月
16日にお参りに
行った。箸に綿を巻きつけて ワタギと称し、オフナトサンにお供えに行った。
31
二にの
　
宮みや
若い時におまつり 行った事がある。
割
箸に綿を巻いて供えに 。日取りは不明。
32
川かわ
　
平ひら
11月
15日が人間のオワタギであり、
11月
16日がオフナッツァンのオワタギである。
箸先に綿を巻きつける場合もある。 れをオワタギという。
11月
16日がオワタギ。
11月
15日が人間のオワタギであり、
11月
16日がオフナッツァンのオワタギである。
オフナトサンへ行く時には、紙で
カタビ
ラ［№４カタビラ］をこっしゃえて、これを持って行っておまいりする。また、白飯 炊い 祀る。
カタビラ、オワタギ
と一年間に二種類の供物があった。 ［№１年二回明言］１月
16日に祀る。
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33
船ふな
　
底ぞこ
箸に綿を巻きつけて供えるのはオワタギという。
11月
16日である。七五三の翌日
に行な
正月は家で祀って、正月
15日すんだら
16
日になるが、この日には紙で着物の形を切り、これを割箸に挟んでオフナトサンにお供えした。
11月から冬で、
１月が来
たら早や丈のナルイんになるんじゃ
と言
うて、着物の形に紙を切って供えた。 ［無名№４］
34
長なが
　
代たい
箸に綿をくるんだものをお祀りしていた。これをオワタギという。オワタギは冬の寒い頃に祀るものであった。
11月
16日に
祀る。一度 両方を作るのではなく、
11
月
16日と１月
16日の二回に分けて行なっ
ていた。
オワタギだけでなく
オカタビラ［№５
オカタビラ］も作った。オカタビラというのは、紙で着物の形を切り、これをで挟んだもの。１月
16日に祀る。☆
カタ
ビラを作る時には、敢えて片方 袖をつけない。なぜ片袖だけかと言えば、 フナトサンには子供がようけあるけん 忙しいて着物の両袖を着る暇が無かった。このため、敢えてカタビラを片袖だけにしている。着物の両袖が忙しいて れなんだと昔の人は言っていた。私 気憶の範囲でも、カタビラは必ず片袖であった。私が嫁入りした時分 姑 なく大姑（
80
歳過ぎのお婆さん）が私に教えてくれた。ほんでカタビラ（片方しか 片袖しかないのでカタビラという）と言うんじゃと説明してくれた。
35
本ほん
　
名みょう
箸に綿を巻きつけて供えるのはオワタギという。
11月
16日に祀る。
11月から冬で
綿入れを着せ、１月が来たらはや丈が伸びるんじゃというて、着物の形に紙を切って供えた。
１月
16日には紙で着物の形を切り、これ
を割箸で挟んでオフナトサンにお供えした。
11月
16日と１月
16日の年二回祀る。
［№２年二回明言
　
無名№５］
36
折おり
　
木き
箸に綿を巻きつけて、オワタギとし おまつりしていた。
11月
16日に祀る。私が
ここへ嫁に来てからでも、しばらくの間は祀っていた。
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37
北きた
倉くら
目め
ワタギという話は、子供の頃に聞いた事はあるが、実際にした事がない。
38
南みなみくら
倉目
め
割箸に綿を巻きつけて
お供えしていた。
日取りは不明。
39
長なが
　
谷たに
私の知っている範囲では、私はここに嫁いで
60年余りになるが、
寒い日にオワタ
ギという行事が、オフナトサンについてあった。箸に御飯を添えて、これ 綿を添えておまつりする程度である。これをオワタギと称していた。これは今から
60
年前の話である 場合によれば小さな餅もお供えしてい 段々と簡略になり、最後の方は綿だけ 終わった。箸を添えるのは、御飯を食べられるようにという意味で添える であった。長谷では、箸に を巻きつける風習は無かった。御飯を食べるための箸と理解されてい 私は奥の上山の方から嫁に来たのだが、奥 に綿を巻きつけていた。オワタギは
11月
16日の行事であ
る。長谷で 、箸は御飯を食べるため箸に変わっており、綿は箸に巻きつける事なく、別個に供えるものであった。本当は、箸に綿を巻きつけな かんの 、あったらエエワみたいな感じで綿を置いているなと嫁 来た当初は思っていた。
上分の出身である。そこでは、オワタギの他に
カミコ［№６］と称し、箸に紙で
着物の形を切って挟んで供えていた。これは１月
16日であり、オワタギは
11月
16
日の行事であった。奥とこっちではだいぶやり方がちがうなと、嫁に来た当時思ったものである。
42
五ご
反たん
地じ
箸に綿をモブウてお参りし いた。これをオワタギという。オワタギは
11月
16日
に行なう。
紙で着物の形を切りぬいて箸で挟んで供えていた。これは１月
16日に行なう。 ［無
名№６］
45
中なか
津つ
川がわ
昔
は⓬月のいつか日は忘れたが、オワタ
ギをしていた。箸に綿をくるんで オフナトサンにおまつりしていた。最近はせ
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孫にカタビラを作って嫁の実家から孫に贈ることは全くない。実生活でオワタギはあるものの、カタビラは全く無い。24 西にし
上うえ
角つの
•
昔は、子供が生まれて最初の一一月一五日には、嫁の実家から孫のために綿入れの着物を作って贈るも
のであった。私の家は呉服屋なので、昔はこの頃が近付く 、赤ちゃん用の綿入れ着物の材料がよく売れたものである。
んようになった。私がここへ嫁に来たのは今から
50年程前であるが、その頃まで
は盛んに行なっていた。
割箸に綿をくる
んで祀る事をオワタギという。
46
中なか
　
内うち
オワタギというのはあった。私が子供を生んだ時、オワタギと称し、里から綿入れの着物を作って贈ってくれた。これは実際 赤ちゃんに対するオワタギである。私の息子が生まれた年であり、息子は既に
50歳になっている。今から
50年前の話
である。
箸に綿を巻きつけてオフナトサンに供えるのはしらん。 （神綿着ナシ）
47
阿あ
保ぼ
坂さか
箸に綿を巻いて、これをオフナトサンに祀る。これをオワタギと呼ぶ。
11月
16日
祀る。私の先代まではオワタギとカミコを作って供えていたが、私の代になってからはしなくなった。
20～
30年前までは
していた。先代が死んで
30年になるが、
その頃まではし いた。
カミコ［№７］というのは、着物の長袖になったやつを紙で切って着物の形にしたものを割箸で挟ん おまつりする。１月
16日に祀る。
48
元もと
　
山やま
箸に綿を巻きつけて供えていた。これ私の母と祖母がやっ いた事であり、私の代になってからは、これを祀らなくなった。オワタギと言っていた 日取りは不明。
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26 青あお
井い
夫ぶ
•
実家から初孫に綿入れ着物を贈
るという話は聞いた事がある。これをオワタギ 。しかし、実際には実家から贈られたことは全くなかった。
•
一一
月一五日の初孫への綿着は聞いた事はあるが、詳しくは知らん。29 宮みや
分ぶん
•
一一月一五日は、子供が生まれた
家に嫁の実家か 綿入 の着物を贈る風習があった。これをオ32 川かわ
平ひら
•
一一月一五日が人間のオワタギで
あり、一一月一六日がオフナッツァンのオワタギである。46 中なか
内うち
•
オワタギというのはあった。私が
子供を生んだ時 オワタギと称し、里から綿入れの着物を作って贈ってくれた。これは実際の赤ちゃんに対す オワタギである。私の息子が生まれた年であり、息子は既に五〇歳に っている。今から五〇年前の話である。３の西
にし
久く
地じ
でのオワタギとは、具体的に
言えば綿入れのハンコとか綿入れ着物を指
名東郡佐那河内村
地図上の番号は
表１の番号と対
応する。
旧麻植郡木屋平村
旧上分村
郡賀郡木沢村
麻植郡美郷村
１
２ ３
４ ５
６
７８
９
10
11
12
13
14
15
16 17
18
19
20
21
22
23
24 25
26
27
28
29
30
31
32 34
33
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
旧左右内村
卍
焼山寺
旧下分村
旧阿川村
旧神領村
勝浦郡上勝町
麻植郡鴨島町 旧広野村
名西郡石井町
船盡比咩神社
鮎喰川
旧入田村
船盡比賣神社
旧一ノ宮村
船盡比咩神社
徳島市
旧鬼籠野村徳島県名西郡
神山町全図
11月16日、神・１月16日、帷、無名
神、正月
正月に一本化、
子・神
正月・神
神・正月
12月15日 神・正月
神、正月・彼岸・盆 神、年二回・冬の頃
11月16日、神
１月16日、帷
無名
カタビラ
神・帷←カタビラと呼ぶ
同じ日に持参
日取り不明
神、正月三ケ日・七夕・
正月・送り正月（15日）
12月16日 正月や秋祭りに変更
（私の代から）。神、無名
神、正月・盆・彼岸
秋、神、
春、帷、
無名
正月三ケ日
日取り不明
11月16日、神・
１月16日、帷、カタビラ、カミコ
盆・正月・彼岸・節供
12月、神
11月16日
神、子 11月16日、冬、神・
１月16日、夏、帷
　　　　　（カミコサン）
11月16日、子、神・
１月16日、帷、カタビラ
11月16日、
子、神
正月のみ
11月16日、子、神（オワタギ）
１月16日、帷、カミコ
11月16日、神・１月16日、帷、帯つき、カタビラ
日取り不明、神・日取り不明、帷、カタビラ、カミコ
11月16日、神・１月16日、帷、帯つき、カミコ
11月16日、神
11月16日、神、子・１月16日、帷、カタビラ
11月16日、神・１月16日、帷、無名
正月のみ
正月のみ、
割り木に綿を巻く
正月、子
12月のいつか、神
神
11月16日、神・
１月16日、帷、カミコ
11月16日、神・１月16日、帷、カタビラ
11月16日、神
正月、モンビ
10月28日
11月16日、神・箸・御飯に綿を添える　
11月16日、神・１月16日、帷、無名
地図９　	11月15日のオワタギ（子綿着）11月16日のオワタギ（神綿着）・
１月16日のオカタビラ（カミコサン）供えの分布状況
子…新生児のために11月15日に嫁の実家から綿入れ着物が贈られる。
オワタギと呼ぶが、岐神のオワタギと区別するため、「子綿着」と
仮称する。
神…11月16日に割箸の先に綿を巻きつけて供える。オワタギと称す
が、新生児の場合と区別するため、「神綿着」と仮称する。
帷…１月16日に紙を着物の形に切りぬいた物を割箸に挟んで岐神に
供える。これをオカタビラ（カミコサン）と称する。
11月16日と1月16日の両日ともに適正に供え、最も古風を留めている地区は、９、17、22、
23、26、27、29、32、33、34、35、42、47の13地区（全体の27％）に過ぎなかった。
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していた。ここで言うハンコとは半
はん
纏てん
を意味し、半纏に綿を詰めたものである。一歳未満の赤ちゃんに着せる物で
あり、防寒のため身体全体を包み込むものであった。 「綿入れのハンコ」とあるが、地元では既にハンコ自体に綿が入った着物の意味が含まれていた。初めて冬を迎える赤児に、何としてでも風邪など引かせないように、生きて冬を越させ いと う両親・父母両系の祖父母等の熱い思いがこの風習に込められていた。近世以前の多産多死時代にあっては、ただの風邪でさえ落命しやすい赤児であるが、流感などに遭遇すれば初めての冬を乗り越えられずに夭よう
逝せい
した赤児が数多くあった事の裏返しであろう。二
－六で詳述したが、岐神の御利益の大半が子育て・子授けで
あったが、岐神への供物 して オワタギ（但し神への供物は綿入れ着物ではなく箸先に綿を巻きつけただけ 物であったが）と同一名称であるのも、赤児を落命から守る であった必然性が透けて見える。十分な医薬品が整っていない時代にあって、赤児を寒さに晒さず綿入れ着物に包んで保温する対策は、風邪や流感から命を守る最大の防禦であった。旧暦一一月 五日は、新暦に直せば一二月 一月にかけての頃であり まさに風邪や流感が蔓延し始める時期とも重なる。特に新生児には初めての越冬経験でもあり、無事に越せるか否かは最大の試練であった。この大きな困難の反映がオワタギ（子綿 ）儀礼であり、新生児に特化される必然性もこの辺にあった。
20の
地じ
中ちゅう
では、綿入れ着物を嫁の実家から贈られた返礼として実家の両親や親戚を招いて小祝宴を開いていた。
類例は
23西にし
野の
間ま
でも見られ、 「贈られた方は、タダでは貰えんので、実家の両親を招いてお祝いを行なう。宴席をも
うける。内祝い程度のささやかなもので る」と述べている。言及が無かっ 他の六地区においても、大小程度の差はあるものの、関係者一同が集ま て赤児の初めての無事越冬を祈願して宴席 設けていたはずである。また、子綿着への言及が無かった他の四〇地区においても、県下の子綿着儀礼 分布状況から推せば元 存在していたと断言し得る。赤児の風邪引きや流感へ 感染は、生命 左右する程 重大な結果を招くも であり、そうならなため主だった親族が集まって合力する必要が 。ここで見られ 「小祝宴」や「内祝 」は、単な 綿着贈答に伴う「お祝い」ではなく、赤児の生死をかけた越冬祈願にあった。翌日の一六日に、御
ご
霊りょう
としての岐神に同じオ
ワタギと称する神 （箸先に綿を包んだも ）を供える儀式が続くのは、こ 証左 ある。一五日 子綿着が前
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夜祭とすれば、一六日の神綿着はまさに本祭であり、創世神話で一日五百人ずつ人口増を導くに至った杖から化生した
来く
名な
戸との
祖さへの
神かみ
の＝岐神への奉
二幣帛
一の変化形としての神綿着を供える事と直結する。創世神話での国家レベルの
一日五百人増は、伝承レベルの岐神子神一二人説、個人の家レベルでは家族が死に絶える事なく家が永続する事と直結する。神山町内で岐神の最大 御利益が子育て・子授けにあったのは、創世神話の反映という背景 あったからに他ならない。神山町内では「小宴会」や「内祝い」で終わっているが、東隣の木屋平村では「祝い 受ける家では婚礼と同じくらいの経費がかかる」
⑫
 とされており、子綿着祝いも行政区画が違えばその規模に大きな落差が生
じるものなのであった。
23の西
にし
野の
間ま
では、大粟玲造氏は子綿着の風習が「県下一円に広がっている」と述べているが、第一稿地図３
－４
に分布範囲を示した如く、県下の東北部にのみ分布し、その全面積は全体の三分の一を占めるに過ぎない。言う程に広がってはいないのである。但し、 「この［近藤注：子綿着を指す］影響でオフナトサン 綿着もあるのだと思う」という指摘は極めて重要 管見では従来の数多く 岐神研究論文で、 綿着と神綿着 類似点と相違点について比較研究を行 ったものは皆無であった。僅 に一九七九年 段階で大粟氏がなぜ「オフナトサン 綿着は人間より一日遅れの一六日な か…普通なれば神事が人間に優先するのが当然と考えられるのだが」
⑬
 と問題提起
されているに過ぎない。大粟氏は一九七九年以来この問題意識を持ち続け、三二年後の二〇一一年段階で先 如き感懐を抱かれ のであった 言わば、大粟氏の到達点とも言い得る。岐神に関するキ・ミ神の創世神話・平安期と近世後期の文献・現在の伝承等を考え合わせれば、神綿着が先にあり、そこから 沢山伝承を始めとする 連の子綿着伝承が阿波国内で醸成さ 、独自の展開を見せて今日に至ったようである。
更に大粟氏は、同書で「一月一六日のカタビラがオフナトサンにはあるが、現実の孫にカタビラを作って嫁の実
家から孫に贈ることは全くない。実生活でオワタギ あるも の、カタビラは全く無い と重要な指摘をされている。後に詳述するが、岐神への一月一六 の供物として 帷
かたびら
は割箸に着物の形を切り抜いた紙を挟んだものである
が、これは一一月一六日の 供物のオワタギ（神綿着）とセットである。 綿着が冬越し用 入れ着物
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象徴であれば、
帷かたびら
は文字通り裏地の無い一重の和服であり夏用の和服であり、両日に各々神綿着と帷
かたびら
を供える事で、
岐神に一年間の子育て・子授け・足腰健康・家内安全等を願うものであった。即ち、神綿着と帷
かたびら
は毎年更新しなが
ら岐神に供えるも であった。
一方、子綿着の方は一歳未満で迎える最初の一一月一五日であり、新生児にとれば生涯ただ一度の儀式であり、
最初で最後であった。加えて 夏用の帷
かたびら
を着るのは暑いから着替えるのであって、これを着始める儀式など存在し
ない。夏は気温が高い め、冬の如く衣服が原因で赤児が死ぬ事故が起こらなかったからであろうか、大粟氏の指摘する如く、帷
かたびら
を孫に贈って着初めを祝う儀式などは存在しなかった。この神と人を対象とした両者の儀礼の有り
様よう
を対比して考えても 構造的には前者の方が整然とし、しかも年中行事上で完結している。だが、子綿着の方は
一月一六日のオカタビラに相当する儀礼が存在せず、儀式としては不完結である。 の点 ら推しても、子綿着の影響で神綿着が派生したのではない事が明らかとなる。
24の西
にし
上うえ
角つの
の伝承者は八〇歳代の女性であったが、家が呉服屋であったため、子綿着の前になると綿入れ着物を
縫って婚家の新生児に贈るために、布や綿が飛ぶように売れ という思い出を語ってくれた 呉服屋な はの貴重な情報である。 限定とは言え 一家 子供が平均 四～五人も居れば、嫁の実家の母親としては四〇～五〇歳代で四～五回は綿入れ 物を縫わねばならず、材料の買い求めから縫製に至るまで、どこ 家庭も結構忙しい思いをしていたはずである。 （但し、初孫限定であれば、一回だけの綿入れ着物作りですむ。 ）
26の
青あお
井い
夫ぶ
の伝承者は八〇歳代後半の女性であったが、 「実家から初孫に綿入れの着物を贈るという話は聞いた事
がある。これをオワタギという しかし、実際には実家から贈られたことは全くなかった」という。 は旧上分村の殿宮であるが、今は全戸空 で誰も人が住んでいない。激し 過疎化・少子高齢化の中で、鮎喰川最上流部の各地区は殆ど人が住んでいない。近藤も今回の調査でこの事を何度も経験し 。地図上に人家の印はあるのだが、現地に立てば誰一人居ないの ある。この伝承者の子産み・子育て頃を逆算すれば昭和二〇年代頃であ が、その頃から現状に至る徴候は既に現れて たのか しれない。建て前と本音の部分は大きくズレ おり、オワタギで綿
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入れ着物を新生児に贈るという話は存在していても、これを実施する環境に無く、話の上で語られるに過ぎなかったようである。
これに対し、
46の中内では七〇歳代の女性であったが、 「オワタギというのはあった。私が子供を生んだ時、オワ
タギと称し里から綿入れの着物を作って贈ってくれた。これは実際の赤ちゃんに対するオワタギである。私の息子が生まれた年であり、息子は既に五〇歳になっている。今から五〇年前 話である」と言う。五〇年前の話であるが、伝承者はつい昨日の出来事の如く生き生きと語ってくれた。神山町内八例の伝承を総合すれば、五〇年程前までは子綿着は確実に存在していたも の、それ以降徐々に廃 、現在は名前のみ残り、儀礼そのものは殆ど見られなくなっている。過疎化・少子高齢化 遂 ここまで来たのかと慨嘆せざるを得ない。
このような状況下で、
32川かわ
平ひら
の「一一月一五日が人間のオワタギであり、一一月一六日がオフナッツァンのオワ
タギである」という は極めて貴重である。僅か一日の時差であるが、一口にオワタギと称しても人間対象なのか岐神対象 のかで明確な区別があった。現在は子綿 ですら稀にしか実践され ない状況下にありながら、両者の日取りの違いはまだ に認識されていたのであった。
三
－三、神山町内における神綿着事例研究
先にも記したが、子綿着ですら現在は稀にしか行われておらず、過去の語りぐさになってしまっている。これよ
り古い神綿着などを知る人は、七〇歳代以上の人で昔の仕
し
来きた
りに興味のある人以外はいない。このような切迫した
環境下で、 ・帷
かたびら
に関する聞き取り調査は最後の機会であったかもしれない。表２を通覧して、これだけの資
料を集め得た事に関し、地元の古老 方々に改めて深く感謝申 上げ い。後 個別 詳述す 全四八地区中神綿着の習俗を聞き得た は三七地区で全体の七七％を占 る。当初思ってい 以上に聞 書き資料を集め得たが今後忘却される事があっても現状維持はほぼ絶望的なため、一 一つ 貴重な資料について細かく検討を加えておきたい。尚
なお
、昭和三〇年代頃までは旧暦で行事が催されていたため、特に断らない限りは旧暦を意味する。
１
 名みょう
ケが
平だいら
•
ワタギと称して、箸に綿を巻いてお供えすることは私の実家（名ケ平）ではしていたが、ここ（名ケ平）
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ではしていない。私はここに嫁に来て、姑さんからこのようにするようにとは教えられていない。一二月三一日にお参りする。
３
 西にし
久く
地じ
•
箸に綿を巻いて供えた。箸に綿を巻いて供えるのは、私は箸の音をさせないためと今まで思っていたが、
オワタギと関係するとは、今の今まで知らなんだ。一一月一六日や一月一六日などにお参りすることは無くなり、正月に一本化した。
４
 立たて
岩いわ
•
ワタギはしていた。箸に綿を巻きつけて、オフナトサンに供えていた。何のためにお祀りするのかは知ら
ん。但し、正月に祀る。
５
 一いち
宇う
夫ぶ
•
箸に綿を巻いてワタギと称していた。これは私が子供の頃に親がしていたのを見ただけであり、私の代
になってからは、このような祀りはしなくなった。正月以外は全く祀らない。
６
 名みょう
•
箸に綿を巻いたものを供えているのを見た事がある。
•
箸に綿をモブッてこれをオフナトサンにお供えして
いる。これをワタギと呼んでいた。正月に祀 一二月一五日に近所の足の痛い人がお参りに来る。
７
 江え
畠ばたけ
•
箸に綿を巻いた物を供えるの 、私はした覚えはないが、私の母の代まではこれをし ワタギとい
う名前は聞いた事がない 大晦日に祀る。
８
 入いり
手て
•
昔、冬に箸に綿を巻いて、オフナトサンに供えていた。子供の頃、母親と一緒にお参りに行った。私がこ
こに嫁いで来てからはオフナトサンにお参りに行った覚えは 。
•
箸に綿を巻いた物を供えるというのを年寄
りから聞 た事がある。年 二遍お参り た。詳しくは覚えてい い もう五〇～六〇年も前の話である。
９
 大おお
中なか
尾お
•
ワタギと称して、箸に綿を巻きつけて、オフナトサンにお供えしていた。これは一一月一六日であり、
アズキ飯を炊いてお供えしていた。一 月一六日と一月 六の二回、アズキ飯を炊いてお供えしていた10 中なか
津づ
•
箸の先に綿を巻きつけて、ワタギと称し オフナトサンにお供え ていた。何日におまつりしたかは忘れ
たが、 「オフナトサンを祝うて来 わ」と言 、みんながお参りに行っ た。半紙を着物の形に切り抜いたものは、綿を巻きつけた箸と一緒に持っ 行っきょ た。半紙の着物も綿と同様 箸を割って挟んでいた。
八〇
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11 江え
田た
•
箸の先に綿を巻きつけて供えているのを見た事がある。正月に祀る。
12 樫かし
谷たに
•
一二月一六日にオワタギと称して、箸に綿をつけた物をオフナトサンに供えていた。
•
箸の先に綿を巻き
つけたものがオワタギとして祀られていた。一二月一六日に祀られていた。箸に綿を巻きつけて供えているのは、子供の頃見た事 ある。13 宇う
井い
•
（正月に）箸に綿を巻きつけて供える家もあった。私の家はせん。
14 長なが
野の
•
箸の先に綿を巻いた物 供えたような気憶はあるが、子供 頃の なので詳しく覚えていない。昔は決
まった日に祀ってい が、もう今はお祀りしなくなった。今は決まった は無く、お参りしたい時に行く。17 東ひがしでら
寺
•
昔は、割り箸 モクウて、これをお祀りしていた。隣のオバアチャンは、割箸に綿をモクウて、黙っ
てものを言わずお参りしていた。ワタギという。一一月一六日に行なっていた。今は正月一回に変化した。19 左そ
右う
地ち
•
ワタギは昔はしていた。箸に綿を巻いて、ワタギとしてオフナトサンに供えていた。
•
ワタギの話は聞
くが、実際に箸に綿をくるんで祀ることはしらん 一二月にワタギをし ように思う。今 正月に変化した。20 地じ
中ちゅう
•
一一月一六日にオフナトサン 着をしていた。箸または木の棒に綿を巻いて、これをオフナトサンに供
えていた。一本だけである。22 鍋なべ
岩いわ
•
冬（旧一一月一六日）は綿着と称し、割箸に綿を巻いたもの 供えていた。
•
箸に綿をくるんで、オフナ
タサンに供える。これは一一月一五日。23 西にし
野の
間ま
•
オフナトサンのおまつり日は一一月一六日で、ワタギの日である。今でもワタギを祝っている人が多 。
人間の綿着が一一月一五日であれば、それより一日遅い一六日がオフナトサンの綿着であり、割箸に綿を巻いたものをオフナトサンに供える。これは 本だけであ 。箸に綿を巻いた綿着は、一本の家が また二本供えている家もある。しかし、一二本や一三本供え 家は無い 必ず一本か、多くて二本までである。ワタギの言われは知らん。24 西にし
上うえ
角つの
•
一一月一六日にオワタギがあった。
八一
岐神信仰の三原理と一仮説114
26 青あお
井い
夫ぶ
•
旧暦一一月一六日が元来はオフナトサンのおまつりの日である。オワタギと称し、箸に綿を巻きつけた
ものを供える。
•
昔はオワタギと称し、箸に綿を巻きつけて祀っていた。今はしない。一二月頃。日取りは忘れ
た。
•
ワタギと称して箸の先に綿を巻きつけたものを供えていたが、これをいつやるか、その日にちは詳しくは
知らん27 宇う
度と
木ぎ
•
オワタギ、オフナトサンのオワタギと称し、箸に綿を巻きつけたものを供えている。供物は、白飯のみ
をオヘギに入れて祀る。一一月一六日に祀る。28府ふ
中じゅう
•
割箸に綿をクルクルっ 巻きつけたオワタギを供えていた。日取りは覚えていないが、両方とも寒い時期
に行なっていた。
29 宮みや
分ぶん
•
箸に綿を巻きつけてお祀りしていた。これをワタギと呼ぶ。これ（子綿着）と同じようにオフナトサンに
もオワタギを祀るものであった。一一月 六日に行なう。30 代よ
次つぎ
•
子供の時、うちのオジイサンがワタギを作り、これを子供の私がよく供えに行ったものである。おま り
して来いと言われて行った。一一月一六日に 参りに行った。箸に綿を巻きつけてオワタギと称し、オフナトサンにお供えに行った。31 二にの
宮みや
•
若い時におまつりに行った事がある。割箸に綿を巻いて供えに行った。日取りは不明
32 川かわ
平ひら
•
箸先に綿を巻きつける場合もある。これをオ う 一一月一六日がオワタギ。一一月一五日が人
間のオワタギであり、一一月一六日がオフナッツァンのオワタギである。33 船ふな
底そこ
•
箸に綿を巻きつけて供える はオワタギという 一一月一六日である。七五三の翌 に行なう。
34 長なが
代たい
•
箸に綿をくるんだものを 祀りしていた。これをオワタギという。オワタギは冬の寒い頃 祀るもので
あった。一一月一六日に祀る。一度に両方を作るのではなく、 一月 六日と一月一六日の二回に分けて行なっていた。35 本ほんみょう
名
•
箸に綿を巻きつけて供えるのはオワタギという。一一月一六日に祀る。 一月から冬で綿入れを着せ、一
八二
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月が来たらはや丈が伸びるんじゃというて、着物の形に紙を切って供えた。36 折おり
木き
•
箸に綿を巻きつけてオワタギとしておまつりしていた。一一月一六日に祀る。私がここへ嫁に来てからで
も、しばらくの間は祀っていた。37 北きた
倉くら
目め
•
ワタギという話は、子供の頃に聞いた事はあるが、実際にはした事がない。
38 南みなみくら
倉目
め
•
割箸に綿を巻きつけてお供えしていた。日取りは不明。
39 長なが
谷たに
•
私の知っている範囲では、私はここに嫁いで六〇年余りになるが、寒い日にオワタギという行事 オフナ
トサンについてあった。箸に御飯を添え 、これに綿を添えておまつりする程度である。これをオワタギと称していた。これは今から六〇年前の話である。場合によれば、小さな餅もお供えしていた。段々と簡略になり、最後の方は綿だけおまつりする程度で終わった。箸を添えるのは 御飯を食べられるようにという意味で添えるのであった。長谷では、箸に綿を巻きつける風習は無かっ 御飯 食べるための箸と理解されて た。私は奥の上山の方から嫁に来たのだが、奥では箸に綿を巻きつけていた。オワタギは一一月一六日の行事 長谷では、箸は御飯を食べるための 変わっており、綿 箸に巻きつける事なく、別個に供え ものであった。本当は箸に綿を巻きつけないかんの あったらエエワみ いな感じで綿を置いているなと嫁 来た当初は思っていた。42 五ご
反たん
地じ
•
箸に綿をモブウてお参りしていた。これをオワタギという。オワタギは一一月一六日に行なう。
45 中なか
津つ
川がわ
•
昔は一二月のいつか日は忘れたが、オワタギをしていた。箸に綿をくるんで、オフナトサンにおまつり
していた。最近 せんように った。私 ここへ嫁に来たのは今から五〇年程前であるが、その頃 では盛んに行なっ 割箸に綿をくるんで祀る事をオワタギという47 阿あ
保ぼ
坂さか
•
箸に綿を巻いて、これをオフナトサンに祀る。これをオワタギと呼ぶ。一一月一六日に祀る。私の先代
まではオワタギとカミコを作って供えていたが、 の代になってからはしなくなった。二〇～三〇年前まではしていた。先代が死んで三〇年 なるが、その頃まではしていた。48 元もと
山やま
•
箸に綿を巻きつけて供えていた。これは私の母と祖母がやっていた事であり、私の代になってからはこれ
八三
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を祀らなくなった。オワタギと言っていた。日取りは不明。以上、神綿着の事例三七例を紹介したが、この中で基本通り一一月一六日に行なっている地区は９・
17・
20・
22・
23・
24・
26・
27・
29・
30・
32・
33・
34・
35・
36・
39・
40・
47の一八地区（四九％）しか見られなかった。だが、
12
の樫
かし
谷だに
では「一二月一六日にオワタギと称して、箸に綿をつけた物をオフナトサンに供えていた」とあり、本来の
旧暦一一月一六日を機械的に新暦一一月一六日になおすのではなく、季節感をもたせるために一ケ月遅れにしたものと考えられる。同様の発想は、
19の左
そ
右う
地ち
の「一二月にワタギをしたように思う」
45の中
なか
津つ
川がわ
の「昔は一二月の
いつか日は忘れたが、オワタギをしていた」とする伝承にも窺われる。最初は旧暦一一月一六日当日に行なわれていたものが、新暦導入を契機として一ケ月遅れの一二月一六日に変化し、神綿着そのものが退化して行なわれ くなると、日取りの気憶も薄れて「一二月のいつか」になってしまうのであろう。
また、３の西
にし
久く
地じ
では「一一月一六日や一月一六日などにお祀りすることは無くなり、正月に一本化した」とあ
るが、これは元は一一月一六日に神綿着 いた事の証左 な 。加えて、６の名
みょう
では「正月に祀る。一二月一
五日に近所の足の痛い人 お参りに来る」とあり、新旧入り交じった日取りが実践されていた。一二月 五日とは、先に言及したが旧暦一一月一六日採用の月遅れ版であり、この際に一日早まった と考えられる さらに８の入
いり
手て
では、 「年二遍お参りした。詳しくは覚えていない。もう五〇～六〇年も前の話である」と言うが、 「年二遍」と
は他の類例を考慮すれば、これ 明らかに 神綿着と一月 六日の帷
かたびら
と判断し得る。この他、
14の長
なが
野の
では「昔は決まった日に祀ってい が、もう今はお祀りしなくなった。今は決まった日は無く お参りしたい時
に行く」とある。 「昔」の「決まった 」がいつ頃を指すのか不明であるが、８で五〇～ 〇年程前に年二回参拝していた事、これが多くの地区では一一月一六日の神綿着と一 月一六日の帷であってみれば、
14でも元は一一月一
六日に神綿着 一月一六日に帷
かたびら
の供物が祀られていたと考えられる。もう一つ、
28の府
ふ
中じゅう
では日取りは覚えていな
いが、両方とも寒い時期に行なってい 」とあるが、 「両方」とは神綿着と帷
かたびら
である点は文脈上明らかであり、その
「寒い時期」が旧暦一一月一六日と旧暦一月一六日を指すであろう事は火を見るより明らかである。
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これら八例も元は旧暦一一月一六日で
あったとすれば、全三七地区中の二六地区（七〇％）が基本通りの一一月一六日となり、神綿着の日取りに関しては七割が基本に則していた事が判明する。後に詳述するが、残り一一地区（三〇％）は日取りに言及できない程既に気憶が曖昧になっていたり、正月の 祀り時に一緒に岐神を祀るなどの変化形態が殆どであった。これを纏めたものが先に掲示した表２と地図９の分布図である。
神綿着に言及する全三七地区中、具体
的な形状が明らかなのは
24・
37の二地区
を除く三五地区（九五％）であ 、総てが箸または割箸（
20では「木の棒」と表
現する場合もあった）の先 綿を巻きつけただけの極く簡単なものであった。 （写真２参照）新生児への子綿着は、実際赤児に着せる綿入れ着物であり、一着作るまでに相当の手間と費用がかかる。これに対し、神綿着は割箸程の細棒とほん
写真２	 	割箸の上端に綿を巻きつけたものがオワ
タギであり、これに神の着物を着せたも
のが、オカタビラである。神山町神領西
野間で撮映。
八五
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の少量の綿があればすぐ準備できる。祝宴を伴った生涯ただ一度の子綿着（生後最初に向える一一月一五日）と、年中行事として毎年一一月一六日に行なう定例行事との差と言ってしまえばそれまでであるが、日取りに一 のズレがあるものの両者が共にオワタギと称されている点に最大の注意を払いたい。岐神は、毎年新生児（神）を出産し、その子神に綿入れ着物を着せて冬を越す事が想定されていた であった。岐神子沢山伝承の起源は、創世神話のみならずこの 綿着 供物にも裏打ちされていたものと考えられる。その数が一年間に一人の出産で一二年間で一二人なのか、毎月一人ずつ出産での 二人なのか、一度に一二人の子神を産むのかは定かではないが、とにかく未み
来らい
永えい
劫ごう
に子生み・子育てを続ける神として規定されていた事は、先の第二節で詳述した「岐神子沢山関連伝承」
でも証明し得る。一二人とは一年一二ヶ月の反映であり、常に家が繁栄するようにと 願いがこめら たものであろう。
さて、１の名ケ平での神綿着であるが、ここでは一一月一六日という正式な日取りは既に忘れられ、一二月三一
日即ち正月神祭祀の一環と て岐神も一緒に祀る形 変容し いた。但し、神綿着はしっかり祀られており、祭日が大晦日に一本化されても、岐神への供物 忘れられていなかった。この退化が更に進めば、 綿着が消えて餅や御お
神み
酒き
といった単なる正月の神祀りの一環に変容し、岐神としての個性を失うのである。
３の西
にし
久く
地じ
では、 「箸に綿を巻いて供えるのは、私は箸の音をさせないためと今までは思っていたが、オワタギと
関係するとは、今の今まで知らなんだ」 驚 れていたが、調査者 ある近藤の方がそ 以上 驚かさ た 岐神への参拝は黙参 鉄則である点は前節で詳述したが ３ 伝承者は箸の先 巻き付け 綿を綿入れ着物ではなく、消音機能で解釈していた であった。確かに、参拝時に物音や話し声が聞えれば一二人 子神が一斉 目を覚まし供物を総て子神が食べ しまい親神に当たらないという伝承は全四八地区中三二地区（六七％）で確認され、３西にし
久く
地じ
にも分布していた。本来の防寒着の意味の綿着が、黙参の意に引きずり込まれ、遂には消音目的と解釈され
るに至るのである。伝承者は八〇歳代の御夫婦であったが、 「オワタギと関係するとは今の今まで知らなんだ」のあり、もし近藤と出逢わなければ終生そ よう 思い込まれて は である。これは他 類例を見ないため地域
八六
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的偏りというより個人的解釈と考えた方がよさそうである。
６の名
みょう
では「箸に綿をモブッて」と表現するが、これは箸先に綿を巻きつける事を意味する。元はマブス・マブ
ル（塗る）の意が訛ってモブルになり、綿片を箸先に巻きつける事があたかも綿を塗り付けるように見えたため、この語が採用されたと考えられる。類例は
42の「箸に綿をモブウて」にも見られる。語幹の「モブ」は共通するも
のの促音便かウ音便かだけの違いであり、綿片の巻き付けが「塗りつけ」に比喩されていた。この他、
17では「割
り箸にモクウて」と表現するが、こ は一見「モブッて」 「モブウて」に近いものの、語幹の「モク」は「捲
まく
る」が
元意であり「塗る」とは全く起源を異にす だが るにしろモクうにしろ、巻きつける意として地元では活用されている であり、これが岐神の子神のための綿着として、毎年一一月一六日 新たに作り供えられ いた事をここで再確認しておきたい。神綿着に際しては、嫁 実家の役割を岐神祭祀の家が毎年一一月一六日に担当していたのであった。
１の名ケ平では「ワタギと称して、箸に綿を巻いてお供えすることは私の実家（名ケ平）ではしていたが、ここ
（名ケ平）ではしていない。私はここに嫁に来て、姑さんからこのようにするようにとは教えられていない」とある。
１の伝承者は名
みょう
ケ平
だいら
出身であり、地元に嫁いでいるが、同じ地区内であっても実家では神綿着を行なっていたの
に婚家では行わなかったという。婚家でも岐神そのものは祀って た（写真３参照）が、正月の神祀りのつ でに供物を供える程度であり、一一月一六日に神綿着を供える事 無かっ 。同一地区内でも、家に って祭祀 ありようは大きく変わっていたよう ある。多くの伝承者から、子供の頃はしていたが、実家 は ていたが、または先代まで していたが、今は神綿着を供えなくなったという話をよく聞く。例えば５の一宇夫で 「私 子供の頃に親がしていたのを見 だけ 私の代になってからは のような祀り なくなった」 、６の名
みょう
では「箸に綿
を巻いたものを えているのを見 事が る」
７の江
え
畠ばたけ
では「箸に綿を巻いた物を供えるのは、私はした覚えはないが、私の母の代まではこれをしていた」 、８
の入
いり
手て
では「子供の頃、母親と一緒に（箸に綿を巻いた物を持って）お参りに行った。私がここに嫁いで来てから
八七
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はオフナトサンにお参りに行った覚えはない」 、
12の樫谷では「箸に綿を巻きつけ
て供えるのは子供の頃見た事がある」 、
14
の長野では「箸の先に綿を巻いた物を供えたような記憶 あるが、子供の頃の事なので詳しく覚 ていない」 、
26の
青あお
井い
夫ぶ
では「昔はオワタギと称し 箸きつけて祀っていた。今はしない」 、
30の
代よ
次つぎ
では「子供の時、うちのオジイサン
がワタギを作り、これを子供の私がよく供えに行ったものである。おまつりして来いと言われて行った」 。
31の
二にの
宮みや
では「若い時におまつりに
行った事がある。割箸に綿を巻いて供えに行った」 、
36の折
おり
木き
では「私がここへ嫁
に来てからでも しばらくの間は祀っていた」 、
37の北
きた
倉くら
目め
では「ワタギという話
は、子供の頃に聞い は が、実際にはした事がない」 、
39の長
なが
谷たに
では「私は
ここ 嫁いで六〇年余りになる 、 （略）六〇年前の話である
45の
中なか
津つ
川がわ
では
写真３	 	神山町上分名
みょう
ケ平
だいら
の岐神。天然の祠を利
用し、積み上げた台石の上に安置する直
方体に近い石が御神体としての岐神になっ
ている。
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「箸に綿をくるんで、オフナトサンにおまつりしていた。最近はせんようになった。私がここへ嫁に来たのは今から五〇年程前であるが、その頃までは盛んに行なっていた」 、
47の阿保坂では「私の先代まではオワタギとカミコを
作って供えていたが、私の代からはしなくなった。二〇～三〇年前まではしていた」 、
48の元
もと
山やま
では「私の母と祖母
がやっていた事であり、私の代になってからは、これを祀らなくなった。オワタギと言っていた」とある。
伝承者の平均年齢が八〇歳前後とすれば、子供の頃は七〇年余り前となる。また嫁入り頃とすれば六〇年程前と
なる。恐らく、この頃はどの地区においても毎年しっかりと神綿着を供えていたことになる。最も遅くまで行なっていた事例は
47の阿
あ
保ぼ
坂さか
であり、 「二〇～三〇年前まではしていた」のであった。この他、先代まで行なっていたが
自分の代からしなくなったという事例が５・７・８・
36・
39・
45・
47・
48の八地区にある点から推せば、神綿着行
事の廃止時点がほぼ三〇年余り前であったことになる。六〇～七〇年前ないし二〇～三〇年前まで実施されていた神綿着であるため、まだまだ古老達の脳裏には鮮明 残っている。これらの伝承の中から 重要と思われ 点をいくつか指摘しておこう。
10の中
なか
津づ
では「箸の先に綿を巻きつけてワタギと称して、オフナトサンにお供えしていた。何日におまつりした
かは忘れたが、 『オフナトサンを祝うて来るわ』と言って、みん がお参りに行 ていた。半紙を着物の形に切り抜
44444444444
いたものは
44444
、綿を巻きつけた箸と一緒に持って行っきょった
444444444444444444444
。（傍点近藤）
半紙の着物も綿と同様に箸を割って挟んでいた」と
いう。次節で詳述するが、 「半紙を着物の形に切り抜 たもの」とはオカタビラまた カミコサンと称し、割箸または竹串に挟んで一月一六日に岐神に供え ものであ た。従って、一一月一六日に供える神綿着 は全く別個の物であり、前者が夏を象徴すれば、後者は冬 象徴するものであっ 。夏と冬 違いとは言 、その差僅か ケ月か離れていないが、こ 二品の分祀によって一年間岐神を祭祀し続けてい 事を意味する。この め 両者 一度に祭供する作法は禁じ手 あり、これでは岐神祭祀の季節感に合致 ないの 。真冬に夏用の帷
かたびら
を着せられた
ら、新生児なら即座に風邪を引いて死んでしまう。それ程 でに危険な事 のである。前半 「何日におまつ したかは忘れた」という文言 ある点から推せ 恐らく伝承者は古い記憶を辿る過程でオワタギとオカタビラを混
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同し、一つの行事として解釈してしまったものと考えられる。旧暦一月一六日を夏と見做すには相当無理があるかもしれないが、新暦に直せば二月半ば頃であり既に立春は過ぎている。かなり早いが、来るべき夏に向けての衣替えの準備の意が含まれていたのであろう。
23西にし
野の
間ま
では「オフナトサンのおまつり日は一一月一六日で、ワタギの日である。今でもワタギを祝っている人
が多い。人間の綿着が 一月一五日であれば、それより一日遅い一六日がオフナトサンの綿着であり、割箸 綿を巻いたものをオフナトサンに供える。これは一本だけである
4444444444
。箸に綿を巻いた綿着は、一本の家があり、また二本
供える家もある。しかし、一二本や一三本供える家は無い
44444444444444
。必ず一本か、多くて二本までである」という。この伝
承者は『神山のおふなとさん』の編著 大粟玲造氏（二〇一一年現在九五歳）であり、神山町内の岐神祭祀に関して知悉されて るため、この言葉の持つ意味は重い。
近藤は、当初岐神が子神一二人の子沢山と聞いていたので、当然神綿着も一二本用意しなければならないのでは
ないかと思い、このように質問した である 「一二本や一三本供える家は無い」との御回答であった。神であるため、一度に一二人の子 を産んでも何ら不思議ではない 供える の神綿着や帷が、子神一二柱分の衣類を象徴していたと考えられる。
周知の事実であるが、 「人間の綿着が 一月一五日であれば、それより一日遅い一六日がオフナトサンの綿着」と
敢えて大粟氏は明言されて る。実はこれには裏があり、一九七九年刊の『神山のおふなとさん』 中で当時六二歳の氏は「オフナトサンの綿着は 間より一日おくれ 一六日なのか…普通な 神事が人間に優先するのが 然と考えられるのだが」
⑭
 と問題提起をされており、氏の胸中にはこれが未解決のまま三二年間（二〇一一年現在）
燻くすぶ
り続けている事を意味する。近藤は、第三稿で荒岡一夫氏 「ふなと神考（下） 」所載の報告事例を元に、人間より神の方が一日遅れる必然性を指摘しておいた
⑮
。略述すれば、
麻お
植え
郡ぐん
美み
郷さと
村そん
別べっ
枝し
において「一六日に祀るのはオフ
ナトサンさんには子供が一三人も るので、綿着も一日おくれてするそうだ。また今年生まれた子のある家へはワタギを一一月一五 に親類がこしらえて贈った」
⑯
 とする荒岡氏の調査報告に依拠し、一三人の子沢山こそが神綿着
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が子神よりも一日遅い最大の原因と把えた。岐神は通常は一二人の子沢山であり、閏年限定で一三人になっている。美み
郷さと
村そん
別べつ
枝し
では子沢山を強調するため、敢えて多い方の一三人を持ち出したものと判断し得る。即ち、日々の墓し
の中で一三人もの子育てにきゅうきゅうとしており、今年生まれた子神のために神綿着を作って着せなければならない に、多忙にかまけてとてもそこまで手が回らないため一日おくれの一六日にしたというのである。この類例は他に見出し得ていないが、 一月一五日ではなく敢 て一日おくれの一六日にする必然性を見事に言い当てたものである。民間の年中行事では 基本的に一一月一五日は子綿着や七五三 めの日であり、これ 一六日にする例は殆ど聞かない。一日の遅延は、まさ 子沢山 岐神の子産み・子育ての大変さ 演出狙いなのであった。
39の
長なが
谷たに
では「私はここに嫁い 六〇年余りになるが、寒い日にオワタギという行事がオフナトサンについてあっ
た。箸に御飯を添えて
44444444
、これに綿を添えておまつりする
44444444444444
程度である。これをオワタギと称していた。これは今から
六〇年前の話である。場合によれば小さな餅 お供えしていた。段々と簡略になり
44444444
、最後の方は綿だけおまつりす
4444444444444
る程度
444
で終わった。箸を添えるのは、御飯を食べられるようにという意味で添えるのであった。長
なが
谷たに
では、箸に綿
444
を巻きつける風習は無かった
4444444444444
。
御飯を食べるための箸
4444444444
と理解されていた。私は奥の上山の方から嫁に来たのだが、
奥では箸に綿を巻きつけていた オワタギは 一月一六日の行事である。長
なが
谷たに
では、箸は御飯を食べるための箸に
変わっており、 は箸に巻きつけ 事 く、別個に添えるものであった。
本当は箸に綿を巻きつけないかんのに
44444444444444444
、
あったらエエワみたいな感じで綿を置いている
444444444444444444444
な（以上傍点近藤）
と嫁に来た当初は思っていた」と言う。この話者は八〇歳過ぎの
女性であるが、六〇余年前に鮎喰川最上流部の旧上山村から中流部 旧広野村 嫁入りした人であっ 。そ 当時は、昭和二〇年代の初め頃で山村の林業も住宅再建に伴う建材需要 どにより、戦後の復興をめざし 活況を呈していた。また、ベビーブームとも相
あい
俟ま
って村々が最も賑やかな頃であった。古風をよく残す旧上山村から、徳島市
域に隣接する旧広野村に嫁いだ話者は、岐神祭祀につ 一種のカルチャーショックを受けていた。それ 、元来神綿着では細棒（この代用として が使われていた） 綿片を巻き付けた物を供えていたが、長
なが
谷たに
では細棒の代用
の箸が元の細棒の意味が失われ食事用の箸として解釈されてしまった点である。本来細棒の代用の箸に綿を巻きつ
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けなければならないのに、供物としての御飯を食べるための箸と誤解されてしまっていた。一方、綿は箸から完全に離脱して別個に供えられていたのである。 「本当は箸に綿を巻きつけないかんのに、あったらエエワみたいな感じで綿を置いているなと嫁に来た当初は思っていた」とその衝撃を吐露されているが、正直な感想であろう。旧広野村長
なが
谷たに
は、神山町内でも徳島市域と隣接しており、都市化の影響を最も受け易い位置にあった。六〇余年前に既に
このような変容が存在していた点に注目しておきたい
供物は御飯だけでなく餅も供えられていた。その後、時代の推移により岐神祭祀も段々と簡略になり、消滅する
直前の最後の方は「綿だけおまつりする程度」に変容し、三〇余年前の転居を契機に長谷地区の最上部の旧屋敷に岐神を残したまま買い物に便利な今の下の新屋敷 移ってからは、岐神は一切祀らなくなったとの事である。箸も御飯も餅も消え、最後に だけを祀っていた点は大いに注目しておき い。岐神祭 の中で、最もコアの部分が綿である事を如実に示すもの あり、この故にオワタギと う名称がつけられていた である。時代の流れで岐神祭祀が消滅してしまったのは残念である 、最後まで綿の供物は欠かさなかっ と う点は大いに顕彰し おきたい。
第三稿で詳述したが、板野郡松茂町中かうやの村田巌氏宅では今でも岐神を祀られているが、戦前までは一一月
一六日の祭礼日に庭先の小祠に鏡餅を供えていると、近所の人々数人がお参りに来て、各々綿を餅の縁
へり
に供えてい
た。岐神は子沢山の神で、冬を迎えるに際して子供に綿入れを着せる 綿が無く 不自由しているので供える。特に妊婦がこの綿を供えると、オフナトサンは子育ての神さん ので安産と子供の成育に御利益があ とされていた。神山町長
なが
谷たに
と松茂町中かうやは徳島市域を挟んで直線距離で約二〇㎞離れているが、戦後と戦前の時代差はあ
るものの、子沢山や子授け・子育 祈願の めに綿 と う点では両者 共通 一つの文化圏 形成していた。とりわけ、 「綿」がかなり重要な重要な位置を占めていた事 決して偶然ではなく 子綿着・神綿着を通じてむしろ必然の成り行きであった事をここで再確認しておきた 。
三
－四、神山町内におけるオカタビラ事例研究
元来、一一月一六日のオワタギと一月一六日のオカタビラは年中行事上は一セットであり互いに連動しあってい
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た。この事は、前者が箸先に綿を巻きつけて冬用の綿入れ着物を象徴したものであり、後者が紙を切り抜いた着物を割箸に挟み夏用の帷
かたびら
を象徴したものを供える形式であった点からも論証し得る。通過儀礼上の子綿着と決定的に
違う点は、これに対応するオカタビラ行事の不在である。新生児が最初に迎える一一月一五日に関しては、一般的に小正月行事が存在する みで、嫁の実家から
帷かたびら
を作って贈り、孫の健康や成長を祝うための特化した行事は無かっ
た。この頃は体感的にまだ真冬であり、夏物の
帷かたびら
を作って着せて祝うなど思いも寄らなかっ ためであろう。但し、
岐神に対しては毎年この日（一日おくれの一月一六日）に紙製帷
かたびら
を割箸に挟んで供えていた。形式の上でも、一一
月一六日の箸先に巻きつけた神綿着としての綿 小片と一月一六日の割箸に挟んだ紙製
帷かたびら
は一対の好対称であった。
本項では帷
かたびら
に焦点を当てて岐神祭祀の有
あり
様よう
を検討しておきたい。
９
 大おお
中なか
尾お
•
子供の着物の形を紙で切り抜いて、これを箸に挟んでオフナトサンにお供えしていた。一月一六日にお
祀りしていた。オフナトサンには、着物（紙製）とワタ（綿着）を一年に二回必ずおまつりに行っていた。10 中なか
津づ
•
紙製の着物の事をカタビラと呼んでいた（但し神綿着と同一の日であり、日取り不明） 。
12 樫かし
谷だに
•
神の着物を割箸に挟んでお祀りしていた（日取り不明） 。
14 長なが
野の
•
神の着物を箸に挟んで供える事もあった。確か年二回、春と秋の頃のように思う。
17 東ひがしでら
寺
•
カミコ・カタビラと呼ぶものは、一月一六日にオフナトサンに供えていた。
22 鍋岩
•
夏が来たら障子 で着物の形を切りぬき、
これを割箸に挟んでオフナトサンにお祀りしていた。夏の着物
はヒトエモノの意味である。一月一六日のカミコは理屈に合わない。旧一一月一六日は、これから寒い冬が始まるので、ワタギは筋が通る。旧一月一六日は、障子紙を着物の形に切りぬいて、箸に挟んで祀る。白い紙の着物の名前は知らん。カタビラとは言わん。カタビラとは、この辺では死人に着せる着物を指す。うちのバアヤンは、障子紙で作った着物の事をカミコサンと呼んでいた。23 西にし
野の
間ま
•
その（オワタギのこと）二ヶ月後の一月一六日になれば、割箸に着物 形を切り抜いたものを挟んでオ
フナトサンに供える。これを いう。
九三
岐神信仰の三原理と一仮説102
26 青あお
井い
夫ぶ
•
旧暦一月一六日はカミコと称し、紙を着物の形に切り抜き、これを箸に挟んで供えた。カミコサンは一
月一六日。障子紙を着物の形に切り抜き、これを割箸に挟んで供えていた。27 宇う
度と
木ぎ
•
一一月一六日のオワタギが済んだら、次は一月一六日のオカタビラがある。今度は、夏用のカタビラを
供える。このカタビラというのは、紙を着物の形に切り、これを割箸で挟んだものであり、これをオフナトサンに供えるのであった このカタビラには、帯もちゃんとついている。28 府ふ
中ちゅう
•
オカタビラというのはしていた。箸にカミコを挟んで祀っていたが、最近はしなくなった（日取り不明） 。
29 宮みや
分ぶん
•
一月一五日にはカミコと称 、箸に紙製の着物を挟んで供えていた。これには帯も切って着物の型に貼り
つけていた。冬と夏 意味であろうと思う。詳しい事はよう判らんが、そうでないかいな。32 川かわ
平ひら
•
オフナトサンへ行く時には、紙でカタビラをこっしゃえて、これを持って行っておまつりする。白飯を炊
いて祀る。カタビラ・オワタギと一年間に二種類の供物があった。一月一六日に祀る。33 船ふな
底そこ
•
正月は家で祀って、正月一五日すんだら一六日になるが、この日には紙で着物の形を切り、これを割箸に
挟んでオフナトサンにお供えした。一一月から冬で、一月が来たら早や丈のナルイんになるんじゃと言う 、着物形に紙を切って供えた。34 長なが
代たい
•
オワタギだけでなく、オカタビラも作った。オカタビラというのは 紙で着物の形を切り、これを箸で挟
んだもの。一月一六日に祀る。カタビラを作 時には、敢えて片方の袖をつけない。なぜ片袖だけかと言えば、オフナトサンには子供がようけあるけん、忙 いて着物 両袖を着る暇が無かった。このため 敢えてカタビラを片袖だけにしている。着物の両袖が忙しいて着れなんだ 昔の人は言っていた。私の記憶 範囲でも カタビラは必ず片袖であった。私が嫁入りした時分、姑ではなく大姑（八〇歳過ぎのお婆さん）が私に教えてくれた。ほんでカタビラ（片方しか、片袖しかないのでカタビラと う） 言うんじゃと説明してくれた。35 本ほんみょう
名
•
一月一六日には紙で着物の形を切り、これを割箸で挟んでオフナトサンにお供えした。一一月一六日と一
月一六日の年二回祀る。
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39 長なが
谷たに
•
上分の出身である。そこではオワタギの他にカミコと称し、箸に紙で着物の形を切って挟んで供えていた。
これは一月一六日であり、オワタギは一一月一六日の行事であった。奥とこっちではだいぶやり方がちがうなと、嫁に来た当時思ったものである。42 五ご
反たん
地じ
•
紙で着物の形を切りぬいて箸で挟んで供えていた。これは一月一六日に行なう。
47 阿あ
保ぼ
坂さか
•
カミコという は、着物の長袖になったやつを紙で切って着物の形にしたものを割箸で挟んでおまつり
する。一月一六日に祀る。以上、一七地区で帷
かたびら
（地元ではオカタビラとかカミコサンなどの呼称があるが、以下個別呼称表記の必要性が無
い場合は、統一して「帷
かたびら
」と表記する）に関する伝承を聞き得た。全四八地区中の一七地区であり三五％の地区で
まだ
帷かたびら
伝承は残っていた。三二年前に刊行された『神山のおふなとさん』では、
帷かたびら
は全七六七祠中一七一祠（二
二％）で祀られており（第三稿三九頁参照） 、百分比ではなんと二〇一一年度の近藤の調査の方が一三％も多くなっている。これは、当時よ も帷
かたびら
供え習俗が発展したのではなく、問題意識の違いと判断できる。もし近藤がこの問
題意識を持って一九七八年に調査していたならば、ほぼ一〇〇％の地区で帷
かたびら
伝承を聞き得ていたであろう。
帷かたびら
の残存率三五％（全四八地区中一七地区）は、前項で詳述した神綿着のそれ（七七％（全四八地区中三七地区） ）
と較べれば、二〇地区四二％の減となる。即ち、百分比・事例数で見れば帷
かたびら
伝承残存率は神綿着に較べて半数以下
しか無かった事になる。この原因は、神綿着の現実レベルの対応が一一月一五日の初生児に実施された子綿着にあったのに対し、帷
かたびら
に相当する現実レベルの儀礼（初生児に対する一月一五日の帷
かたびら
着せ儀礼）が存在しなかった点にあ
る。現実の赤児に着せる儀礼が存在せず、岐神の子神だけに帷
かたびら
着せがあってみれば、かなり抽象化して人々の心象
の中に残りにくかったのであろう そんな中にあって、抽象的な 伝承が一七地区（三五％）もの多き 渡って残存していた方をむしろ不思議とせねばなるまい。よくぞ古風を残していたものである。
そんな帷
かたびら
伝承全一七例中、総てが神綿着とセットで登場している点は大いに注目しておきた （表２参照） 。神綿
着を伴わず、帷だけが単品で登場する事例は一例も無かった。やはり、元来両者は二つで つの年中行事として構
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成されていたのであり、存在感が極めて薄いにも拘わらず、神綿着に引きずられる形で辛うじて命脈を保ちつつ現在に至るのである。
帷かたびら
 供そなえ
の日取りは、全一七例中一三例が一月一六日であった。確かに
29の宮
みや
分ぶん
では「一月一五日」としているが、
神綿着を一一月一六日に供えているため、一対性を考慮すれば明 かに一六日の勘違いと判断し得るため、ここでは一応一六日 分類し おく
10の中
なか
津づ
では、前項で詳述したが帷が神綿着に吸い寄せられて同一の日に供えられ
ている。日取りは明言されていないが、前後の文脈から推せば神綿着の一一月一六日と考え得る。
14の
長なが
野の
では、
「確か年二回、春と秋の頃のように思う」とあり、秋を一一月一六日に宛て、春を一月一六日に宛てたものと見
み
做な
し
得る。
10・
14の二例は、日取りを一月一六日と明言する他の一三例と比較すれば、限りなく一月一六日であった可
能性が高くなる。
12の樫
かし
谷だに
でも日取り不明であるが、神綿着を一二月一六日にしている点から推せば、当然二月一六日（旧暦を一
ケ月遅れの新暦に修正したもの。即ち元の旧一月一六日）であったと考えられる。また、
28の府
ふ
中ちゅう
でも日取り不明
であるが、表２の「神綿着」の項に「両方とも寒い時期に行なってい 」と言及しており、一方が神綿着で旧一一月一六日とすれば、残りは帷
かたびら
で旧一月一六日という事になる。以上、
10・
12・
14・
28四地区の日取り不明事例につ
いて考察を加えたが、対になる一方の の日取り、また他 帷
かたびら
一三例が総て一月一六日であった点を考慮すれ
ば、これら四例は総て元は一月一六日に
帷
かたびら
 供そなえ
が行われていたと考えればほぼ間違いない。神山町においては、一
月一六日の
帷
かたびら
 供そなえ
一七例は総て一一月一六日の神綿着と一対のものであり、両者は岐神祭祀上必須のものであった。
この両者一対となった一七例 他市町村のそれと較べていかに抜群に多いものかは 第一・三稿で言及した事例と対照すれば明らか る。第一稿所載 地図３
－４に掲示したが、類例は広く県下全域を見渡しても僅か九例しか
見出し得ず、神山町内のみ 一七例と較べれば雲泥の差である。しかも、僅かに残った全県下九例も正式に一一月一六日の神綿着と 月一六日の帷
かたびら
が対応して一セットになっている事例は皆無であり、多くは一一月一六日の神綿
着（またはその形 崩れたもの） みであり、本来は 月 六日の帷と一セットであるべきものが 一 月 六日
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の神綿着に吸収合併されて紙
かみ
衣こ
に綿を詰めた形に変化したり、本来の神綿着が消えて紙の着物に置き替えられたり
など、混乱の極に達している。一月一六日に行なわれるべき
帷
かたびら
 供そなえ
は、全県下九例においては帷供の名残りは若干
見出し得るもの 、日取りは完全に消失していた。元来一セットの関係にあった帷
かたびら
であるが、全県下的に見れば現
実の子綿着に対応する
帷
かたびら
着き
せの儀礼が存在しなかったため、早くに忘れ去られたのであった。この点に関しては、
本節最後の部分で詳述しよう。
次に、帷一七例を個別検証しておこう。９の大
おお
中なか
尾お
では「オフナトサンには着物（紙製）とワタ（綿着）を一年
に二回必ずおまつりに行っていた」とあ 、一
セット
組性がよく明言されている。類似の伝承は、
14の長
なが
野の
の「確か年二
回、春と秋の頃ように思う」とか、
27の宇
う
度と
木ぎ
の「一一月一六日のオワタギが済んだら、次 一月一六日のオカタ
ビラがある」や
32の川
かわ
平ひら
の「カタビラ・オワタギと一年間に二種類の供物があった」 、
35の本
ほんみょう
名の「一一月一六日と
一月一六日の年二回祀る」などの言説からも窺い得る。神山町内においては、神綿着と帷
かたびら
の一
セット
組性は一七例三五％
という数字以上 自明 事として認識され ようである。
22の鍋岩ではカタビラという名称を忌み、敢えてカミコサンと呼ぶ。 「旧一月一六日は、障子紙を着物の形に切り
ぬいて、箸に挟んで祀る。白い紙の着物の名前は知 ん。カタビラとは言わん。カタビラとは、この辺では死人に着せる着物を指す。うちのバアヤンは、障 紙で作 た 物の事をカミコサンと呼んでいた」 いう。この伝承者は八〇歳過ぎの女性であったが、最初紙製の着物の名称が思い出せなかったが、会話が進む中で他地区ではカタビラと呼んでいる事を示せば、この名称を即刻否定された。カタビラとは、鍋岩で 葬式時の死者の着物の上に着せる白衣を意味す ため 忌避して 呼 避け と説明 、子供時代祖母がこれをカミコサンと呼んでいた事を想起された。カミコとは文字通り紙製の衣服のことであるが、 『広辞苑』 よれば「厚紙に柿渋を引き、乾かしたものを揉みややわらげ、露にさらして渋の臭みを去ってつくった保温用の衣服」 説明されているが、勿論ここ は実用的な着物を指してはいな 。せ ぜい 〇㎝前後の丈の 製 着物形を切りぬいたものである ミコに敬称のサマの撥音便であるサンまでつけて る点に 村人達 愛 性が感じられる。一月一六日の岐神への供物
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であるため、死装束のイメージが強いカタビラでは不都合と判断してこのような名前が採択されたのであった。
類例を探せば、案外多いのに驚いた。
17の
東ひがしでら
寺
では「カミコ、カタビラと呼ぶ」 、
26の
青あお
井い
夫ぶ
では「カミコと称
し、 （略）カミコサンは一月一六日」 、
28の府
ふ
中じゅう
では「オカタビラというのはしていた。箸にカミコを挟んで祀って
いた」 、
29の
宮みや
分ぶん
では「一月一五日にはカミコと称し、箸に紙製の着物を挟んで供えていた」 、
39の
長なが
谷たに
では「 （私
は）上分の出身 。そこで 、オワタギの他にカミコと称し、箸に紙で着物の形を切って挟んで供えていた」 、
47の阿
あ
保ぼ
坂さか
では「カミコというのは、着物の長袖になったやつを紙で切って着物の形にしたものを割箸で挟んでお
まつりする」とあり、七例も見出し得た。カミコ七例のうち、カタビラとの併用は
17と
28の二例のみであり、残り
五例はカミコしか使っていなかっ 。
因みにカタビラのみの呼称は、
10の中
なか
津づ
の「紙製の着物の事をカタビラと呼んでいた」 、
23の西
にし
野の
間ま
の「一月一六
日になれば、割箸に着物の形を切り抜い ものを挟んでオフナトサンに供える。これをカタビラという」 、
27の宇
う
度と
木ぎ
では「一一月一六日のオワタギが済んだら、次は一月一六日のオカタビラがある。今度は、夏用のカタビラを供
える」 、
32の川
かわ
平ひら
では「オフナトサンへ行く時には、紙でカタビラをこっしゃえて これを持って行っておまつりす
る」 、
34の長
なが
代たい
では「オカタビラというのは、紙で着物の形を切り、これを箸で挟んだもの。一月一六日に祀る」と
あり、全一七地区中カタビラ・オカタビラ 呼称は何と五例 か見出し得なかった。
更に、９の大
おお
中なか
尾お
では「子供の着物の形を紙で切り抜いて、これを箸に挟んでオフナトサンにお供えしていた」 、
12の樫
かし
谷だに
では「紙の着物を割箸に挟んでおまつりしていた」 、
14の長
なが
野の
では「紙の着物を箸に挟んで供える事もあっ
た」 、
33の船
ふな
底ぞこ
では「この日（一月一六日）には紙で着物の形を切り、これ 割箸に挟んでオフナトサンにお供えし
た」 、
35の本
ほんみょう
名では「一月一六日には紙で着物の形を切り」 、
42の五
ご
反たん
地じ
では「紙で着物の形を切りぬいて箸で挟ん
で供えていた。これは一月一六日に行 う」という。以上の六例は、カミコでもなければカタビラでも無く、 「紙で着物の形を切り抜いて割箸に挟んだもの」として形状を示すだけで具体的な名称へ 言及が無かった。
以上を纏めれば表３の通りになる。
39ではカミコと称していたが、元来ここは帷
かたびら
事例が無く。伝承者の実家の上
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分村での話であったので省略した。また、
17と
28ではカミコとカタビラが重複して存在してい
たため、分母は一七ではなく一九となる。この結果、三者の百分比はカミコ三二％、カタビラ三七％、無名三二％となり、僅かにカタビラが抽んでている。先に
22の鍋岩のカタビラ忌避の
伝承を紹介したが、これは一例のみ 思った以上には普及していなかった。
17と
28の二地区で
はカタビラとカミコが併存しており、
22の如く死装束をイメージするから嫌うという伝承も聞かれなかった。これ
らを考え合わせれば、元のカタビラでなく新しくカミコと呼ぶに至った理由付けとして死装束が用意されたまでで、カミコ呼称の方が新興勢力であったと推定し得る。冬用のワ ギの夏対応を念頭に置いても、やはり一
ひと
重え
物もの
を意味
する タビラの方が名称上の基本 のであった。カミコの呼称は、元来保温用 冬の衣服であり 夏には適さないのであ 。
事実、
22の伝承者は「夏が来たら
44444
障子紙で着物の形を切りぬき、これを割箸に挟んでオフナトサンにお祀りして
いた。夏の着物は、ヒトエモノのいみ ある。一月一六日の 理屈に合わ い 旧一一月一六日は、これから寒 冬が始まるので ワタギは筋が通る」と述べている。即ち、伝承者自身も障子紙製の着物を夏用と認識しているのであり、これを一月一六日 真冬に岐神に供え 理屈に合わないと疑問視するのであった。しかし、ここに一つの勘違いがあ 。それ 、一月一六日は新暦ではなく旧暦 事である。一方の一一月一六日は「旧一一月一六日」としているため、 の方も当然旧暦でなければ辻褄が合わない。旧暦一月 六日は、新暦に直せば二月中旬頃で立春が過ぎており、季節感としてはかなり早いが暦 上ではもう春な り、春・夏を待ち兼ねる意味で岐神に一重物の着物を意味する紙製の帷
かたびら
が供えられるのであった。元来
10・
17・
23・
27・
28・
32・
34の七地区
表３
　
帷における名称の割合
•
無名
９・
12・
14・
33・
35・
42
六例
32％
•
カタビラ
10・
17・
23・
27・
28・
32・
34
七例
37％
•
カミコ
17・
22・
26・
28・
29・
47
六例
32％


17と
28においてカミコとカタビラが重複して存在するため、分母は
17ではなく
19となる。
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ではその意味で旧暦一月一六日にオカタビラが供えられていたのであったが、カミコの名称がカタビラに優先される風が
22・
26・
29・
47を中心としておこり、特に
22ではカタビラが死装束を意味するので忌むと新たに明言し出し
たのである。その過渡的現象が
17・
28に見られたカタビラ・カミコ名称の併存である。
カタビラを夏用の着物と見做す視点は、
22の鍋岩だけではなかった。
27の宇
う
度と
木ぎ
では「一一月一六日のオワタギ
が済んだら、次は一月一六日のオカタビラがある。
今度は
444
、
夏用のカタビラを供える
44444444444
。このカタビラというのは、
紙を着物の形に切り、これを割箸で挟んだものであり、これをオフナトサンに供える」のであった。オワタギとは文字通り綿入れ着物を指し、冬用の防寒着以外の何者でもない。これに対し、一月一六日の方を「今度は、夏用のカタビラ」と明言している点に大いに注目しておきたい。地元では、旧暦一月一六日が来れば、岐神限定で あるが冬から夏の衣替えを行なっていたのである。何と大胆な事をと驚嘆するのであるが、
22の鍋岩だけでなく
27の宇
度木でも行なっていた点 考慮すれば これは一つの超早い岐神 対象とした衣替 文化が神山町に存在していと見做さねばならない。帷
かたびら
とは、文字通り裏地をつけない夏用のひとえものなのであり、冬用の綿入れ着物（ワタ
ギ） 対をなしていた である。
加えて、
29の宮
みや
分ぶん
でも「一月一五日はカミコと称し、箸に紙製の着物を挟んで供えていた。これには帯も切って
着物の型に貼りつけていた。冬と夏の意味であろうと思う
44444444444
。詳しい事はよう判らんが、そうでないかいな」と言う。
カミコの呼称から夏用の
帷かたびら
の意味が若干薄まってしまっているが、カミコの本質は
一ひと
重え
物を意味する
帷かたびら
であった。
表２を見ても明らかな如く、伝承者の心意は一一月一六日の冬用 オワタギ（綿入れ着物）の対極にあるものとして、カミコを「夏の意味」と解釈する姿勢に貫かれていた。以上 カタビラ・ ミコを
22の「夏の着物」 、
27の「夏
用のカタビラ」 、
29の「夏の意味」と解釈する地元の三事例を想起すれば、残りの一四地区においても総て越冬用の
旧一一月一六日の神綿着（綿入れ着物）の対応関係 存在する旧一月一六日 帷
かたびら
は総て夏用の衣替えと見做されて
いたと解釈してほぼ間違いない。日本で最も早い衣替えであるが、子授け・子育てを管掌する一二人もの子沢山の岐神であってみれば、これぐらい早くから準備 な と間 合わなかっ の あろ 。
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さて、
34の長
なが
代たい
の「カタビラを作る時には敢えて片方の袖をつけない」とする片袖伝承は、特異な意味を持つた
めじっくりと吟味しておきたい。表２に明示しておいたが、 「なぜ片袖だけかと言えば、オフナトサンには子供がようけあるけん、忙しいて着物の両袖を着る暇が無かった。このため、敢えてカタビラを片袖だけにしている。着物の両袖が忙しいて着れなんだと昔 人は言っていた。私の気憶の範囲でも、カタビラは必ず であった。私が嫁入りした時分、姑ではなく大姑（八〇歳過ぎのお婆さん）が私に教えてくれた。ほんでカタビラ（片方しか、片袖しかないのでカタビラという）と言うんじゃと説明してくれた」と う。一二人もの子育てで超多忙な日々を送る岐神は、余りにも育児に時間を取られ 自ら 着物 に際し、両袖すら満足に通す暇が無くて、いつも片袖しか通せなかったため、一月一六日の
帷
かたびら
 供そなえ
には片袖の無い紙衣を割箸に挟んで供えると言うのである。
但し、ここには一つの矛盾が生じる。
帷
かたびら
 供そなえ
の対象は神綿着と同じく子神であり、親神ではないはずであるが、何
故かここでは親神のそれと同 視され、多忙を極めてい ため両袖を通す暇 無くて片袖姿のままであったという。剰あまつさ
え、カタビラ名称の起源まで多忙による片袖姿に求めようとするのであるが、これは余りにも牽強と言わざるを
得ない。抑
そも
そ々も
、帷
かたびら
とは文字通り裏地をつけない単
ひとえぎぬ
衣であり、表だけで裏地をつけないためにカ
（片方）
タビラと命名された
のであり、多忙を理由に片袖しか着ないため カタビラと呼ぶのではない。これが証拠に、同様 伝承は
34の長
なが
代たい
以外には見出し得ず、 の家だけ 特異 のであった。この伝承者は八〇歳前後の女性であったが、嫁い 間もなく八〇歳過ぎの
大おお
姑しゅとめ
から教えられていた。今から約六〇年前の話である。誰が言い始めたのか不明であるが、大
姑かそれ以前の人から伝承された内容であろう。一家のみの時間的縦軸にはある程度の広がりを見せるが、空間的に横へ拡散していないのである。一家の中だけで独自に伝承内容が発展 遂げ た。
この他、帯つき伝承が二例あった。
27の宇
う
度と
木ぎ
では「一一月一六日のオワタギが済んだら、次は一月一六日のオ
カタビラがある。今度は夏用のカタビラを供える。このカタビラというの 、紙を着物の形に切り、これ 割箸で挟んだものであり、こ をオフナトサンに供える であ 。このオカタビラには、帯もちゃんとついている」という。また
29の宮
みや
分ぶん
では「カミコと称し、箸に紙製の着物を挟んでいた。これには帯も切って着物の型に貼りつけ
一〇一
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ていた。 （略）夏の意味であろうと思う」とある。先に帷
かたびら
が夏用の着物であると明言していた三事例（
22・
27・
29）
を紹介し が、この中 二地区で帯伝承が併存していた。これは決して偶然ではなく、古風を留める意味で必然的に登場したものである。更に
27・
29は共に旧阿川村に属しているが、該村は地図９に示した如く、全九地区中六地
区で一一月一六日に神綿着を、一月一六日に
帷
かたびら
 供そなえ
を実施しており、他の旧六村と比較して最も古風を留める村で
あった。これらの点から推せば、夏用の帷
かたびら
には他地区においても元来帯も付属していたと考えられる。
三
－五、オカタビラ儀礼に関する神山町内以外の県下九類例との比較研究
以上、神山町内に分布する一月一六日の
帷
かたびら
 供そなえ
儀礼一七例について詳述してきたが、元来これが一一月一六日の
神綿着と一対の岐神祭祀であっ 事を再確認した。この祭祀方法がいかに稀有で貴重であるかを、全県下九地区に分布する類例との比較対象によって明 かにしておきたい。これら九類例は第一・三稿で別個に言及したが、再度ここで一括して紹介しておく（分布図は第一稿地図３
－４を参照） 。
１
 阿波郡林村
•
 （一
一
月
一
六
日「
お
ふ
な
た
は
ん
」
の
項
）
何
か
の
紙
を
着
物
の
形
に
裁
ち、
手
際
が
よ
く
な
り
ま
す
よ
う
に
と
いひて拝む。
⑰
２
 鳴戸市北灘町折野
•
船
戸
神
社
と
し
て
某
家
の
屋
敷
神
に
奉
祀。
一
一
月
一
五
日
の
祭
り
に
は
綿
着
を
祭
る
と
い
って
綿
だ
け
を
供えた。
⑱
３
 徳島市国府町早淵
•
祭
り
に
は
船
戸
大
明
神
と
染
め
抜
い
た
幟
が
立
つ。
石
像
は
な
く
石
の
小
祠
で
あ
る。
旧
暦
一
一
月
一
六
日
の祭りには、ゴハンと新しい綿を少し添えて祀り、正月には大豆飯を祀った。
⑲
４
 麻植郡川島町学
•
ブドウセンターの前に奉祀、
青石のおかまごで、
一一月一六日の祭りには、
おふなたはんの綿
着とあずき飯を
⑳
５
 麻植郡山川町楠根地
•
白
人
神
社
の
近
く
に
自
然
石
で
ま
つ
る。
安
産
の
神
と
し
て
信
仰
厚
く
祈
願
を
か
け
る
女
の
参
拝
が
多
い。
一一月一六日綿着の翌日に大豆をたいて、茶碗一杯分を一二個に分け、箸一二膳をつけて祀る。おふなたさんには一二人の子が るため、綿着は紙と綿で綿入れ着物をこしらえて供える。この時は夕方静かに持って行き安産
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を祈った。
㉑
６
 麻植郡美郷村樫平
•
部
落
の
中
央
に
自
然
石
で
ま
つ
る。
一
一
月
一
六
日
が
縁
日
で
供
え
物
を
す
る。
綿
の
棒
を
立
て
る
の
は
綿
着の意を示す。
㉒
７
 麻植郡美郷村別枝
•
各人の家の近くにおかまごでまつる。一一月一六日、
各戸ではお神酒、
おせちと綿着を供え
る。紙に綿を入れた着物を人形に着せて祀った。一六日に祀るのはオフナトサンには子供が一三人もいるの綿着
［近藤注： 「で」
もが欠か］
一日おくれてするそうだ。また今年生れた子のある家へはワタギを一一月一五日に親類がこしらえて贈った。
㉓
８
 美馬郡穴吹町
•
増産の神らしく、
一二人の子福者であるので「子神様の冬着もままならぬだろう」と、
主婦たち
が箸の先に綿を巻きつけたり、紙で作った着物を添えたりして小豆飯を供え、綿着（忌部氏 関係ある地域だけの行事） お祝い してあげる。 （略） （徳島民俗学会・喜田
ママ
弘）
㉔
９
 板野郡松茂町中かうや
•
戦前までは、
近所の人々数人が一一月一六日にお参りに来て、
各々綿を鏡餅の縁
へり
に供え
ていた。岐神は子沢山の神で、冬 迎えるに際して子供に綿入れを着せるのに綿が無くて不自由しているのでえる。特に妊婦 こ 綿を供えると、オフナトサンは子育ての神さんなので安産と子供の生育に御利益があ という。
㉕
１は一九三六年刊の『郷土阿波』二巻三号所収「阿波北方年中行事」と題する金沢治氏の記事であるが、 「おふな
たはん」の日即ち一一月一六日に「何かの紙を着物の形に裁」つとは、明らかに帷
かたびら
を意味していた。元来、これは
串に挟んで岐神に供えるものであるが、基本的にオカタビラであるため一一月一六日ではなく一月一六日にすべきであった。今（二〇一四年）から七八年も前の阿波市林地区での行事であるが、この段階 岐神祭祀の二季制は崩れ、一一月一六日に収
しゅうれん
斂されてしまい、またこの日は帷
かたびら
ではなく神綿着に特化された日なのであるが、本命の串に
綿片を巻きつけ 供物もなぜか姿を消していた。加えて、子神に綿着を着せて寒い冬を乗り越えさせる主旨が消失し、 「手際がよくなりますように」という技芸向上願いにすり替えられている。 「おふなたはん」の日に行なうのだから当然岐神への祭祀であるが、以上三重の変質が確認される。これが七八年も前の行事内容であってみれば、阿
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波市林地区ではかなり早くから岐神祭祀における文化変容が進んでいた事になる。現在の神山町内一七地区の類例と比較すれば、まさに雲泥の差と言わざるを得ない。
２～７の六例は、一九八二年刊『ふるさと阿波』一一一号所載「ふなと神考（下） 」と題する荒岡一夫氏の調査報
告である。今（二〇一四年現在）から三二年前の状況を示している。２の鳴戸市北灘町折野では某家の屋敷神として岐神を祀っているが、 「一一月一五日の祭りには綿着 祭 と って綿だけを供えた」とあるが、近藤は二〇 一年の調査で類似の事例を南隣の板野郡松茂町中かうや在住の村田巌氏（八七歳）から得た。その内容は９に示した通りである（写真４参照） 。鳴戸市から に けては、屋敷神として岐神を祀る事例が多い。２と９を比較すれば、若干の異同が見られる。確かに屋敷神という点では共通す が、祭日は一五日ではなく一六日であった これは写真に示した幟
のぼり
の中にも明示されている。更に、 「綿着を祭るといって綿だけを供えた」とあるが、村田巌氏のお
話によれば「近所 人々数人が一一月一六日にお参りに来て、各々綿を鏡餅の縁
へり
に供えていた。岐神は子沢山の神
で、冬を迎えるに際し 子供に綿入れを着せるの 綿が無くて不自由しているので供える。特に妊婦がこの綿を供えると オフナトサンは子育ての神さんなので安全と子供の生育に御利益があ 」というものであった。従って、２でいう「綿着を祭るといって綿だけを供えた」という物言いは粗略に過ぎ、岐神祭祀 本質を必ずしも正確に描写できて ない。２では 三二年前当時 既に岐神信仰が崩壊し けていた かもしれないが、元は９で見られた如き一六日の祭礼 鏡餅の縁
へり
への綿供え、子沢山伝承、綿の不自由、妊婦の安産・子育て祈願などが付随していた
はずである。そうでないと、本当の意味 「綿着 祭る」事にはならな 。因み ２では一一月一五日 祭日にしているが、これは子
4
綿着即ち当歳児に綿入着物を贈って着せる「綿着祝い」の日であり、岐神の子神に着せる神
4
綿着との混同 窺える。岐神研究 際し 基本的構造をしっかりと踏まえておかな と逆 混乱を招きかねない。この意味でも神山町内の帷
かたびら
伝承一七例は、他地区の事例に対して常に軌道修正するべき貴重な情報を提供し続けて
くれる であった。
３の徳島市国府町早淵では、一一月一六日の祭りに「船戸大明神と染め抜いた幟が立つ」とあるが、これは前述
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写真４－１	 	松茂町中かうや在住、村田巌氏邸
内に祀る岐神の祠。
写真４－２	 	祠内の御神体の石と御幣。右奥にビニールに包まれ
た御札が見える。
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の９とそっくりである。更に「ゴハンと新しい綿を少し添えて祀」るとあるが、９ではこのゴハンが鏡餅になっていた。３では正確に一一月一六日としており、子綿着と神綿着の混同は見られない。の点は伝承の確かさとして高く評価しておきたい。但し、子沢山伝承とそれに
纏まつ
わる神綿着の意味、
子授け・子育 伝承が抜けており、都市化の波 洗われて古い伝承が多く抜 落ちた結果と推測し得る。徳島市内において、神綿着の名残りをしめす綿
わたそなえ
供が残ってい
た事自体驚くべき現象である。一方、神山町内では二〇一一年の調査で全四八地区中三七地区（七七％）に神綿着 伝承が現存していた点と比較すれば、神山町 いかに古風をよく留めていたかがよく理解できよう。これ程の高い
写真４－３	 	村田家御当主村田巌氏。突然の訪問
にもかかわらず、懇切丁寧な説明を
いただいた。記して謝意を表したい。
幟には「十一月十六日」と記してあ
り、現在でも昔ながらの祭日が守られ
ている点に大いに注目しておきたい。
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留率を示す市町村は、全県下を通覧しても神山町以外に見出し得ないのである。
４は麻植郡川島町学
がく
の事例であるが、一一月一六日に「おふなたはんの綿着とあずき飯」を供えている。 「綿着」
とのみあり、これが串先に巻きつけたものか、あずき飯の側
そば
に据えたものか不明であるが、祭日・綿
わたそなえ
供の二点は基
本に則している。
５は麻植郡山川町楠
くす
根ね
地じ
の事例であるが、 「安産の神として信仰厚く祈願をかける女の参拝が多い」とする点は、
岐神の基本をよく踏まえている。更 、 「一一月一六日綿着の翌日に大豆をたいて、茶碗一杯分を一二個に分け、箸一二膳をつけて祀る」とあるが、岐神が一二人の子沢山である事を忠実に反映している。神山町内でも一二膳の箸をつけて祀る伝承は七六七祠の中で例外的に 例のみ見出し得た。旧阿川村の宇
う
度と
木ぎ
で「一二膳の箸を一束にまと
めて祭る。オチラシに樫 枝をそ 祭 」
㉖
 とある。山川町は美郷町を挟んで神山町の北に位置しているが、この
三町村は岐神信仰の盛んな地域で 神山町内でも例外的にしか残らない極めて古風な習俗が山川町楠根地に存在していた点に改めて注目し おきた 。
さて、ここでは「綿着」の記述が二回登場するが、両者は全く異質な概念なので峻別しておく必要がある。最初
に「一一月一六日綿着の翌日」に大豆 炊いて岐神に供えるとあるが、ここで 「綿着」は近藤が概念規定した所の子
4
綿着を指す。即ち、嫁の実家から当歳児に対して本物の綿入れ着物を贈る儀式であり、一一月一五日に催され
る。子綿着（一一月一五日）の「翌日」は自動的に「一一月一六日」となり神綿着の日を意味する。一方、二つ目の「おふなたさんには 二人の子があるため、綿着
44
は紙と綿で綿入れ着物をこしらえて供える」とあるが、この綿
着は一六日 行事であり、明らかに を対象と た「神綿着」である。近藤 両者を区別する め、これを神
4
綿
着と命名し、岐神の子神への供物として概念規定した。報告者の荒岡氏は、両者を概念規定する事なく漫然と「綿着」として活用するため、無用 混乱を招き、学術的な解明に支障 来たす。この辺は細心 注意を払って臨みたいものである。
神綿着は、実用の子綿着と違って布と綿で作られてはいない。 「紙と綿で綿入れ着物をこしらえて供える」とある
一〇七
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如く、紙製の小型の着物の中に綿を形だけ詰めたものである。明言されていないが、恐らく一五～二〇㎝程の丈の紙の着物を二枚貼り合わせ、その中に綿を詰めたものであり、子綿着からのイメージで紙製の綿入れ着物を作成していた であった。但し、ここには一つの決定的な誤解がある。岐神祭祀の場合、一一月一六日 神綿着と一月一六日の帷
かたびら
は二つで一つの型を形成していた。前者は冬用であり、後者は夏用を意味していた。これらが毎年恒例行
事として両日に催されるのであり、神山町内の一七例はまさにその典型なのであった。
茶碗一杯分の大豆の供物は一二個に取り分けられ、その各々に箸が一膳ずつ供えられていたが、神綿着の場合は
これを一着作るだけでも相当手間がかかるため、また一二着作って供えたとの明言が無いため、恐らく一着だけて一二人分の神綿着と見做していたと考えられ 。茶碗一杯分の炊き大豆を一二個に取り分け、こ に箸を一二膳添えるのは簡単な作業であるが、神綿着作成の場 は一度に 二着作るのは至難な技である。また 実際の神山町内の調査でも神綿着を一二着用意する事例は皆無であっ 。また、 九七九年の七六七祠 報告書の中でも神綿着または帷
かたびら
を一二着用意する事例は皆無であった。これらを考え合わせれば、５での神綿着は一着で一二人分の着物を
代表させていたと判断し得る。
但し、一年に二回一一月一六日の神綿着と一月一六日の
帷
かたびら
 供そなえ
という岐神祭祀の基本に照らせばここに一つの大
きな勘違いがある。それは、端的に言えば、神綿着と
帷かたびら
の混同である。元来、一一月一六日の神綿着であるため、
串先に綿片を巻き付けて祀る形が一般的であり、神山町を初め鳴戸市や松茂町・徳島市国府町でもこ 日に綿
わたそなえ
供が
行なわれていた。その一方で、神山町内 七例 詳述した通り、一月一六日には
帷
かたびら
 供そなえ
が実施されており、岐神祭
祀の基本は元来この二儀礼が一対のセットとして存在していたのである ところが、５の場合前日の一一月 五日の子
4
綿着に強く影響を受けたせいか、一一月一六日の神
4
綿着においても紙製の綿入れ着物を作成するに至ったので
ある。 綿着の場合は当歳児のいる家限定で、赤児にとれば生涯で唯一 行事、最初で最後の行事である。一方、岐神祭祀は毎年 る恒例の行事である。従って、その意味は根本的に違うのだが、子綿着 おける綿入れ着物の贈与が神綿着に伝染し、元来綿だけの物に帷
かたびら
要素としての紙の着物が付随してしまい、紙製の綿入れ着物に変
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化してしまうのであった。このためもあり、神綿着の対概念としての一月一六日に行なわれる岐神への
帷
かたびら
 供そなえ
はこ
の段階で消失してしまっている。一月一六日や
帷
かたびら
供そな
えへの言及が無い点から推せば、 「紙と綿で綿入れ着物をこし
らえ」たその「紙」に一月一六日と帷が吸収されてしまっていたのである。元来、冬の神綿着と夏の帷で一年間で二回の衣替えの意味を果たしてい ものが、両者が混濁 てしま 、全く別の意味を持ってしまうのであった。この判断も、神山町内における一一月一六日 神綿着と一月一六日の
帷
かたびら
供そなえ
の基本型が存在していたからこそ初めて
可能になるのである。事実、報告者の荒岡一夫氏はこの混濁を判断できず、正確な位置付けができないまま記述を終了せざるを得なかっ 基本型を押える事の重要さ こで改めて指摘される。
５では最後に「この時は夕方静かに持って行き安産を祈った」とあるが、これは第一稿地図３
－２に示した如く
黙参の名残りと判断し得る。音を立てれば一二人の子神が一斉に目を覚ま 、供物を全部食べてしまい 親神に当たらない で音を立てては らないというタブーが神山町を中心として日和佐町や海南町にま 分布 て た。山川町楠根地の事例はまさに北端に位置するものとして注目すべきであるが、残念ながらここでは子神の供物の食べ尽くし伝承は既に消え去り、 「静かに持って行」く事 みが残されてい 。
６は麻植郡美郷村樫平の事例であるが、 「一一月一六日が縁日で供え物をする。綿の棒を立てるのは綿着の意を示
す」という。 「縁日」とは岐神の祭日を意味す が、こ は神綿着を意味する。事実、 「綿の棒を立て のは綿着意を示す」とあり、神山町 同様に串 先に綿片を巻き付けたものを供え た事 如 に示めされている。単に串先に綿を巻きつけただけの物であるが、これが当歳児に贈る立派な綿入れ着物（即ち子綿着）に相当する子神への綿入れ着物（即ち神綿着）を象徴していた である。但し、岐神祭祀の場合、神山町内に見られる如く基本型は冬の神 着と夏の帷にあった。６では神綿着 残存す 、そ 対をなす帷
かたびら
は既に消失しており、その面影も
残っていなかった。
但し、７の同村別枝では帷の面影を残す事例が見られる。即ち、一一月 六日 「紙に綿を入れた着物を人形に
着せて祀った」という条
くだり
である。日取りこそ神綿着の一一月一六日に吸収合併されているが、紙の着物自体は一月
一〇九
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一六日の帷
かたびら
に相当する。元来は神山町と同様に冬の神綿着と夏の帷が一対でセットになっていたはずであるが、何
らかの理由（恐らく煩雑さを避けるためか）でこの一日に纏めてしまったのであろう。確かに便利にはなったかもしれないが、冬と夏の衣替えという岐神祭祀において最も根本的な精神を失ってしまうのである。僅かの合理化の試みであるが、そ 代償は余りにも大きく岐神の本質を大きく捩
ね
じ曲げてしまうのであった。基本をしっかり守っ
ていた神山町一七例の存在の偉大さが改めて偲ばれる次第である。
紙に綿を入れた着物を「人形」に着せて祀ったとあるが、この人形の姿が具体的に言及されていない。おそらく、
小さな紙製の綿入 着物を着せるのであるから、大きさはせいぜ 割箸程の丈であり、袖を通す必要から上方に小さな横木を括りつけて十字架状にしたものを「人形」に見立てて たのであろう。だとすれば、神山町の神綿着・帷に用いる割箸と比較 て若干進化したも になる。 「紙に綿を入れ 着物」とは、先に５で言及した山川楠根地の「紙と綿で綿入れ着物をこしらえ」た「綿着」と全く同一である。名称もその構造もその日取りも共通しており、神山町内の基本型の影響を強く受けながらも一方の一月一六日 略した点までそっくりであった。一一月一五日当歳児への綿着い祝いの儀礼はあっても、一月一五日の
帷
かたびら
着き
せ祝いが実際の赤児に対する儀礼として存在しないため、
岐神への
帷
かたびら
 供そなえ
が山川町や美郷村で早くから消滅してしまうのは自然な流れなのであろう。それでも、帷の名残り
が綿を詰めた紙の着物に残されていた点は大いに注目しておかなければならない。こ 絡
から
繰くり
を見抜く能力を授けた
のも、神山町一七例
帷
かたびら
 供そなえ
なのであった。
更に７では「一一月一六日に祀るのはオフナトサンには子供が一三人もいる
のママ
綿着も一日おくれてするそうだ。
また今年生まれた子のある家へはワタギを一一月一五日に親類 こ らえて贈った」とある 荒岡氏はここ 極めて重要な報告をさ ている だが、御 人にはその自覚が認められない。即ち、 九七九年刊の『 山のおふなとさん』の中で大粟玲造氏が「オフナトサンの綿着 人間より一日おく の一六日なのか…普通なれば神事が人間に優先するのが当然と考えられる だが、 （略）県下で（こ 謎を解く）オフナトさんの研究家はいないも なのか」
㉗
 
と熱く読者に問いかけているが、荒岡氏のこ 報告はま にその解答を示すも であった。第一稿の地図３
一一〇
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－４に示したが、子綿着の分布範囲の中に神綿着・帷が分布している。この事も荒岡氏は認識されていなかった。
子綿着も神綿着も区別せず「綿着」として表記される氏にあってみれば、両者を峻別しその分布範囲の確定を望む事自体無い のねだりであるのかもしれない。
神山町一七例の基本型を知り、冬と夏の衣替えが岐 祭祀の本質であった事を認識し得た今だからこそ、近藤は
声を大にして大粟氏の質問に応答したい。その解答は荒岡氏の７の報告にあったのだと。即ち、岐神には子供が一三人も居り、子育てが大変で本来ならば人間と同日の一一月一五日に「綿着」祝いをしなければならない だが、忙しくて間に合わないため、どうしても一日遅れの一六日なってしまったのである。大粟氏は、 「神事が人間に優先するのが当然」なのに何故そうならないのかと疑問を呈されているが、一二人（閏年は一三人）の子神が参拝者足音や拍手の音を聞いただけで一斉に目を覚まし、供物 すべて食べ尽くしてしまい親神に 切当たらない。親神はひもじい思いをしなければ らず、参拝者の願いも聞き届けら のである。従って、岐神への参拝は必ず無音で黙参しなければなら いという厳しい掟があった点は本稿第二章で詳述した通りである。徳島県下 一般的な岐神は、大粟氏が想定されているような荘厳で偉大な神 のではなく、一二人 子沢山 子供の躾もままならない、日々の生活苦に追われ、そ 日暮らしでやっとの思い 子育てに奮闘する母子だけ 家庭なのであった。冬と夏の衣替え行事が基本型で岐神祭祀の最大の目的であった点を考慮すれば 岐神の置かれている現実が見え 来よう。神と言えども子育てに忙殺され、 「綿着」祝いも人間に一日遅れて一六日に らざるを得 かった そして、その構造は
帷
かたびら
 供そなえ
にも継承され、冬の綿着から夏の
帷かたびら
への衣替えにおいても一月一五日ではなく一六日が採用
されるのであった。
８は一九八七年刊の美馬郡『穴吹町誌』所載の事例であるが、この引用文自体は穴吹町全体 事を記したもので
はない。確かに、穴吹町内にも岐神祠は分布するものの、神綿着と
帷
かたびら
 供そなえ
があった事を近藤は実際に確認できてい
ない。また、穴吹川最上流部に位置する麻植郡木屋平村にお ても両者を確認できていないのであ 。
抑そも
そ々も
、 『穴吹町誌』引用の喜多弘氏の原文は一九八三年一二月七日付の『徳島新聞』所載「おふなたはんの綿着」
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記事からの転載である。原文は
綿着は大昔麻や楮
こうぞ
で衣料を作って献上した阿波忌部の遺風であるといわれ、麻植郡のほか木屋平村、神山町、阿
波郡、板野郡など忌部氏に関係のある地域だけの行事である。綿着の翌日十六日は「おふなたはんの綿着」である。 （略）増産の神様らしく、十二人もの子福者であるという それで寒くなっても 子神様の冬着もままならぬだろう」と主婦たちが箸
はし
の先に綿を巻きつけたり、紙で作った着物に、小豆飯をそえてお供えして、綿着のお祝
いをしてあげる。 （略） （喜多弘・徳島民俗学会）
とある。綿着の分布範囲に注目しておきたいのだが、麻植郡・木屋平村・神山町・阿波郡・板野郡とのみあり、美馬郡穴吹町は の中に含み込まれていないのである。町誌編纂に際し、この部分を誰が担当したのか不明であるが、新聞記事のまま引用すると穴吹町が含まれないからまずいと考えたのであろう。執筆者の肩書きと名前（喜多を喜田と誤記しているが）をそ まま残しながら、細心の注意を払って具体的な郡町村名 削除し、 「綿着（忌部氏に関係 地域だけの行事） お祝いをして げる」と語順を書き改め、あたかも穴吹 が忌部氏と関係を持ち、剰
あまつさ
え神綿着を行なっていたかの如き書きぶりである。繰り返すが、原文には美馬郡もなければ穴吹町も
記載されていない。にも拘
かか
わらず、喜多氏の原文を捩
ね
じ曲げてまで穴吹町に神綿着があった事にしたかった担当者
の真意が判らな 。 「主婦たちが箸の先に綿を巻きつけたり、紙で作った着物を添えたり」と原文を微妙に書き替えて穴吹町内の内容に書き替えている 、喜多氏はこの を麻植郡・木屋平村・神山町・阿波郡・板野郡 事柄として書いている である。原著者の意図を無視 全く別の地域の内容に書き替えている。
近藤がこの虚構を見破り得たのは、 「箸の先に綿を巻きつけたり、紙で作った着物を添えたり」の条
くだり
であり。これ
を実際に基本通り、冬 神綿着 夏の帷
かたびら
として行なっている地区は神山町の一七例しか無かった。先に言及したが、
一九三六年の阿波郡林村におい ですら一一月一六日のオフナタハン 日に「何かの紙を着物の形に裁ち、手際がよくなりますようにと ひて拝む」程度 のであり、神綿着と帷を混同し、神綿着 供えるべき日に帷 祀っていたのである。冬の神綿着・夏の帷と年二回の衣
ころもがえ
替を基本通り行なっている地区は神山町の一七例しか存在せず、あ
一一二
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との全県下の類例は総て形が崩れたものしか残っていない点は１～９の事例で詳述した通りである。神山町一七例の稀少性を、また年二回の衣替えという岐神祭祀の基本型を全く理解せず、安易に喜多氏の記事を穴吹町内の事柄として書き改めた町誌担当者は自ら陥
かん
穽せい
にはまるのであった。
町誌編纂委員が地名まで書き改めて穴吹町内の事柄にした喜多氏の記事であるが、残念ながら喜多氏自身の記事
にも一つの大きな誤解があった。それは神綿着と帷
かたびら
が峻別できず、両者を混同している点である。即ち、原文には
「寒くなっても『子神様の冬着もままならぬだろう』と主婦たちが箸の先に綿を巻きつけたり、紙で作った着物に、小豆飯をそえてお供えして、綿着 お祝いをしてあげる」とあり、 「紙で作った着物」とは明らかに神山町一七例の帷かたびら
を意味し、衣替えとしての冬の綿着に対する夏の帷
かたびら
を指していた。喜多氏は、両者を共に冬の着物として解釈し、
「綿着のお祝」として一括してしまうのである。この姿勢は、先述の５の山川町楠根地や７の美郷村別枝の報告と同一であり、喜多氏は神山町内の帷
かたびら
一七例を初めとする岐神祭祀の基本原理、即ち冬の綿着と夏の帷の衣替えという
年二回の対概念を理解できていなかった である。
以上、神山町内の帷
かたびら
一七例を基軸に据え、全県下に残る１～９の九類例と比較対照してきたが、九類例総てに共
通するのは岐神祭祀が一一月一六日だけに特化され、対になる一方 一月一六日が完全に消失し る点である。元来、一一月一六日の神綿着に対し、 月一六日の帷
かたびら
は一対のセットであったが、帷が一一月一六日の神綿着の方
に吸収されて 体となり、紙製の綿入れ着物を作って供える形式に変化したのは５・７の事例で見た通り ある。他の１～４・６・８・９の七例においても、一月一六日の祭日は皆無で総て一一月一六日で統一されていた。
その一方で、神綿着・帷の供物が登場しないものの一一月一六日と一月一六日の両方に岐神の祭日を設定してい
た地区が神山町の一七例を除いて三地区あった。第一稿で言及し が（地図３
－５参照） 、一つは麻植郡木屋平村の
「お舟戸さん（略）祭日は旧正月一六日と
二［近藤注：一一月のまちがいか］
月一六日である」
㉘
、二つ目は名西郡石井町
利とし
包かね
の「部落の道の辻に旧
セメント製の祠に祀る。正月 六日、 一月一六日の二回祭りがある。子供が知らないようにかくれておまいりする。いまでもときどき参拝する」
㉙
 であり、三つ目は麻植郡山川町旗見の「船戸神を南の田の畔に石の祠でまつる。
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一月一六日が例祭で、米・大豆・小豆を飯にして、カシキで供えた」
㉚
 とある。旗見の場合、一一月一六日が消えて
一月 六日のみ残っているが、これは極めて稀な例であり、元は一一月一六日とセットで登場していたはずである。
これら三地区は、神綿着や帷が供物として登場しないものの、総て一一月一六日と一月一六日が岐神の祭日とし
て残存している地区であり、かつては神山町一七例と同様に冬の神綿着、夏の帷という衣替えが岐神祭祀の基本原理として展開されていた名 であった。従って、帷の残存地区は１の阿波郡林村・５の麻植郡山川町楠根地・７の同郡美郷村別枝だけでなく、木屋平村・名西郡石井町利
とし
包かね
・麻植郡山川町旗見においても一月一六日の祭日が存
在してていた点から
帷
かたびら
 供そなえ
の可能性を推測し得るのであった。
帷
かたびら
 供そなえ
は神山町一七例を中心として、かつては名西郡
石井町・麻植郡木屋平村・同郡美郷村・同郡山川町 阿波郡林村とか り広範囲に分布していた事が明らかとなる。岐神祭祀にあたり、冬の綿着と夏の帷
かたびら
の衣替えは基本原理として、県下の三分の一の面積を占める北東部に広く分
布していた事がこれらの事例から明確に った。
三
－六、岐神御神体蛭伝承考
さて、愈々一連の考察（第一～三稿な びに本稿）を締め括る意味で岐神の御神体について考察を加える段階に
達した。御神体関連につい の言及の初見は、一九七九年刊の『神山のおふなとさん』であ 、ここでは八例 言説が認められた。一方、近藤の二〇一一年の聞き取り調査におい も八地区においてこ 言説を採集し得た。両者を纏めたものが表４であり その分布状況を図示したも が地図
10である。地図を見れば一目瞭然なのだが、近藤
が情報を得 調査地図とその三二年前 該調査地 とが全く重複していなかった。この現象は何 意味するのか。端的に言えば、二〇一一年現在もま そ 三二年前も、伏流水の如くこの言説は多く 民の心の奥深くに伝承され続けていたという事である。 報告事例がある め、ａ～ｈ 該地に入った時は特に力 入れて御神体に関する伝承 聞き取ろうとしたが、総て徒労に終わった。その 方で、思 もしない場所で情報が提供さる僥
ぎょうこう
倖を八度も経験した。御神体伝承に関する裾野の広がりは、思った以上に大きな事を実感した次第である。
新旧全一六例の分布状況を概観すれば 徳島市域に近い旧広
ひろ
野の
村・旧鬼
お
籠ろ
野の
村には分布せず、旧阿川村・旧神領
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村を含めた上流域に見られる。特に最上流部の旧上分村においては、新旧合わせて六例（全体の三八％）も集中しておしており、他の四旧村を大きく引き離している（地図
10参照）古い伝承はやはり上流部に残り易い事の証左で
ある。但 、あまり上流部に行けば過疎化により廃絶集落が数多く点在するため、今回の調査が情報収集の最後の機会であったかもしれない。
全国的に見ても、岐神の御神体を蛭とする伝承は管見では未だ発見し得ていない。また、全県下の視点で眺めて
も神山町以外では岐神の御神体を蛭とする伝承は皆無であった。なぜ神山町内にのみ一六例もの関連伝承 存在し得たのか、謎は益々深まるばかり のである。この謎に少しでも肉薄すべく、一つ一つの事例をじっくりと吟味し表４
－１
　『神山のおふなとさん』所収岐神御神体ヒル伝承関連
ａ
「船戸神について」
Ｐ・
6
大粟玲造
　「オフナトさんの御神体は蛭（ひる）だから塩分はいけない…各地」
ｂ
「船戸神について」
Ｐ・
18
 「上分地区」
　　　
•
西田一宅裏…「塩ぬき赤飯祭る。
」 （中峯）
ｃ
「下分地区」「総括備考」 Ｐ・
22
「
◦
塩を殆んどの地区できらうが（地野）西野家では清め塩として祀る。 」
ｄ
「下分地区の調査を終えて」
Ｐ・
83
下分班
　
大泉照子「御神体は蛭（ひる）なのか。
  だから塩を祭ってはいけないという説もある。
」
反対に塩を祭って清め
る家もある。 」
ｅ
「左右内地区」
Ｐ・
33
中内・森 家…「塩はまつらない。
」 （東左右内）
ｆ
「左右内地区」
Ｐ・
33
山本・森西 阿部 なめくじが御神体だから塩はまつらない。
」 （東左右内）
ｇ
「おふなっつぁんあれこれ」
Ｐ・
84
左右内班
　
後藤田静枝「御神体はヒル（蛭）だから塩を祭らないように」とか（略）いう人もありました。 」
ｈ
「阿川地区」
Ｐ・
72
西浦・西内家…「塩気祭らない。
」 （宮分）
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表４
－２
　
近藤調査の岐神御神体ヒル伝承関連
番号
地名
伝承の詳細
３
西にし
久く
地じ
オフナトサンの御神体がヒルという話は聞いたことがある。何でヒルなのかは知らん。塩気のものを供えたらいかんというのは知らん。
８
入いり
　
手て
御神体がヒルというのは知らん。塩気を嫌 の 知らん。但し、
アズキを炊いて塩も何も味つけをしなかった物を、子供の頃に親
に言われて供えに行ったのを覚えている。アズキと御飯を供えに行った。
９
大おお
中なか
尾お
御神体がヒルというのは知らん。アズキ飯には塩は入れない。
10
中なか
　
津づ
オフナタサンの 神体がヒルという は知らん。
塩気の物をオフナタハンに供えたらいかんというのは言いよった。何で塩気の物
を供えたらいかんかは知 だが、昔からオフナタハンには塩気の物 てはいけなかった。 「オフナトサンには、お塩祀られんのじゃ」とは、私の子供の頃から聞いている。江田（私の実家） 方でも年寄りが言いよんを何回も聞いた。普通のお神サンには、お祓いするけんと言うて、塩とお米はお供えするものであったが、どういうわけか不思議とオフナトサンには塩は祀られんと言わ ていた。
11
江
　
田
塩気の物をオフナトサンに供えてはいかん。何でか知らんが昔から言って 。
23
西野間
どの地区でもオフナトサンがヒルという ではない。昔の年寄り衆が、オフナトサン 神体はヒルと うのだ。は塩をまつられんという伝承が、全体の約半数の地区にある。ところが、例外的に神サン で浄めの意味で、うちは朝晩塩をまつんりょるというヘンチクリンな家もある。だが、普通は塩は祀られんので
赤飯を作る時でも、オフナトサンに祀る赤飯だけは
塩気の無いものを作って、わざわざ別に作って供えるようにして る。オフナトサンの日（⓫月⓰日と１月⓰日）には、塩分ぬきの赤飯を作るも であったと、昔の古老達は私に語っていた。この は方々で聞く 約半数の地区で、私 実際に聞いた。今から
㉜
年前の話である。オフナトサンには、昔から塩の入った赤飯を祀ったらいかんぞと言われていた。オフナタサンの御神体がナ
メクジという話は、私は聞 た事がない。
27
宇う
度と
木ぎ
オフナトサンの正体はヒルという。塩気 嫌 と うのは知ら 。正月の神サンに祀る と同じ物を供えるのであり、塩気を嫌うというのは知らん。何で正体がヒルなのかは知ら が、正体がヒル い のは、昔から言っていた。
34
長なが
　
代たい
オフナタサンには、塩気の物 いかんと言うて、ソバでも汁を入れずにソバ み 御飯 も白飯 みで 塩気 赤飯 は供えなかった。何で塩気がいかんのかは知らん。御神体がヒルというのは知らん。
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ておこう。まず、一九七九年の報告書では以下ａ～ｈの通りである。ａ
 各地・オフナトさんの御神体は蛭
ひる
だから塩分
はいけない。
㉛
ｂ
 旧上分村
中なか
峯むね
（西田一宅裏） ・塩ぬき赤飯祭
る。
㉜
ｃ
 下分地区（総括備考） ・塩を殆 どの地区できらうが、Ｎ家（地
ち
野の
）では清め塩として祭る。
㉝
ｄ
 下分班・御神体は蛭なのか。だから塩を祭ってはいけないという説もある 反対にて清める家もある。
㉞
ｅ
 旧左右内村東左
そ
右う
内ち（中内・森下家） ・塩はま
つらない。
㉟
ｆ
 旧左右内村東左
そ
右う
内ち
（山本・森西・阿部家） ・
ナメクジが御神体だから塩はまつらない。
㊱
ｇ
 左そ
右う
内ち
班・ 「御神体はヒル（蛭）だから塩を祭
らないように」 とか （略） いう人もありました。
㊲
ｈ
 旧阿川村
宮みや
分ぶん
（西浦・西内家） ・塩気祭らな
い。
㊳
ａは大粟玲造氏稿「船戸神につい 」の中の
「６、その他一般に共通して信じられているこ
名東郡佐那河内村
地図上の番号は
表１の番号と対
応する。
旧麻植郡木屋平村
旧上分村
郡賀郡木沢村
麻植郡美郷村
１
２ ３
４ ５
６
７８
９
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32 34
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36
37
38
39
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41
42
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45
46
47
48
旧左右内村
卍
焼山寺
旧下分村
旧阿川村
旧神領村
勝浦郡上勝町
麻植郡鴨島町 旧広野村
名西郡石井町
船盡比咩神社
鮎喰川
旧入田村
船盡比賣神社
旧一ノ宮村
船盡比咩神社
徳島市
旧鬼籠野村徳島県名西郡
神山町全図
中峯・塩ぬき赤飯
ｂ
g h
塩気を嫌うのは知らん
御神体はヒル
塩気を入れん
地野
アズキ飯に
塩は入れん
塩気を嫌う
塩気のものを
供えてはいかん
東左右内、中内・森下家
ｅ・塩はまつらない。
ｆ・なめくじが御神体だから塩はまつらない。
山本・森西・阿部家
e, f
c, d
塩の入った赤飯を
祀ったらいかん。
塩気を嫌うのは知らん、御神体はヒル
宮分、塩気祭らない
塩気をきらう
塩気を殆んどの地区できらうが
西野家（地野）では、清め塩と
して祀る。
（総括「備考」欄）P. 22
地図10　岐神の御神体蛭関連伝承
ａ．「船戸神について」大粟玲造 P.6「オフナトさんの御神体は蛭
（ひる） だから塩分はいけない…各地」
ｄ．「下分地区の調査を終えて」下分班　大泉照子 P.83「御神体
は蛭（ひる） なのか。だから塩分を祭ってはいけないという
説もある。反対に塩を祭って清める家もある。」
ｇ．「おふなっつぁんあれこれ」左右内班　後藤田静枝 P.84「御
神体はヒル（蛭） だから塩を祭らないように」とか（略）い
う人もありました。
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と」所収の三項目である。ここに「各地」とあるが、報告事例とその分布状況を見る限り旧上分・下分・左右内・阿川村を指すのであり、旧神領・鬼籠野・広野村からの報告事例は上がっていない。大粟氏は、全七六七祠の岐神に関する資料を纏める立場にあった。これを勘案すれば、ここで言う「各地」とは必ずしも神山町全域を指すもではなく、古い文化が残り易い鮎喰川上流域であった事が判明する。
さてその「各地」の事例であるが、岐神の御神体を蛭とし、このため供物の塩分を禁忌とするのであった。具体
的に言えば、ｂの上分村中峯では「塩ぬき赤飯を祭る」のである。但し、中峯で 御神体が蛭との明言は無いが、ａの伝承から類推すれば、御神体蛭伝承がなければ の伝承は成立し得ないため、ここでもかつては蛭が岐 の御神体と見做されていた事がわかる。
ｃの下分地区は、 『神山のおふなとさん』によれば全体で一二七祠の岐神が存在していたが、 「塩を殆んど 地区
できらう」と「総括備考欄」で明言している。この三二年後に近藤は現 に赴き、旧下分村七地区 聞き取り調査を重ねたが、 「殆んどの地区 どころ 一例も塩分忌避伝承を聞く事ができなかった。当然、岐神 蛭伝承も全く分布せず、伝承環境の激変に大 に落胆したもの あった。しかし、報告書 記載内容を信用するならば、三二年前までは明らかに「塩を殆んどの地区 きらう」のであった。このことはａの言説を考え合わせれば 殆どの区で岐神の御神体が蛭であったと代弁していたと見
み
做な
してもよい。
但し例外もあり、
地ち
野の
地区のＮ家では正月とモンビに岐神を祀るが、祠内の供物の中に「塩を祭る」
㊴
 とある。岐
神祭祀日の基本は一一月一六日の神綿着と一月一六日 帷
かたびら
であった事は前項で詳述したが、地
ち
野の
のＮ家では基本を
大きく外し、祭日も供物も岐神に特化されたも 供物はシメ縄・神酒・飯と正月 神祀り 念頭に置たものであった。恐ら 、正月の 祀りの序
つい
でに岐神も祀る程の意識しか無かったのであろう。神様には清めの塩
という意味 塩が供えられたもの あり、岐 祭祀の基本から相当隔絶した場所に位置してい 点をここで再確認しておきたい。禁忌侵犯に対し、既に三二年前 段階であるがそれを何 も感じていない家も のである。
これを意識してか、ｄは「下分地区の調査を終えて」と題する文章 一節であり、旧下分村の調査報告を総括す
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る意味で班長の大泉照子氏が記されたものである。 「御神体は蛭なのか。だから塩を祭ってはいけないとの説もある」の条
くだり
は、ａ・ｂ・ｃの記述内容と明確に連動している。特にｃは旧下分村であるため、 「塩を殆んどの地区でき
らう」からこそ、そ 理由を求めて「御神体は蛭なのか」の問い掛けが発生するのであった。旧下分村の殆どの家で塩供えを忌避し、またｂの旧上分村中峯ではこの禁忌を踏まえて塩ぬき赤飯を供えるのであった。赤飯の味の良し悪しは塩分で決まる程重要な調味料であるが、これを敢えて犠牲にしてまで塩気 抜くのは御神体の蛭に対して相当重要な並々ならない配慮が働いていた証左である。旧上分・下分村共に塩気の供物または塩そのもの 供物は幅広く禁忌とされていた事がこれら 報告事例からも理解し得る。こんな中にあって、 「反対に を祭 て清める家もある」の表記は意外に常識外れとして驚嘆または非難の意味さえ窺 るのであった。供物の塩分すら控える程であるから塩そのものの 物は、
譬たと
え清めの意味があったとしても言語道断という事か。ｃで個別事例として既に報告
されているにも拘わらず、班長 その特異性のためこれを無視できず、総括 再度言及するの あった。
ｅは旧左右内村東左右内地区の中内・森下両家が共同で祀っている岐神に関する伝承であるが、ここでも岐神に
「塩はまつらない」という。この背景には御神体が蛭という伝承があった事が推測されるのだが、次のｆの伝承を見る限り若干ニュアンスが異なる。即ち、同じ東左右内地区 山本・森西・阿部家の三軒が共同で祀っている岐神に関しては、 「なめくじ
4444
が（傍点近藤）
御神体だから塩はまつらない」というのである。三軒の共同祭祀であるため、少なくともこ
の三軒の家の人々は岐神の御神体を「なめくじ」と認 している事になる。なぜ蛭 はなく「 めくじ」 変化したのか理解に苦しむのであるが、同じ左右内からの報告でもｇ は「 『御神体はヒ
（蛭）
ルだから塩を祭らないように』と
か（略）いう人もあ ました」と総括されている。同じ旧左右内村の事柄 に、総括では「なめくじ」では く「ヒル（蛭） 」になっている点に注目しておきたい。ｇは左右内班の班長後藤田静枝氏 、 「おふなっつぁんあれこれ」と題して記した左右内班内におけ 調査報告の総括 一文であるため、他のｅ・ｆの個別の事例と較べればそのもつ意味は重い。一部（即ちｆを指す）には「なめ じ」を御神体とする地区もあるが、旧左
そ
右う
内ち
村全体を眺め
れば蛭事例の方が多かった事を暗示するので った。
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ｈの旧阿川村宮
みや
分ぶん
の西浦・西内両家では共同で岐神を祀っているが、 「塩気祭らない」と称し、他の七例と同様に
塩分忌避の伝承を持つ。但し、その理由が明言されていない。恐らく御神体が蛭またはなめくじだからであろうが、全体の趨
すう
勢せい
から推せば蛭と判断し得る。なぜなら、御神体明言事例ａ・ｄ・ｆ・ｇの四例中ａ・ｄ・ｇの三例まで
が蛭であり、加えて独り「なめくじ」のｆ一祠はｇと同じ旧左右内村で共通しながら、旧村内全体を総括するｇ御神体を「なめくじ」ではなく蛭と明言しているためである。 「なめくじ」は旧左右内村内においても例外的存在なのであった。また後に詳述するが、近藤の全四八地区での実際の聞き取り調査で三例（
3・
23・
27）の岐神御神体
明言伝承を聞き得たが 総て蛭であり は一例も存在しなかった。三二年前の報告書に「なめくじが御神体」とあったため、全四八地区総てで「なめくじが御神体ではないのです 」と確認したが、肯定の回答は皆無であった。従って、これらの事例群から推してもｆの岐神の御神体 めくじ説は突然変異的例外とせざるを得ないのである。
日常生活の中で蛭となめくじのどちらが身近な存在かと言えば、家のまわりや時には家の中にまで頻繁に出没す
るなめくじの方が圧倒的である。蛭となめくじは類科を全 異にするが、形や見た目 か感触は素人目にはかなり近似する。加えて、両者とも塩に弱い。 「なめくじに塩」とか「蛭に塩」という諺が両者にあり、ともに苦手なものの前に出て萎縮するさまを言う。こ 辺から 本来の蛭が めくじに置き替えられる契機となったものと推測 得る。山村の神山町では蛭が生息するような水田は少 、出没の頻度はなめくじ 圧倒的に多いの 対 それでも御神体としての蛭が優位を譲らず、なめくじが例外的存在 しかなかった。これ 、岐神祭祀と密接 関連する蛭伝承がそれ程までに神話学的に古風を留めていた めであった。その理由は後に詳述しよう。
以上、一九七九年の報告書の中から岐神御神体蛭伝承関連について考察を加えてきたが、これを念頭に置きなが
ら次にその三二年後の二〇一一年に行な た近藤の調査結果に表れた同 左に抽出 ておきた 。両者を比較対照しながら、岐神御神体蛭伝承の更な 深み 究明する一助と れば幸い ある。３
 西にし
久く
地じ
•
オフナトサンの御神体がヒルという話は聞いたことがある。何でヒルなのかは知らん。塩気のものを供
えたらいかんというのは知らん。
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８
 入いり
手て
•
御神体がヒルというのは知らん。塩気を嫌うのは知らん。但し、アズキを炊いて塩も何も味つけをしな
かった物を、子供の頃に親に言われて供えに行ったのを覚えている。アズキと御飯を供えに行った。
９
 大おお
中なか
尾お
•
御神体がヒルというのは知らん。アズキ飯には塩は入れない。
10 中なか
津づ
•
オフナタサンの御神体がヒルというのは知らん。塩気の物をオフナタハンに供えたらいかんというのは言
いよった。何で塩気の物を えたらいかんかは知らん。だが、昔からオフナタハンには塩気の物を供えてはいけなかった。 「オフナトサンには、お塩祀られんのじゃ」とは、私 子供の頃から聞いている。江田（私の実家）の方でも年寄りが言いよんのを何回も聞いた。普通のお神サンには、お祓いするけんと言うて、塩とお米はお供えするものであった 、どういうわけか不思議とオフナトサンには塩 祀られんと言われていた。11 江え
田た
•
塩気の物をオフナトサンに供えてはいかん。何でか知らんが、昔から言っていた。
23 西野間
•
どの地区でもオフナトサンがヒルというのではない。昔の年寄り衆が、
オフナトサンの御神体はヒルと
いうのだ。オフナトサンには塩をまつられんという伝承が、全体 約半数の地区にある。 ころが、例外的に神サンなので浄めの意味で、うち 朝晩塩をまつ りょるというヘンチクリ な家もある。だが、普通は塩が祀られんので、赤飯を作る時 オフナトサンに祀る赤飯だけは塩気の無いものを作って わざわざ別に作って供えるようにしている の日（一一月一六日 一月一六日） は、塩分ぬきの赤飯を作るものであたと、昔の古老達は私に語っていた。そ 伝承は方々で聞く。約半数の地区で、私 実際に聞いた 今 三二年前の話である。オフナトサンには、昔 ら塩の入った赤飯 祀ったら かんぞと いた。オフナタサンの御神体がナメクジと 話は、私は聞いた事がない27 宇う
度と
木ぎ
•
オフナトサンの正体はヒルという。塩気を嫌うというのは知らん。正月の神サンに祀るのと同じ物を供
えるのであり、塩気を嫌うという は知らん。何 正体がヒルなのかは知らんが、正体がヒルというのは昔から言っていた。34 長なが
代たい
•
オフナタサンには塩気の物はいかんと言うて、ソバでも汁を入れずソバのみ、御飯でも白飯のみで、塩気
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のある赤飯などは供えなかった。何で塩気がいかんのかは知らん。御正体がヒルというのは知らん。

３の
西にし
久く
地じ
では、 「オフナトサンの御神体がヒルという話は聞いたことがある。何でヒルなのかは知らん」と言
う。幽
かす
かではあるが、岐神の御神体を蛭とする伝承が旧上分村の最上流部で残っていた。但し、これと密接不可分
の塩気の供物忌避は既に無く、 「塩気のものを供えたらいかんというのは知らん」と言う回答であった。二〇一一年の段階でまだ岐神御神体蛭伝承が残っていたのは奇跡と言うべきかもしれない。
８の入
いり
手て
では、 「御神体がヒルというのは知らん。塩気を嫌うのは知らん」と言い、御神体蛭伝承も塩気忌避伝承
も聞けなかった。だが「アズキを炊いて塩も何も味つけをしなかった物を、子供の頃に親に言われて供えに行ったのを覚えている」とある。これは実質的塩分忌避伝承であるが、伝承者にとれば御神体が蛭でもなけ ば、蛭が塩を嫌うので塩気 ものは入れないという配慮は全く欠け、 だ子供の頃に「塩も何 味つけしなかった」炊き小豆を親に言われて岐神に供えに行って た。子供心に なぜ味の無い炊き小豆を御飯と共に えるのか疑問に思うのである。伝承の核になる部分が消え失せても、形式だけは暫く残る典型のようなものであり、こ 供物を祀らなくなれば名実共に塩分忌避伝承は御神体蛭伝承に遅れて忘れ去られるの ろう。両伝承が消失したとは言え、辛うじて両伝承に繫がる根跡が記憶の底に留ま のである。
９の大
おお
中なか
尾お
では、 「御神体がヒルというのは知らん。アズキ飯に塩は入れない」とあり、８と較べて過去形ではな
く現在形で語られている点に意味があ 。確かに御神体蛭伝承は消え、蛭は塩を嫌うので塩を避ける配慮 欠けているが、供物としての小豆飯 「塩は入れない」伝統は今に生きてい のであった。なぜ塩 入れないの その理由まで語られなかったが、塩を入れない伝統が今 生きている点から推せば 先代は蛭 御神体 共に明確に塩分忌避伝承を り得たと思われ
10の中
なか
津づ
では、 「オフナトサンの御神体がヒルというのは知らん」と言い、御神体蛭伝承 既に消えていた。しか
し「塩気のものをオフナタハンに供えたらいかんと うのは言いよった。何で塩気の物を供えたらいかんかは知らん。だが、昔からオフナタハンには塩気の物 供えては 『オフナトサンに お塩祀られ じゃ』
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とは、私の子供の頃から聞いている。江田（私の実家）の方でも年寄りが言いよんのを何回も聞いた。普通のお神サンに お祓いするけんと言う 、塩とお米はお供えするもの あったが、どういうわけか不思議とオフナトサンには塩は祀られんと言われていた」という。
八〇歳過ぎの女性の伝承者であるが、実家の江
え
田た
（中津からは山を一つ越えた隣の集落）でも子供の頃から「オ
フナトサンにはお塩祀られんのじゃ」 の言説を祖父母から幾度となく聞き、婚家においても同様 言説が存在していたのであった。とにかく、中津では岐神に「塩気の物」を供えてはいけなかったのであり、 「何で塩気の物を供えたら かんかは知らん」と言うように、ここでは御神体蛭伝承までは既に伝わっていなかったのである。だが、塩忌避伝承は残り、 「普通のお神サンには お祓 するけんと言うて、塩とお米は供えるも 」であったが、 「どういうわけか、不思議とオフナトサンには塩は祀ら われていた と伝承者自身不審に思う った。ここで言う「祀られん」とは阿波弁独特 言い回しであり、不可能を指す ではなく穏やかな禁止を意味する。塩忌避を不審に思う点から推せば、御神体蛭伝承が消えてそれ程時を経ていない証拠である。長年月が過ぎれば、禁忌感が消えて８・９の如く疑問にも思わなくなり、その後塩除去自体も忘れ去られるの
11の江田では「塩気の物をオフナトサンに供えてはいかん。何でか知らんが、昔から言っていた」とあり、
10の
伝承者の実家の集落だけにもっと多くの情報が得られるであろ と思って入ったが、期待した程では かった。既に世代交替 済み、その過程で御神体蛭伝承は消え、辛くも塩分忌避伝承のみが残るのみであっ 。現 は厳しいのである。
そんな中にあって、
23の西野間の事例は御神体蛭伝承・塩忌避伝承が共に温存されており、近藤が回った四八地
区中唯一のものであった。まさに奇跡と言うべきであろう。
23の伝承者は、一九七九年に『神山のおふなとさん』
を纏められた大粟玲造氏であり、二〇一一年の九五歳当時も矍
かくしゃく
鑠とされ、多くの貴重な生の情報を戴いた。その一
つ一つをじっくり吟味しておきたい。「どの地区でもオフナトサンがヒルというのではない。昔の年寄り衆が、オフナトサンの御神体はヒルというの
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だ」とあるが、これはまさに三二年前（二〇一一年現在）の報告書と連動している。先に地図にも示したが、御神体蛭伝承は鮎喰川上流部分のみ 分布しており、徳島市域に隣接する旧広野村・旧鬼籠野村 は無く、早くから都市化の波に洗われた地区では岐神御神体蛭伝承は廃れてしまうのであった。大粟氏の言う「昔の年寄り衆」は、まさに鮎喰川上流域の各旧村に住む人々であり、 「どの地区でもオフナトサンがヒルというのではない」とある蛭伝承の無い地区は、広
ひろ
野の
・鬼
お
籠ろ
野の
を指していたのであった。
これと連動して、 「オフナトサンには塩をまつられんという伝承が、全体の約半数の地区にある」とあるが、近藤
の調査と『神山のおふなとさん』の調査結果を重ね合わせれば、旧阿川村・旧神領村を結ぶ地帯から上流域にかけては総て分布しており（地図
10参照） 、 「半数」というよりも正確には七分の五地区とすべきである。加えて「オフ
ナトサンの御神体は蛭だから塩分はいけない…各地」とする一九七九年の大粟氏の言説を考慮すれば、旧
広ひろ
野の
村・
旧鬼
お
籠ろ
野の
村を除く神山町域全体の七分の五の地区が岐神の御神体を蛭と見做していた事になる。一九七九年段階で
「各地」とあるのは漠然とした表現であり、正確には旧村単位で七分の五とすべきであったのかもしれない。
「ところが、例外的に神サンなので浄めの塩の意味で、うちは朝晩塩をまつんりょるというヘンチクリンな家もある」の発言は興味深い。これは前述のｃ・ｄの報告 反映であり大粟氏 とれば、三 年後の二〇一一年現在においても、旧下分村地
ち
野の
のＮ家の岐神に「清め塩として祭る」風がある事が納得できなかったようである。 「ヘンチク
リンな家」という表現が総 を物語っている。岐神の御神体が蛭であってみれば、塩は岐神にとっ 自らの身体をしおれ縮めさせる天敵であり、最も忌避すべき存在であった。そ を事もあろうに、清めの意味で祀るとは、岐の本質を理解しない神を
冒ぼう
涜とく
する
不ふ
届とどき
な
所しょぎょう
行
と大粟氏には映っていたはずである。ヘンチクリンとは「変なさま」
「ばかげたさま」を意味するが、氏はこのように婉曲に表現して自らの忿
ふん
懣まん
を和らげられていたのであった。
恐らく、Ｎ家においては岐神と普通の神との区別がついていなかったために塩を祀る 至ったのであろう。これ
は先の
10の中津の伝承でも首肯し得る。即ち、 「普通のお神サンには、お祓いするけんと言うて、塩とお米をお供え
するのであったが、どういうわけか不思議とオフナトサンには塩は祀られんと言われて た」と言う。岐神以外の
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普通の神には、浄め塩は必須のものなのであった。ここに岐神の特異性が炙
あぶ
り出されるのであるが、 「どういうわけ
か」の「わけ」とは端的に言えば岐神 御神体が蛭であったからであった。
10の疑問は、
23によって初めて明らか
にされる である。
岐神の供物の塩忌避は、塩そのものだけでなく「赤飯を作る時でも、オフナトサンに祀る赤飯だけは塩気の無い
ものを作って、わざ ざ別に作って供えるようにしている。オフナトサンの日（一一月一六日と一月一六日）には、塩分ぬきの赤飯を作るものであったと昔の古老達は私に語っていた。この伝承は方々で聞く。約半数の地区で、私は実際に聞いた。今から三二年前の話である。オフナトサンには昔から塩の入った赤飯を祀ったらいかんぞと言われていた」と氏は語る。九五歳 氏が三二年前（当時六三歳）に聞き取り調査 め町内各地を巡回されたのである。塩分の入らない赤飯は、想像しただけでも
不ま
味ず
さが伝わってくる。赤飯そのものの価値を大きく損ねてでも、
岐神祭祀を重視したの 、御神体が蛭であったためであり、神 忌避するものは何があ ても供えるべきではなかったのである。従って、さすがに人間が食べる物 塩を入れても、神の供物としての赤飯には細心の注意 払って塩を入れなかった。この伝承を一九七九年当時は「方々で」 「約半数 地区」で氏は「実際 聞い」ていたのであった。近藤の調査結果 加味 、旧村単位で見れば「半数」ではなく七分の五であった事は先述の通りである。大粟氏の伝承によっても、本来 岐神御神体蛭伝承と塩忌避伝承が一セットとして存在していた事を再確認し得る。
近藤は最後に、三二年前の
東ひがし
左そ
右う
内ち
からの報告（前述のｆ）である「なめくじが御神体だから塩はまつらない」
点について
質ただ
してみた。すると意外な事に「オフナタサンの御神体がナメクジという話は、私は聞いた事がない」
という回答であった。 『神山のおふなとさん』 編集責任者であり、自ら 町内ほぼ全域を回られた人であるため、東左右内の事例は熟知されているはずなのだが ぜかその部分だけ記憶 飛んでいた。 七六七祠の中の一祠の事例であるため、見落とされた かもしれ いが、氏にとれば岐神御神体ナメクジ説は蛭説と較べて取る 足りない程の極めて軽いもの ようである。ここでもナメクジ説が例外的存在であった事を再確認しておきた 。
27の宇
う
度と
木ぎ
では「オフナトサンの正体はヒルという。塩気を嫌うというのは知らん。正月の神サンに祀るのと同
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じ物を供えるのであり、塩気を嫌うというのは知らん。何で正体がヒルなのかは知らんが、正体がヒルというのは昔から言っていた」と言う。御神体蛭伝承は、近藤の調査では３・
23に次いでこれが三例目であり、全四八地区中
の三例であるから六％を占めることになる。大粟氏の「約半数の地区」と比較すれば八分の一以上であるが、これは三二年間の時代の変化 なせる業
わざ
であった。この間に人々の意識は大きく変化し、岐神の御神体については殆ど
注意を払わなくなり、伝承も廃れたのである。
加えて、
27で御神体を蛭とするものの、これと対になっていた塩忌避伝承は見事に消失していた。この最も大き
な背景は祭日の変更にあった。
27だけでなく、神山町内のほぼ総ての岐神祠で見られる現象であるが、本来の祭日
である一一月一六日と一月一六日は既に過去の遺物として忘れ去られ、現在は正月の神祀りの
序つい
でに祭られている。
他に、丁寧な家では盆・モンビ（節供・彼岸・秋祭りなどの祭日）などが追加される場合もあるが、多くは正月神祀りの序
つい
でに岐神を祀っている。しかしこれでもまだましな方で、ひどい場合は祭祀すら行なわれていない場合
も見られる。正月の神祀りの序
つい
でに祀る場合、岐神であるので当然オシメを張り、餅・ローソク・御神酒・オセチ
（煮
に
染しめ
）が供えられる。煮
に
染しめ
には当然塩や醤油などのしっかりした味がつけられ、岐神で御神体が蛭だから塩分は控
えるなどと言った基本原理は完全に消されてしまう もしこの原理を遵
じゅんしゅ
守するならば、正月と言えども塩分の入ら
ない餅だけにしてオセチ料理は供えて なら い事になる。
27が採った選択肢は、譬え御神体が蛭であっても正月
の神祀りを優先させ、本来は禁忌である ず 塩気の供 祀る方であった これによって御神体の蛭とそれに伴う塩分忌避伝承という対概念は完全に有名無実化 る である。祭日 変更という一見些細 現象であるが、岐神祭祀の基本原理にお ては第一 対概念とし 神綿着・帷の欠如をはじめ、第二の対概念としての御神体蛭伝承とその対をなす塩分忌避伝承というもう一つの基本原理も完全に失 ってしまう である。塩分忌避こその蛭を成立せしめる根本的 禁忌なのであったが、
27ではこの意味が全く認識されず、御神体をヒルと明言してお
きながら「正月の神サンに祀 のと同じ物を供え であ 、塩気を嫌うというの 知らん」 言って憚
はばか
らないの
である。
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34の長
なが
代たい
は「オフナトサンには塩気の物はいかんと言うて、ソバでも汁を入れずソバのみ、御飯でも白飯のみで、
塩気のある赤飯などは供えなかった。何で塩気がいかんのかは知らん。御正体がヒルというのは知らん」と言う。先の
27とは正反対で、蛭伝承は無いものの、塩気忌避伝承はしっかり存在し、ソバの麺のみで塩気のある汁は一切
供えなかった。また、塩分のある赤飯は禁忌で、白飯のみを供えるという徹底ぶりである。塩気忌避伝承と御神体蛭伝承は一対のものであり、二つ揃って初めて岐神の基本原理 構成し得るのであるが、残念ながら
34ではその一
方を欠くものでしかなかった。
以上、近藤の調査によって得た３・８・９・
10・
11・
23・
27・
34の八地区の御神体蛭関連伝承について検討を加
えてきたが、蛭伝承と をなす塩忌避伝承を兼備するのは
23の西野間一例しか無かった。三二年前の調査ではａ・
ｄ・ｆ・ｇの四例に蛭と塩忌避 対概念が見られたが、時代の流れで はかくもぞんざいに扱われ、遂には忘れ去られてしまおうとしている。これは神山町 宝、ひいて 徳島県並びに日本国 無形文化財としての精神的宝であり、完全に滅びてしまわ うちに保存し 記録に留め べきもの ある。二〇一一年現在辛うじて、３・
23・
27の三地区で岐神御神体蛭伝承が残り、
8・
9・
10・
11・
23・
34の六地区で塩忌避伝承が残っていた。本来の
両者一対になって残る基本原理を現在に留めるのは、僅か
23の一例のみになってしまっている。残留率から言えば、
御神体蛭伝承よりも禁忌現象を伴う塩分忌避伝承が人々の脳裏に残りやすいのかもしれないが、両者は別個に存在ていても何の意味も持たない。二つが一連の伝承として語られるところに、岐神 基本原理が存在し得るのである。
第一稿から本稿に至る一連の岐
ふなと
神論を閉じるに当たり、最大の謎であった岐神御神体蛭伝承について考察を加え
ておきたい。蛭と言えば、創世神話におけるイザナキ・イザナミ神 兄妹婚の中で登場する
蛭ひる
児こ
がすぐ想起される。
蛭児出現の
条くだり
から程近い場所に岐神が登場するのであって、両者は案外近い場所に配置されていたのであった。 『日
本書紀』の中には蛭児の誕生シーンがａ～ｄの四ケ所あるが、記載順に左記に列挙しておこう。ａ
 神代上第四段（一書第一）
•
まず蛭
ひる
児こ
（不具の子）が生まれた。そこで葦船にのせて流してやった。次に淡
あわのしま
洲を
生んだ。これもまた子の数に入れなかった。そこで天に帰り上って、詳しくその様子を申し上げた。そのとき天
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つ神は太
ふと
占まに
（鹿の肩の骨を焼いてできた裂目で占う）で占った。そして天つ神は教え、 「女性が先にことばをかけ
たからだろう。帰ってやり直してみなさい」と仰せられた。
㊵
ｂ
 神代上
　
第四段（一書第十）
•
女神がまず唱えていわれるのに「おや、何とすばらしい男の方ね」と。そして男
神の手をとって、ついに夫婦の交りをして、淡
あわ
路じ
洲しま
を生んだ。次に蛭
ひる
児こ
を生んだ。
㊶
ｃ
 神代上
　
第五段（本文） ・つぎに
蛭ひる
児こ
を生んだ。三年経っても足が立たなかった。だから天の
磐いわ
櫲く
樟す
船ふね
（丈夫な
樟の船）にのせて、風のまにまに放流した。次に素
す
戔さの
嗚おの
尊みこと
を生んだ。
㊷
ｄ
 神代上
　
第五段（一書第二）
•
日と月とが生まれられたあとに蛭
ひる
児こ
が生まれた。この児は年が三つになっても脚
が立たなかった。はじめ
伊い
弉ざ
諾なぎのみこと
尊
・
伊い
弉ざ
冉なみのみこと
尊
が、柱を回られたときに、女神が先に喜びの言葉をいわれた。
それ 陰陽の道理にかなっ いなかった そのため蛭児が生まれた。次に素
す
戔さの
嗚おの
尊が生まれた。 （略）次に
鳥とりの
磐いわ
櫲く
樟す
船ふね
（丈夫な樟の船）を生み、この船に蛭
ひる
児こ
を乗せて放流した。次に火の神の軻
か
遇ぐ
突つ
智ち
を生んだ。そのとき伊
弉諾尊は、軻
か
遇ぐ
突つ
智ち
のためにやけどをして、お亡くなりになった。
㊸
蛭児の記述 大別して第四段 二つ、第五段に二つとな いるが、これは「国生み」の冒頭部か中盤部かの違
いである。第四段本文では、最初に淡
あわ
路じ
洲しま
を胞
え
（兄・姉）
㊹
 として生んだが、不満足な出来であった。このため淡
あわ
路ぢ
（
吾あは
恥じ
）
㊺
 の
洲のしま
と言うとあり、ここに蛭児は出て来ない。ところが、ａの同段一書第一 は「
淡あわのしま
洲
」より先に蛭児が
生まれ、葦船で流される。次に「
淡あわのしま
洲
」が生まれるが、これも子として
見み
做な
されていない。本文に即して言えば、
「胞
え
」であるため子の数の内に入らないのが当然であり、土中に埋めるか流されるかのどちらかであろう。キ・ミ両
神は天つ神の所へ相談に行き、助言を得てその後大
おお
八や
洲しま
の国生みを完遂する。
ｂの四段「一書第十」はａと異なり 先に淡
あわ
路じの
洲しま
を生み、次に蛭児を生む。両者の誕生順が逆になっている。本
文の淡
あわ
路じの
洲しま
を「胞
え
」とする説に立脚するならば、最初に淡
あわ
路じの
洲しま
が生まれる方が筋は通る。但し、胞
え
でガードされる
ならば蛭児が生まれ葦船に乗せて流す事自体、多少不自然な感じがする。この不自然さを払拭する意味では、ａの淡あわのしま
洲より先に蛭児が生まれる方が順当である。
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一方、ｃ・ｄは第五段で共通し、国生みの後の太陽神天
あま
照てらす
大おおみかみ
神
から火神に至る神々誕生の条
くだり
である。ｃは第五
段本文であるが、太陽神・月神誕生後、三番目に蛭児を生み、後に素戔嗚尊が生まれる。蛭児は三年経っても足が立たないため、天の磐
いわ
櫲く
樟す
舟ふね
に乗せて流し捨てられる運命にあった。
ｄの同段一書第二は、神々の誕生順と三歳まで足が立たなかったため船で流される点は本文と同一であるが、蛭
児が生まれた理由をミ神の初語に求めている。これはａ・ｂ第四段の繰り返しである。蛭児誕生を媒介として、第四段と第五段が融合してしまった感がある。ｄでは、その後素
す
戔さの
嗚おの
尊みこと
次いで火の神軻
か
遇ぐ
突つ
智ち
が生まれ、ミ神はこの
火神出産時の火
やけど
傷が元で死亡したとある。
死亡後、キ神はミ神の居る黄泉国を訪れ復活を願うのだが ミ神と 約束を破り寝姿を見てしまったため、死の
本当の意味と怖さを知り、ミ神に向かって縁切りの絶
ことどわたし
妻之誓建を行なう。これに納得できないミ神は、復讐のため
一日千人 人間を絞殺すると言
こと
挙あ
げすれば、キ神は負けずに一日千五百人の子作りの事挙げで応酬する。この論争
は新
あら
手て
の少し屈折した創世神話であり、死と生の起源神話にとどまらず、地上になぜこれだけの人間が増えたのか
の説明神話になっている。キ神のミ神に対する絶
ことどわたし
妻之誓建以来、一日五百人ずつ人口が増え今日（神話が語られる
現在）に至ったのだと結論する。
この直後、あの世とこの世の境界として杖がさし立てられ この杖が化
か
生せい
して来
く
名な
戸との
祖さえの
神かみ
になった事は第一稿で
詳述した通りである。ここで長々 四種も 蛭児神話を引用したのは、
岐ふなとがみ
神
（本
もと
名のな
は来
く
名な
戸との
祖さえの
神かみ
）誕生と蛭児誕生
のシーンは記・紀神話では極めて近 関係にあった点を表明したか ためである。最も早いａは淡島誕生の前段であり、最も遅いｃ・ｄは太陽神・月神誕生の後であり、素戔嗚尊誕生 前段で った どの場面でも
蛭ひる
児こ
はキ・
ミ神の平和裏の
遘みとの
合まぐわい
によって誕生していた。一方、
岐ふなとがみ
神はその真逆の絶
ことどわたし
妻之誓建という激烈な論争の結果、キ神
によって境界にさし立てられた杖から化
か
生せい
したものであり、人類の存亡をかけた戦いがその背景に存在していた。
平和裏に誕生した蛭
ひる
児こ
であっても、蛭児であるが故に流し捨てられ、最終的には大漁・商売繁盛を司る蛭
えび
子す
神と
して全国で崇拝される。一方、人類存亡をかけた激烈な論争 中で杖から化生した岐神であっても、結果的に一日
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五百人ずつ人口が増える国家繁栄の基礎作りに一役買っていた。徳島県下一千祠以上の岐神をはじめ、その総本宮であった徳島市一の宮町の船
ふな
盡と
比ひ
咩め
神が女神で一二人の子沢山であった必然性はこの点にあったのである。蛭
ひる
児こ
神
と岐神は、誕生の背景が全く違っていたが、共にキ・ミ神の介在によって生まれた点は大いに注目しておきたい。蛭児出現の条
くだり
から程近い場所に岐
ふなとがみ
神が登場するのであって、両者は案外近接していたのであった。しかも両者は父
母を共にするため、兄妹神（蛭児を兄とし、ミ神 怨念の反映として岐神と妹と見做す。事実、徳島県下でも一〇ケ所で岐神は女 とされていた。中でも、神山町内ではその中の六例を占め女神率は極めて高かった。 ）とも見做し得るのである。紀第四段では、蛭
ひる
児こ
は淡
あわ
路じ
洲しま
と相前後して生まれ、流
る
謫たく
の身となり、平安期以降摂津国西宮で「西
宮大神」として祀られ ようになったが、実体は蛭
ひる
児こ
（蛭
えび
児す
）であった。天
あまの
（鳥
とりの
）磐
いわ
櫲く
樟す
船ふね
に乗せて流され、西宮
に漂着して祀られるまでの放浪期間は、まさに怨
おん
念ねん
の権
ごん
化げ
と化していたであろう。
一方、キ・ミ神による人類の存亡をかけた激烈な論争過程で杖から化生した岐神は、結果的にはミ神による一日
千人の絞殺の言挙げによって誕生し の あり、岐神誕生当初の背景には妻神 激しい怨念が反映されていた 第一稿で詳述したが、 『本朝世紀』で岐神が「御霊」と並称され 所
ゆえん
以はここにある。怨念の観点に立っても、蛭児と
岐神はその基盤を共にす 兄妹神であり、現在の神山町内での岐神御 体蛭伝承の淵
えん
源げん
はこの辺にあったと推定さ
れる。『紀』の神代上の第四段には、蛭児と淡路島は相前後して生まれ、蛭児は長い漂泊生活の末、平安期以降摂津国西宮で蛭児神として祀られ、全国の蛭児神の総本宮 目されている。淡路島の北端から西宮蛭児神社までは直線距離で北東方向約三五㎞しか離 ていない。こ 点 考慮 れば、もう一方の杖から化生 た岐 もそれ程遠くない場所に祀られて然るべきである。この近辺を探せば、旧国内に 祠が一千基以上分布す 阿波国 自動的に浮かび上がる。アワとアワジの音が近似する は偶然の一致 はなく 岐
ふなとがみ
神と蛭
ひる
児こ
を結ぶ神話上の必然があったからに他
ならない。しかも、阿波国内一千祠以上の岐神 総本宮が徳島市一宮町舟戸に鎮座する船
ふな
盡と
比ひ
咩め
神社であってみれ
ば、記・紀神話における杖から化生 た岐神 本貫地を一 町舟戸 比定し得るのである。四国内また全 を見渡
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してみても、旧一国内に岐神が一千祠以上分布する事例は皆無であった。この点から推せば、阿波一国はおろか全国の岐神の総本社が 宮町舟戸に鎮座する船盡比咩神社であったと言っても過言ではない。事実 第一稿で詳述したが『三代実録』貞観一四年（八七二）一一月二九日の記事に、都の怪異を鎮めるため阿波国船盡比咩神は正六位上から従五位下に昇叙されていたのである。平安前期においても
船ふな
盡と
比ひ
咩め
（
岐ふなと
）神の名は中央政界に轟きわたり、
その存在感は大きく、全国の岐神社の総本宮としての証左ともなり得る。淡路島の南端から一の宮の船盡比咩神社までは直線距離で南西約三八㎞であり、淡路島の各南・北端を起点とすれば、西宮の蛭子神社とはほぼ同等距離で真逆の方向に位置する。これは単なる偶然ではなく、蛭児と岐神の近親性を示すも る。
さて、古代の記・紀神話の蛭児と岐神の関係は以上の如きものであったが、現在の神山町内での岐神御神体蛭伝
承をここで改めて検討する段階に達した。これを いつ誰が言いだしたのか不明であ が、大幅な神話改変と記・紀神話に関する該博な知識、並びに を職業として活用した人物を想定すれば、真っ先に思い浮かぶのは第一稿で言及した「広野村日光院といへる修験者」の如き人々である。この修験者の生没年は未詳であるが、生島繁高の『忌部神社考略』が記された明治初年以前から慶長一二年（一六〇七）以後の人物であった。極めて漠とした時代幅であるが、中世神話を想起すれば、山伏や神仏関係者が岐神の御神体を蛭と言い始めた可能性は高い。元は神話の蛭児からのイメージであったが、民間に普及する 従っ 実物の蛭となり、 「 に塩」 諺
ことわざ
も手伝って供物の塩忌避
伝承が鮎喰川中・上流域に大流行したようであ 。 『日本国語大辞典』によれば この諺 出典は一五八九年成立『雄長老狂歌集』であり、 「恐ろしい人や苦手の人の前に出て、恐れ入っているさまのたとえ」と説明する 神山町内では、中世以降こ 諺が普及するに従って、山伏等が蛭を御神体とする には塩や塩気を含んだ供物をタブーとする言説を広めたと考えられる。
生島繁高は明治初年に記した『忌部神社考略』の中で、今現に広野と入田の村境 日本木と云土地あり 其地に羽辻大明神といふ社あり。当社 、三大実録に貞観一四年一一月二九日、阿波国正六位上船盡比咩神従五位下とある社なる事は、慶長一二年八月の棟札に奉建立船盡
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神社羽辻大明神守護一宇、不朽云々と志るせる由、広野村日光院といへる修験者の旧記にありといへり。
㊻
と述べている。 「日本木」にある船盡比咩神社は広野にある本宮船盡比咩神社の遥拝所であり、これを「羽辻大明神」 称するのは間違いであり、正しくは「二本木大明神」と呼ぶべきである点は第一稿で指摘した。生島は現地に行かず、伝聞と空想だけでこの項を記したため、大きな勘違いを犯すの った。現在の広野の本宮鎮座地 「歯ノ辻」と記されているが、これは近世末からであり、古くは「羽辻」と表記されていた。従って、生島がこの表記を採用する点は評価し得 のだが、 「慶長一二年八月の棟札に奉建立船盡神社羽辻大明 守護 宇 不朽云と志るせる由、広野村日光院といへ 修験者の旧記にありと
いへり
444
」（傍点近藤）
の部分はかなり問題がある。生島は生の史料を見ず、
単な 伝聞で棟札の 述内容を述べているが、この棟札の記述内容並びに棟札の存在自体が怪しい事は第一稿 詳述した。慶長一二年（一六〇七）の棟札の記述 なぜ必要であっ かここで改めて考えれば、一日につき五百人ずつ人口が増える創世神話の名残りとして 子沢山の伝承を今に伝える一宮町舟戸にある船
ふな
盡と
比ひ
咩め
神社こそが神話
の岐神に起因す 。また貞観一四年（八七二）の『三代実録』所載記事の船盡比咩神社で った。この一宮町舟戸に鎮座する本物の神社に対し、後世偽物が登場し本家争いをした
節ふし
がある。この証拠に、鮎喰川中流域約半径二・
五㎞の範囲内に遥拝所を含めて三つの船盡比咩神社が存在していた。広野村に在住していたという山伏日光院をはじめ、そ 「旧記」自体の存在も極めて怪しいものであり 生島自身も現物を見る事なく伝聞体で記している。広野在住の山伏日光院にとれば、自分の住む地元に船盡比咩神社があ ば、加持祈祷などによる実入りも当然増える。これらの策略により、本家の一宮舟戸 ある船盡比咩神社を差し置いて広野の方こそが本家とすべく対岸の八田村二本木に遥拝所まで作って 御株 奪おうとし、その試みは 程度成功 て 在に至 ている。事実、 『徳島県神社誌』や『神山町史』には、 『三代実録』所載の船盡比咩神社は広野説を採っ いる。だが、岐神に 必須の基本原理の一つとも言うべき子沢山伝承は広野やその遥拝所である二本木には無く、一宮舟戸鎮座のしか存在しなかった。有りもしない「広野村日光院といへ 修験者 旧記」を使って偽船盡比咩神社とそ 遥拝所を後世に捏造したのだが子沢 の伝承移転までは気が回らなかったようである。中世から近世 かけて る時期、
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叙上の如き偽船盡宮が遥拝所も含めて山伏をはじめとする宗教者達によって捏造されるのだが、これと相前後して御神体蛭伝承が中世神話を背景として創出されたのであった。この伝承は、旧阿波国内では鮎喰川中・上流域しか分布せず、現在の神山町内限定である。そして、神山町と徳島市の境界域に三社の船盡比咩神社が集中する点から推せば、七六七祠の岐 の集中と御神体蛭伝承の集中と 密接に関連し、その伝承の震源地がこれら三社を管轄する宗教者達にあった点はほぼ間違いない。古代から中世にかけて、宗教者達 船盡比咩（岐
ふなと
）神の本家争いの過程
で、その宗教熱 煽られてこれより上流域に 鮎喰川 ・上流域の村々では岐神信仰が爆発的に増大し、現在のような七六七祠にまで達し、更にそ 過程で やそ に伴う塩供忌避伝承が醸成され きたの あった。繰り返すが、この二つの伝承は旧阿波国内でも三つの船盡比咩（岐）神社より上流域にしか分布していない点に最大の注意を払っておきたい。まさに、一宮町舟戸に鎮座す 船盡（岐）比咩神社こそが阿波国全域に分布する一千祠を越える岐神の総本宮であり、延いては全国 岐神総本宮の可能性すらある。
四、総括・岐神祭祀の三原理と一仮説
本稿を閉じるに当たり、一連の考察の中で発見された岐神祭祀の三原理と一つの仮説をここで再確認しておきた
い。三原理のうちの第一は、第二節で言及し 子沢山伝承であり岐神の特質の根幹をな が こ 淵源はイザナキ・イザナミ神の創世神話における一日につき五百人の人口増に求めら る。ミ神の分身 、
ふなと
神を女神とする伝
承が県下に一〇例あり、そのうちの六例が神山町内に集中する点は、七六七祠という圧倒的数の多さと共に岐神信仰の中核部分が 宮町舟戸に鎮座する船盡（岐）比咩神社であった事とも相俟ってその連動性が窺
うかが
われる。毎日五
百人の人口増の根源はミ神 一日千人の絞殺にあったため、その分 とし 岐神もまた女神であり、そして子沢山なのであった。これに尾
お
鰭ひれ
がついて、沈黙裏の参拝やオフナトサンのおじぎ・子授けと子育ての御利益といった
各伝承が県西部の三好郡を除く旧阿波国内約三分 二の地域に分布する あった。加えて、夫不在 母神という
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性格は絶
ことどわたし
妻之誓建以後のミ神を反映させたものであり、中世神話的解釈と言える。
第二の原理は、第三節第一～五項で詳述したが、一一月一六日の神綿着と一月一六日の帷
かたびら
が冬と夏の衣替えとし
て対概念を形成している点であり、現在は神山町内にのみ一七例しか分布していないが、かつては美郷村・山川町・阿波町を含めた広範囲に広がっていた。さらに、神綿着のみの分布範囲をかつて帷が残存した名残りと見做せば、鳴戸市・松茂町・徳島市も含まれる事となり、その分布範囲は県東北部に集中し、全県下の三分の一を占める。この分布図は、まさに一一月一五日の子綿着のそれと見事に重なるのであった。
第三の原理は、第三節第六項で詳述したが、御神体蛭伝承と塩忌避伝承の対概念である。これは神山町内で五例
しか見出し得なかったが、対概念の一方 みの残存も含めれば一六例に達する。いずれにしろ神山町内限定であ 、他の市町村には全く見られない。その淵源を探る過程でキ・ミ神 創世神話 蛭児誕生と岐神誕生シーン 近接性が明らかとなり、 『三代実録』所載の「船盡比咩神」の史料によって 宮町舟戸に鎮座する船盡比咩 社の 在が浮き彫りにされ、これとその上流域に岐神七六七祠が集中的に分布する現象の必然性が明確にされた。
蛭児の総本宮が兵庫県西宮市にあってみれば、淡路島を挟んでその対極に位置する徳島市 宮町舟戸に鎮座する
船盡比咩神社こそ、全国の岐神 総本宮ではないかとの仮説を導くに至った。 『三代実録』 史料からも明らかな如く、既に平安前期の中央政界にその名を轟かしており、怪異鎮圧に多大な神威を発揮していた。神話・平安前期の史実・現在の船
ふな
盡と
（岐）比咩神社の位置と徳島県下一千祠以上の岐神の分布、とりわけ神山町内の岐神七六七祠も
の異常な密集状況、さらに第一原理 子沢山伝承や第三原理 御神体蛭伝承を考え合わせ 、神話から現在の民俗に至るまで一本の糸で明確 繫がっていた であり、この仮説 決 無稽なも とは言えない。むしろ、かなり真実味をおびたものとなるのである。
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